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　死にながら僕は思った。繰り返される命に意味はあるのだろうか。

　僕から流れ出る赤が床を染め変えてゆく。古い床が新しい塗装によって生まれ変わるように。

　……命は、誰にでもたった一つしかない。儚はかなくて、脆もろいもの。だからこそ大切にしなければならないのだと。絵画みたいな美術品なんかだってそうだろう。希少なものは価値が高いように、代えがないものだからこそ、人は大事にするのだ。

　命は一つだけ。人は死んだら二度と生き返れない。だからこそ、命は尊いんじゃないのか。

　なら──人間が死んでは生き返る繰り返しループをしていたら、その一度一度の命にはどんな意味があるっていうんだ。

　考えながら、ああ、そんなの考えること自体意味がないな、と自嘲の笑みが漏れそうになった。その間にも、僕の体から……体中に開けられた穴から、血は出てゆく。最初感じていた激痛は、度を超えたというか、あるいは意識が薄れてきているせいなのか、今はもう何も感じない。ただ自分の「終わり」を、心が、体が、ゆっくりと受け入れてゆく。

　──間もなく、僕は死ぬ。










　　　──　イチ　──




「これから皆さんには、とある『観察』に付き合っていただきます」

　高く澄んだ少女のような声で、まったく少女に見えない──というか人間に見えない目の前の何かは言った。

　それは「何か」としか言いようがない。言葉にするのが難しいが、無理矢理例えるなら、大きなシャボン玉だ。

「皆さんは今後、この館内から出ることができません。ただしとある条件を満たすことにより、地球に帰ることも可能です。館内に生存者が二人以下になれば、外への扉は自動的に開かれます。館外には宇宙船もご用意してあります。

　よって、殺し合いをすることが地球に帰るために最適な行動となります。ただし、私は皆さんに殺しを推奨はしても、強制はしません。この館内での全てのことは、皆さんのご判断にお任せします。

　殺し合って一刻も早く地球に帰るか、一生この館内で暮らすか。あるいは別の道を探すか……。どうぞ、自由に選択してください。

　なお、殺し合いをする場合、凶器は館内にあるものを使うか……時々ランダムで、館内に宝箱が設置されますので、その中のものを使用してください。ちなみに、宝箱は中身が空になると、一分後に消えます」

　なんだ？　何を言っているんだ、この「何か」は。

　というか、そもそもここはどこなのか。気が付いたときにはここにいたので、謎だ。

　それに、周りには知らない人が八人ほどいるが、この人ひと達たちは誰なのだろう。疑問は尽きない。

「ちょ、ちょっと待ってよ。こ……殺し合いって何？　どういうこと？　それに、地球に帰る……って？　ここは地球じゃないの？」

　僕の隣にいた知らない人──緩くウェーブのかかったロングヘアの女性が、「何か」に尋ねる。

「はい。ここは地球ではありません。ここは宇宙の中の、地球から離れた、とある星です。皆さんは宇宙人であるこの私によって、ここへ連れてこられました」

　自称宇宙人がそう言うと、周囲の、八人の人々がそれぞれ反応をする。

「おい、これは一体どういうことなんだ……？」

「パパー、あのふわふわ浮いてるの、何ー？　シャボン玉みたいなのに、お喋しやべりしてるね！」

「ね、ねえ美み月づき、これ、なんなの？　こ、殺し合い、って……？」

「落ち着いて、姫ひめ子こ。殺し合いなんてあるわけないって。きっと、ドッキリみたいなテレビか……でなければ夢だよ」

　スーツを着たサラリーマン風の男性と、その娘らしき女の子。ポニーテールの女子に、ヘアピンをつけた女子。あとは、銀髪の男と、ツインテールの女子、その女子とよく似た顔立ちの男子が。

　僕が知っている人は一人もいない。この人ひと達たちは、誰だ？

　今の状況がまったくわかっていない僕と同じく、他の人々も皆一様に、困惑している。

　しかし僕らの戸惑いなど微み塵じんも気にとめていないように、自称宇宙人はふわふわと浮きながら話す。

「いいですか、皆さん。宇宙人である私は、地球の人間の『愛情』を知りたいのです。そのため、まず人間の行動データを収集したいと考えました。

　そこで、『館内に閉じ込められ、地球に帰れるのは二人だけ』という状況を作り出し、あなた方がどんな行動をとり、どんな結末を迎えるのか、観察させていただくことにしたのです。

　ですがさっき言った通り、行動自体は皆さんの自由です。私は皆さんを殺しません。それに、殺し合いは『推奨』であり『強制』ではないのです。別に、殺し合わずここで平和に暮らしてゆくという選択をしていただいてもいいのですよ。それはそれで、人間の行動であり、愛情ということですからね。殺し合うか、ここで生きてゆくか、どうぞ皆さんでお決めになってください。

　なお、皆さんの両耳につけさせていただいたイヤーカフは、記憶装置となっております。皆さんの行動データなどを収集するためのもの、ですね。外そうとしても絶対に無理です。ご了承ください」

　言われて耳を触り、気付いた。確かに、耳に何か小さく固いものがついている感触。

「……ああ、それと。私から一つ、皆さんにお伝えしておくべきことがあります」

　ふわり、ふわり。自称宇宙人は宙をゆっくりと動く。

　わけのわからないことを言われ、シャボン玉のような球体が上下するさまを見ていると、なんだか催眠術にでもかけられている気分だ。

「この館内には武器の他に、毎日ランダムで数個、石が出現します。──その石は、飲んでおいたほうがいいですよ」

　石を、飲む？

　さっきからずっと理解不能なことばかりだが、今度はまた何を言い出すんだ、こいつは？

「以上です。それでは皆さん、自由な決断と、行動を」

　目の前の自称宇宙人が、ふっと姿を消した。

　残された僕ら九人は、皆ただ呆ぼう然ぜんとしている。擬態語にするなら「ぽかん」。

「え、えーとぉ……あ、あはは。こ、これ、何かの冗談だよね？」

　長い、長い沈黙の後、恐る恐るといった様子で口を開いたのは、さっき自称宇宙人に質問していた、ウェーブヘアの女性。

「ね、ねえ、皆。……殺し合いなんて、しないよね」

　同意を求めることで自分が安心したい。凍りついた空気を溶かして皆を安心させたい。両方が混ざったような声色で、彼女は言った。スーツ姿の男性が頷うなずく。

「当然だろう。宇宙人だとか殺し合いだとか、真まに受けるなんて馬鹿げている。よくわからんが、ここが地球じゃないなんてありえない。こんなの何かの番組だとか、企画のようなものだろう。……そんなものに参加した覚えなどないがな」

「で、ですよねー。いやあ、それにしてもちょっと焦あせっちゃいましたよ！　え、本当に変な星に連れてこられちゃったのかな？　なんて」

「でも、ここが地球であっても、私わたし達たちこれから、どうすればいいんでしょうね？」

　ヘアピンをつけた女子が首を傾かしげる。その背中には、ポニーテールの女子が縋すがりつくようにしている。

「とりあえず、皆で出口を探してみませんか？　脱出ゲームみたいな企画だとしたら、どこかしらにはゴール……出口があるんでしょうし」

　僕がそう提案すると、ウェーブヘアの女性がぱっと顔を明るくする。

「そ、そうだよね！　そうしよう、それがいい！」

「まず、ここから出てみましょう」

　現在の場所は、ホールとでもいうべきか、とにかくだだっ広くて何もない場所だ。床も壁も天井も真っ白。……唯一、奥の壁にだけは、大きく絵が描かれている。

　黒で、影絵のように描かれているのは、一匹の竜。

　その竜は長い体を円形にして、自分の尾を自分で食っている。

　たしかこれは──ウロボロス、というものじゃないだろうか。死と再生を象徴するものだ。なんで、そんなものが描かれているのだろう。

　ひとまずそれは置いておいて、扉を開け、皆でホールの外に出る。と、ウェーブヘアの女性が驚きの声を上げた。

「……わ……なんか、思ってたより広そう」

　確かに。赤い絨じゆう毯たんが敷かれた廊下は、広く長い。

「あ、マップがあるみたいだ」

　全員で、壁に書かれた館内図を見る。

　現在地は一階。上は四階までで、あとは地下一階がある。各階、階段は二か所、離れたところに位置する。

「なんだか、いろんな場所があるんですね」

　ヘアピンの女子がそう言った通り。マップは階ごとにエリア名が記され、さまざまな部屋名が書かれていた。

　一階がホールと食堂という生活エリア。二階がカラオケやトレーニングルームなどがある娯楽エリア。三階が各自の寝室である居住エリア、四階は人工庭園。そして、地下は倉庫だ。

「これは、手分けして探したほうがよさそうだな。各自で探索して、出口を見つけたら報告する、ということでいいんじゃないか」

　スーツ姿の男性がそう言ったので、僕も賛成した。

「そうですね。……時計はあるみたいですし、一時間後にまたここに集合しましょうか」

　特に反対する人はおらず、自然に僕ら九人はバラバラに分かれ、それぞれ出口を探すことになった。







　出口を探し始めてから、二十分ほど経過した。この館内は、大体どこの部屋にも時計があるので、時間はわかりやすい。

　現在僕は地下の、倉庫の中を入念にチェックしながら歩いている。今のところ出口はまったく見つかっていない。

　出口どころか、驚くことにこの建物、窓すら一つもないのだ。一切外の様子を窺うかがうことができない。照明があるので暗くはないのだが、建物全体に妙な威圧感というか閉塞感があり、居心地が悪い。

　あの自称宇宙人は、地球に帰るために殺し合いがどうとか言っていた。だがいくらなんでも、本当にそんなことが起こるはずはないだろう。こんなの、夢じゃないだろうか。

　しかし夢にしては長く、一向に覚める気配がない。次第に不安が募ってくる。払ふつ拭しよくするように足を速める。

「……ん？」

　ふと、妙なものを見つけて、僕は足を止めた。

　この地下倉庫は、乱雑に築かれたダンボール箱の山々で埋め尽くされた空間だ。どのダンボール箱も、側面に中身について書かれている。例えば「食料（菓子）」「衣服（女性服）」などだ。

　そんな味気ない光景の中で、異質なもの。

　掌てのひらに乗るくらいのサイズの、木で作られた箱。デザインはＲＰＧなどでよく見る、いわゆる「宝箱」だ。

　このダンボールだらけの倉庫の中で、いかにもファンタジーな宝箱は浮いていて、気になり、手に取ってしまった。鍵がかけられていなかったので、開けてみる。

　中に入っていたのは、一粒の宝石。丸薬のように小さく、球形。色はサファイアのような青。照明の光を弾き、煌きらめく。

「おめでとうございます。それが、石ですよ」

「わっ」

　さっきまで確かに誰もいなかったはずなのに、背後に自称宇宙人が浮いていた。いつの間に。瞬間移動でもできるのかこいつ。……まさか本当に宇宙人なのか？

　いや、ありえないだろう。生物には見えないし、ＣＧとかそういう、映像なのかもしれない。

「さっきも言いましたが、石は、飲んでおいたほうがいいですよ」

「飲むとどんなことがあるんだよ」

「それは、まだ秘密です。ともかく、飲むことをおすすめしますよ。せっかく見つけたのですし」

「いや、そう言われても……」

　石だ。食品でも薬でもない。こんなもの、飲んで大丈夫なのか？

「おや、飲みたくありませんか。飲まないなら飲まないでいいのですよ。何度でも言いますが、私は皆さんに、行動を強制しません。この館内での行動は、あなた達たちの自由。全てあなた達たち次第なのです。……というわけで山やま口ぐちさん、どうぞ自由にお過ごしください。あなたの、人間としての行動を、全て私に観察させてください」

　自称宇宙人はまた、ふっと消えてしまう。

　僕はとりあえず、今着ている制服のポケットに石を入れ、宝箱は床に戻した。

　何が起きるかわからないし、石を、今飲みはしない。だがとりあえず所持しておくことにしたのだ。

　再び歩き出したところで、誰かが階段を下ってくる足音が聞こえた。

「あ……ここはもう、調べてる人がいたのね」

　階段を下りてきたのは、長い黒髪をツインテールにした女子だった。

　色白で、睫毛まつげは長く、唇はつやつやのさくらんぼを連想させる美少女。モデルとかアイドルだとか言われても納得してしまうだろう。

　服装はブレザーの学生服。だがよくある紺や黒ではなく、撫子なでしこ色。制服にしては着る人を選びそうだが、彼女にはよく似合っていた。膝上のスカートからすらりと伸びた脚は、黒いニーソックスに包まれており、制服と色のコントラストを作っている。

　彼女の後ろには、学ランを着た男子もいる。顔立ちがよく似ているので、おそらく血縁者なのだろう。

「ねえ……あなた、出口とか何か見つけた？　私わたし達たちのほうは、今のところ何も見つけられていなくて……」

　ツインテールの女子が話しかけてくる。僕は首を横に振る。

「出口は全然見つからない。今、石は見つけたけど」

　見つけたばかりの石を、ポケットから取り出して見せた。

「この石って……宇宙人が、飲んだほうがいい、とか言っていたやつ？」

「ああ。さっき、宝箱の中に入ってたのを見つけたんだ」

「石……よね？　飲むようなものじゃないわよね」

　彼女も、その後ろの彼も、僕の持つ石をまじまじと見つめる。

「飲み込めないサイズではないけど……得体が知れないし、あの自称宇宙人の言葉に素直に従っていいのかどうか疑問だよね」

「そうね……」

　石から視線を上げた彼女と、目が合う。そこで彼女は、はっと気付いたように軽く姿勢を正した。

「自己紹介がまだよね。私、りんか……永続の永に野原の野、輪りん廻ねの輪に花って書いて、永なが野の輪りん花かっていうの。高校二年生よ。こっちは弟の……」

「姉さんと同じ永なが野の、それに信仰の信、彦ひこ根ねの彦ひこで永なが野の信のぶ彦ひこ。中学二年生です。よろしくお願いします」

「よろしく、永なが野のさん、永なが野の君」

「まぎらわしいから名前でいいわよ。私のことは、輪りん花かでいいわ」

「そう？　……じゃあ、輪りん花かさん」

「呼び捨てで構わないのに」

　輪りん花かさんはクスッと笑う。

「僕は山やま口ぐち健けん次じ、高校二年生」

「よろしくね、山やま口ぐち君。……ねえ、もしよかったら、一緒に行動していいかしら」

「ああ、うん。いいけど」

「ありがとう。……その、わけのわからないことばっかりで、なんだか怖くて。人数が多いほうが、安心できるから……」

　不安がっているようだ。励ましてあげるべきなんだろうな、と僕は反射的に笑顔になる。

「大丈夫だよ、こんなの何かの冗談だろうし、きっとすぐ外に出られるって」

「そう……よね。殺し合いなんて、本当に起きるわけ……ないわよね？」

「起きるわけないよ。誰もあんなの本気にするはずない。それに万が一、あいつの言っていることが本当で、ここが変な星なんだとしても、あの自称宇宙人に従う必要なんてない。殺し合いなんてするより、助け合ったほうが賢明だ」

「……じゃあ、あなたは、殺し合って外へ出るか、永遠にここにいるかだったら、ここにいることを選ぶの？」

「まあ、その二択だけだったらそうだけど……」

「けど？」

「できれば、それ以外の方法を探すかな。殺し合わず外へ出る方法があれば、それが一番いいし」

　輪りん花かさんは僕を見たままぱちぱちと二度瞬まばたきをすると、なぜか、ふっと破顔した。

「そうね、その通りだわ」

　そのままクスクスと、彼女は小さく肩を震わせ続ける。

「……えっと、何かおかしいかな？」

「あ、ごめんなさい、違うの。あんまりにもまっすぐに言うから、なんていうか、その」

　あらためて僕の目を見、輪りん花かさんは一層柔らかく微笑ほほえむ。

「あなたって素敵な人だな、って思っただけ」

「ちょっと姉さん、弟の前で堂々と男を口説かないでよ」

「って、そ、そんなんじゃないわよ信のぶ彦ひこ。そっちこそ、姉をからかうのはやめなさい」

　やれやれと大おお袈げ裟さに肩を竦すくめてみせる信のぶ彦ひこ君、頰を赤らめて注意する輪りん花かさん。仲のいい姉弟みたいだ。

　僕はそのまま、永なが野の姉弟と館内を探索することになった。







　一時間後──約束の時間。僕ら九人は、全員一階のホールに戻ってきていた。

「単刀直入に聞くぞ。誰か、外に出られる場所を見つけた奴やつはいないか」

　スーツ姿の男性が言った。が、誰も手を挙げないし、何も言わない。

「……誰も、出口は見つけられなかった、ということか」

「出口どころか、窓さえないですよね。完全に閉鎖された建物みたいで……なんだか不気味です」

「四階は一見屋上みたいで、空が見えたから、外から見つけてもらえるんじゃないかと思ったんだけど……。その空はただ、天井に映像が映ってるだけだった。館内に電話もないし、持ってたスマホもなくなっちゃってるし……家族や警察に話すこともできないね」

　ヘアピンの女子とウェーブヘアの女性がそれぞれそう言うと、皆顔を俯うつむけた。

　一時間館内を彷徨さまよっても何の希望も出てこなかった、それどころか、出られないという事実がはっきり浮き彫りになってしまったショックは大きいようだ。

「一体どういうことなんだ……？」

　スーツ姿の男性が首を捻ひねる。僕含めた他の八人も、それぞれ黙ってしまい、何か考えているようだった。

　やはり、殺し合いをしないことには、この建物の外に出られないのだろうか。

　いや、馬鹿な。映画じゃあるまいし、そんなことがあってたまるか。

「あの。とりあえずそれぞれ自己紹介して、その後、今後のことについて話し合いませんか？」

　僕は提案した。もし、もし万が一、他の八人のうち一人でも、「殺し合いをしなきゃいけないんだ」という考えに至ってしまい、焦燥にかられたら大変だと考えたのだ。誰も一人で暴走しないように、結束する必要がある。

「いいわね、名前もわからないままじゃ不便だもの。それじゃ、順に自己紹介していきましょう」

　輪りん花かさんが賛成してくれ、それぞれ簡単な自己紹介をしていった。

　ウェーブヘアの女性が、徳とく島しま伊い代よさん。大学生で、明るい雰囲気の人だ。

　ポニーテールの女子が三み重え姫ひめ子こさん。僕と同じ高校二年生。つり目で少々きつそうな外見だが、態度はおどおどと臆病そうな様子が見られる。

　ヘアピンをつけている子は瀬せ戸と美み月づきさん。高校一年生。三み重えさんとは従い姉と妹こで幼おさな馴な染じみらしい。ほわっとした可愛かわいらしい雰囲気。

　銀髪の男が鹿か川がわ秋あき良よし。銀髪といっても染めているだけのようで、日本人だ。黒い服を着て、シルバーのアクセサリーをつけている。

　スーツ姿で、おそらくこの中で最年長なのが服はつ部とり和かず久ひささん。神経質そうな男性だ。その娘が二ふた葉ばちゃん、六歳。

　そして、僕がさっきまで行動を共にしていた、永なが野の輪りん花かさんと信のぶ彦ひこ君。

　それに僕を加えて、全員で九人。

「皆さん、自己紹介は終わったようですね。それで、今後はどうするのですか？　殺し合いをするのですか？」

　自称宇宙人が、突然ふっと何もないところから出てきた。

　今更だが、殺し合いなんて物騒な言葉をさらっと言わないでほしい。無駄に刺激してほしくないのだ。皆、わけのわからない状況で、気が立っているのだから。
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「ねえねえ、宇宙人さん。あなた、宇宙人さんなのよね？」

　皆が自称宇宙人に、視線で不快感や嫌けん悪お感を示す中。幼い二ふた葉ばちゃんだけが、無邪気に自称宇宙人に興味を表した。

「はい。私は宇宙人です」

「ねえねえ、宇宙人さんは、お名前はなんていうのー？」

「私ですか。……私は、名前はいらないのです」

「名前は、イラナイ？　イラナイちゃんっていうの？　変な名前〜」

「二ふた葉ば、そういう意味じゃない」

「いや、いいんじゃね？　名前いらないつったって、呼び名がなきゃ不便じゃん。うん、オレはイラナイって呼ぶわ」

「……なるほど。私は、名前は『イラナイ』ですか」

　二ふた葉ばちゃんが言ったことを服はつ部とりさんが否定し、しかし鹿か川がわが採用する、という流れで、どうやらこの自称宇宙人の名前が決まってしまったらしい。

　イラナイ。酷ひどい名前だ。いや、まあ、こんな謎の自称宇宙人に同情してやる気はないが。

「名前なんかどうでもいい。それより、どうやったら俺おれ達たちは外に出られるんだ」

　服はつ部とりさんは声に苛いら立だちを滲にじませていたが、イラナイは少しも怯ひるまず淡々と答える。

「最初にご説明したはずですが。あなた方は、今のままではこの館外へ出ることはできません。館外へ出るためには、条件を満たしていただかなければ」

「……やっぱり、生存者を二人以下にしろっていうことなの……？」

　輪りん花かさんが不安そうに尋ねた。

「はい。それがここから出る、確実で最短の条件です」

「ちょっと待ってくれ。外に出るのに、他の方法もあるのか？」

　僕が尋ねる。

「どうでしょうね。それは皆さん次第ではないですか？　なにせ、地球の人間である皆さんは、無限の可能性を秘めた存在ですから。もしかしたら別の方法を見つけることもできるのかもしれませんし、できないかもしれません。私から言えるのは、殺し合いが確実ですよ、ということだけです」

　服はつ部とりさんは拳を握り、憤いきどおりを露あらわにする。

「おい、ふざけるな、そんなことできるか。馬鹿なことばかり言っていないで、とっとと俺おれ達たちを出せ」

「殺し合いがお嫌でしたら、ずっとここにいていただくことになります。別に私はそれでも構いません」

「いやいや、ずっとここにいなきゃいけないなんて困るよ。私、大学に行かなきゃいけないし」

「俺にだって仕事がある。それに、二ふた葉ばにも学校がある」

「あ、あたしだって、学校もあるし、それに、家に帰らなきゃ、お父さんお母さんが心配してるだろうし……」

「ふむ。皆さん地球に戻りたい、ということですね。それでは殺し合ってはいかがですか。さあ、どうぞ」

「だから、できるわけがないだろう！」

　痺しびれるような怒声は服はつ部とりさんのもの。しかしイラナイにとっては、そんな迫力のある声も、そよ風のようなものにすぎないのかもしれない。現にイラナイは顔色をまったく変えていない。……いや、そもそもイラナイには顔がないが。

「そうですか。服はつ部とりさん、あなたにはできないですか。ですが、他の方々は、やる気なのかもしれませんよ？」

　ばっ、と。服はつ部とりさんは二ふた葉ばちゃんを強く抱きしめ、化物に警戒するかのような目で僕らを見る。

「お、落ち着いてください服はつ部とりさん。僕ら、殺し合いなんかしませんよ。ですよね」

　慌てて僕はそう言い、周囲にも同意を求める。

　皆、頷うなずいてくれたものの、嫌な緊張感がある。一触即発の空気。

「あなた達たちがどういう選択をするかは、私が口出しすることではありません。私はあくまで、ただの観察者ですから。お邪魔にならぬよう、消えますね。それでは皆さん、どうぞ自由な選択を」

　イラナイは現れたとき同様、突然消えてしまう。残された僕らの間には、痛いほどの静寂がひろがる。

「……どうするの……？」

　消えてしまいそうな声で、輪りん花かさんが皆に聞く。不安でたまらないのだろう、その瞳は潤んでいる。

「殺し合いは、しない。ですよね、皆さん」

　そんなことだけは、なんとしてでも避けなければならない。僕は皆に確認するように、はっきりとそう言った。ぐるりと周囲を見て、全員と視線を重ねてゆく。

「殺し合いなんてしたって、何にもならないですよ。あんな、得体の知れない自称宇宙人の言葉に乗せられたら、馬鹿を見るだけです」

「そう……よね、うん。……殺し合い、なんて、絶対嫌だわ……」

　三み重えさんが、声を震わせながらも、こくこくと頷うなずいて賛成してくれた。

「幸い、食料とか、生活できる環境は整っているんですし……多少時間がかかったとしても、殺し合い以外の方法で、全員で外に出る道を探すべきです。そのために、皆で協力しましょう」

　僕は皆を励ますとともに、自分に言い聞かせるように、笑顔でそう言った。

　冷静さを失っては駄目だ。こんな状況だからこそ、理性的に行動しなければ。

　全員、僕の言葉に概おおむね納得してくれたようで、頷うなずいてくれた。

　もしかしたら一部では「偽善者」とか「何仕切ってんだ」とか思われているかもしれないが、仕方ない。とにかく誰かがまとめなくてはいけないし（本当は年長の服はつ部とりさんが仕切ってくれればいいのだが、彼は二ふた葉ばちゃんのことを気にするだけで精一杯のようだし）、苛いら立だちの矛先が、他の人に向けられてしまうよりは、僕であったほうがいい。

「でも、まず何をするべきかしら」

「とにかく館内をくまなく探すこと……あとは、イラナイから何か情報を聞き出せたらいいんだけど」

「……結局、イラナイってなんなのかな。本当に宇宙人なの？　やっぱりここは地球じゃないの……？」

「姫ひめ子こってば、そんなに不安がらないで。そんなことあるわけないよ」

　まだビクビクしている三み重えさんに、瀬せ戸とさんが笑いかける。

「そもそも、私わたし達たちがいなくなったことで、家族とかは気付いているだろうし……万が一事件だったとしても、いずれ警察とかが動いて、救出が来るんじゃないかな」

「警察……やっぱり、これってそういう事件なのかしら」

　輪りん花かさんが、不安そうにじっと僕を見つめる。

「……ドッキリとか、そういう可能性もまだゼロではないけど……」

　最悪を想定して動いたほうがいいのかもしれない。──なんにせよ、全員で無事に、外に出る方法を探す。それが最優先だ。

「とりあえず、また館内を探索してみようか」

　今は、それくらいしかできることがない。

　晴れない気分を抱えながらも、僕らはまた館内に散らばった。







「……ん」

　ベッドから体を起こす。眠りが浅かったためか、いつもより頭が重い。

　結局、昨日は外に出る方法を見つけられず、館内にある部屋──イラナイに案内された「この館内での僕の部屋」で一晩過ごした。

　室内にある時計に目をやる。現在時刻は六時半過ぎだ。

　昨日イラナイに説明されたのだが、三階居住エリアの、各自イラナイによって案内された「個室」の扉は、二十四時間のうち八時間だけロックがかけられるらしい。

　厳密には、「十六時間経たつごとに八時間ロックがかけられる」だ。僕は、昨夜イラナイからされた説明を思い出す。

　奴やつはこう言っていた。「この館内ではいつ殺し合いが始まるかわかりません。しかし皆さん、夜くらいゆっくりと睡眠をとりたいでしょう？　睡眠不足は思考力の低下を招きますし、別に私は寝不足でグロッキーな皆さんを観察したいわけではありません。

　ですから、どうぞ自室のロック機能を活用してください。ロックさえかければ、部屋の扉は他人には開けられないし、壊せません。安心安全なのです。

　ただし、二つ注意点がございます。一つは、扉のロックをかけたり解除したりするには、その部屋主本人の、人差し指の指紋が必要ということです。個室の位置は私が指定した通りで、部屋の交換はできません。

　二つ目は、時間についてですが。『十六時間経たつごとに八時間』ロックは使えます。一回ロックを使用すると、自動的に八時間はロック状態になります。『三時間と五時間』というように、時間を分けて使うことは、できません。そして、八時間のロックが終わると、その後十六時間は再びロックをかけることができなくなります。

　部屋主であれば、ロック中でも解除して出入りすることはできますが、時間のカウントは変わりません。一度ロックをかけたら、解除して外に出ても、八時間は八時間です。その時間中は、扉が閉まった時点でロックがかかるので、部屋主はロック状態の部屋に入るときは、外から指紋で開けることになります。

　なお、ロック機能以外で扉を塞ぐ行為は禁止です。扉の前に重いものを置いておく、などしても、私がどかします。ご注意ください」

　昨晩、その説明を聞きながら、僕は頭の中で一つ考えていた。

　八時間のロック。──それはもし殺し合いが始まった場合、他人と信頼関係を築いて同じ部屋に入りロックをかけてもらうことも可能だということ。だが、もしその相手が自分を殺そうとした場合、自力で外に出ることも、外から助けてもらうことも不可能ということに──

　そこまで考えて、ぶんぶんとかぶりを振った。

　そもそも、殺し合いなんて状況を作ってしまった時点で終わりなのだ。なんとしてでも、そんなことは絶対起こさせない。それくらいの気持ちでいなければ。

　とりあえず、脳に栄養補給するためにも、食堂へ向かうことにした。室内の洗面所で顔を洗い、着替える。部屋にはクローゼットがあり着替えも用意されていたが、シャツだけ替えて、あとは昨日と同じ自分の制服に袖を通す。自称宇宙人なんかが用意した服に丸々着替えるのは抵抗があったのだ。

「あ、山やま口ぐちさん。おはようございます」

　一階の食堂に移動すると、既に瀬せ戸とさんと三み重えさんがいた。二人も昨日と同じ服装──瀬せ戸とさんはセーラー服、三み重えさんはブレザーの制服だ。

「山やま口ぐちさんも、朝ごはんに来たんですか？」

「ああ、うん……」

「何を食べるか、もう決めているんですか？」

「いや、適当にパンか何か食べようかと……」

　食堂といっても、別に料理人がいるわけではないし、何かを売っているわけでもない。ただ冷蔵庫や調理場はあるので、自分で何か作ることはできる。

　昨日調べたところ、食料は、調理場の冷蔵庫や貯蔵庫に野菜や果物、肉、魚。飲料はミネラルウォーターや牛乳、ジュースなど。それと地下の倉庫に菓子などが大量にストックされている。イラナイの話によると、毎日追加されるので尽きる心配はないのだという。

「私わたし達たちでよければ、何か作りましょうか？　丁度今、私わたし達たちも朝食の支度をするところだったので」

「え、いいの？」

「もちろん。私はともかく、姫ひめ子こはすごく料理がうまいんですよ。期待してくださって結構です」

「ちょ、ちょっとハードル上げないでよ。それに、美み月づきだって十分料理うまいじゃない」

「ううん、姫ひめ子こには敵かなわないよ。姫ひめ子こはほんと、いいお嫁さんになるよね。私がもらっちゃいたいくらい」

「か、からかわないでよ、美み月づき」

「ふふ」

　三み重えさんは照れたように顔を赤らめ、瀬せ戸とさんは彼女の反応を楽しむようにクスクス笑っている。

　まだビクビクと元気がなさそうな三み重えさんと比べると、瀬せ戸とさんは結構余裕がありそうだ。こんなの何かのドッキリ企画だと、楽観視しているのだろうか。

　あるいは、協力できる相手を増やしておいたほうがいいと既に計算を始めているのかもしれない。個室にロックをかけられるという点を考えると、協力者は多いほうがいい。それに、年上の男を敵に回すことは怖いだろう。僕に媚こびておいたほうがいい、と思っているのかもしれない。……考えすぎだろうか？

「ね、姫ひめ子こ、メニューどうしようか。和食にするの？　それとも洋食？」

「ごはん炊いてないし、洋食じゃないの」

「じゃあパンと、あと卵焼いて、サラダとフルーツとかかなあ」

「……ていうかあたし、正直食欲ないんだけど……」

「わかってるけど、ほんのちょっとでも、食べておいたほうがいいよ」

「あの、僕も何か手伝うよ」

「いいんですか？　ありがとうございます、山やま口ぐちさん。それじゃ、飲み物の用意をお願いしていいですか？」

「わかった」

　三人で朝食の支度をし、三み重えさんの焼くオムレツのいい匂いがふわりと食堂にひろがり始めた頃。服はつ部とりさんが、二ふた葉ばちゃんと共に姿を現した。二人に、瀬せ戸とさんが声をかける。

「あ、おはようございます服はつ部とりさん、二ふた葉ばちゃん。お二人も、一緒に朝ごはんにしませんか？」

「……いい。俺と二ふた葉ばは部屋で、二人で食べる」

　服はつ部とりさんは素っ気なくそう言うと、適当にパンや果物などを多めに持って早々に食堂を背にしてしまった。

「おはよう。あら？　いい匂いね」

　次にやってきたのは永なが野の姉弟だ。やっぱり皆、朝起きたら考えることは同じらしい。よくわからない状況下でも腹は減るし、栄養補給は大事だ。次々と食堂に集まってくるのは自然な流れなのかもしれない。ロックが切れれば自室は安全とはいえないし、一人より大勢でいたほうが殺人は起こりにくいはず。

「おはよう、輪りん花かさん、信のぶ彦ひこ君。皆で一緒に食べない？」

「いいの？　ありがとう、嬉うれしいわ」

　輪りん花かさんと信のぶ彦ひこ君の分も食事を用意し、五人分の朝食をテーブルに並べ終えたところで、皆席に着いて食事を始める。

　パンとベーコンを焼いて、あとはサラダとオムレツ、フルーツ入りのヨーグルト、僕の淹いれたコーヒー。どれも特別なものではないけれど、三み重えさんが作ったオムレツはふわふわで、口に入れただけでとろけて絶品だった。

　三み重えさんはさっき言っていた通り食欲がないようだったけど、瀬せ戸とさんが気を遣って会話を盛り上げようといろいろ話してくれた。

　殺し合いを推奨されている状況のわりには、意外なほど和やかだ。皆、殺し合いなど信じていないのか、あるいは既に腹の探り合いは始まっていて、これは牽けん制せいし合っているのか。

「そういえば徳とく島しまさんと鹿か川がわを見てないけど、大丈夫かな」

「ああ……まだ寝てるんでしょうか？」

「……も、もう殺されてる、とか、ないわよね？」

　三み重えさんが青い顔で言った言葉に、空気が凍り、ぴたっと全員の動きが止まる。

「僕、様子を見てくるよ」

　椅子から立ち上がる。三み重えさんが心配そうに僕を見た。

「だ、大丈夫なの？」

「大丈夫。殺されてるとかそんなこと、ないって」

　笑顔でそう言いながらも、内心には不安が渦巻いていた。

　──まさかな？　誰も、殺し合いなんて信じないし、始めないよな？

　食堂を出て、早足で三階に向かった。







　三階居住エリアにて。個室の、扉にある表札に「徳とく島しま」と書かれていることを確認して、ノックする。

「徳とく島しまさん。山やま口ぐちです。起きてますか？」

「え……あっ、うん……」

　中から、すぐに返事があった。やっぱりちゃんと生きていたんだ。よかった。

「今、一階の食堂で、皆で朝食をとってるんです。徳とく島しまさんも一緒にどうですか？　待ってるので、よかったら来てください」

　警戒されているかもしれないし、扉を開けたくないかもしれない。生存は確認できたのだし、それだけ言って次は鹿か川がわの部屋へ行こうとした──ところで、カチャリと扉が開いた。

　徳とく島しまさんは、恐る恐るという様子で顔を覗のぞかせる。

「や、山やま口ぐち君、ありがとう。呼びに来てくれて」

「いえ。他の人ひと達たちは食堂に来たんですけど、徳とく島しまさんと鹿か川がわだけいなかったから、心配で」

「ん……いや、えっと、どうするべきなのかな、とか思っててさ。その、殺し合いなんて誰もするはずない、とはわかってるんだけど、やっぱり、ちょっと、怖くて……。一度部屋に入っちゃうと、なかなか外に出る勇気が出なくてね……」

「大丈夫ですよ。今のところ平和ですし、誰も殺しなんて考えてないと思います」

「そう、だよね……」

　徳とく島しまさんは小さく息を吐き、胸を撫なで下おろす。

「あ、そうだ山やま口ぐち君。ちょっと聞きたいんだけど、いいかな」

「なんですか？」

「これ……」

　徳とく島しまさんが、ショートパンツのポケットから何か取り出す。

　それは、昨日僕が倉庫で見つけたのと同じ、小さな青い石だった。

「この石って、なんなのかなあ？　宝箱みたいなのに入ってたから、一応持ってきたんだけど」

「わかりません。僕も昨日、一つ見つけたんですが」

「イラナイはこの石、飲んでおいたほうがいいって言ってたよね。もしかしたら、飲んだら、外に出られるのかな？」

「けど、飲んでどうなってしまうかは未知数ですよ」

　イラナイ自体得体が知れないし、信用できない。万が一、中に怪しい薬や毒みたいな成分が入っていたら最悪だ。

「うーん……」

　この石はなんなのか。飲むべきか、飲まないべきか。二人して考え込んでしまう。

「あ、徳とく島しまさん。起きてたんですね、おはようございます」

　そこへ、瀬せ戸とさんと三み重えさん、永なが野の姉弟がやってきた。

「あれ、皆、どうしたの？」

「私わたし達たちも様子を見に来たの。やっぱり、心配で」

「はい。山やま口ぐちさんが昨日言った通り、こんな状況だからこそ、皆で協力するべきですし……殺し合いが始まる可能性があるなら、一人でいるより、いっそ皆でいたほうが怖くないじゃないですか。お互いを監視し合うっていう意味でも」

　輪りん花かさんと瀬せ戸とさんがそれぞれそう言った。三み重えさんはまだ少し怯おびえているようだが、瀬せ戸とさんの言うことには従うようだ。

「う、うん……美み月づきがこう言ってるし、皆でいたほうがいいんだと、あたしも思う」

「そういうわけで、徳とく島しまさんも一緒に朝食にしましょう。おなかが減ってると、余計ナーバスになってしまいますし。食欲がなくても、ちょっとでも食べたほうが元気が出ますよ」

「う、うん。ありがとう、皆……」

　不安になっていたところで優しく微笑ほほえみかけられ、徳とく島しまさんはじんと胸を打たれたようだった。

「すごいなあ、山やま口ぐち君も美み月づきちゃんも、しっかりしてるね。なんか私、年上なのに駄目だよねー。もっとしっかりしなきゃ」

　とほほと眉を下げる徳とく島しまさんに、三み重えさんが慌ててフォローを入れる。

「と、徳とく島しまさんは今、知り合いがいなくて一人なんですし、仕方ないですよ。あ、あたしも、美み月づきがいなかったら、絶対部屋で一人、泣きながら震えてたと思うしっ」

「ああうん、姫ひめ子こは絶対そうだよね」

「ちょっ！　そ、そりゃそうなんだけど、だからって笑わないでよ、美み月づき！　あ、あたしがすっごい泣き虫のヘタレみたいじゃないっ」

「え？　違う気でいたの？」

「え!?」

　瀬せ戸とさんと三み重えさんのやりとりは漫才のようだ。仲いいなこの二人。

「ボクも、姉さんがいてくれて本当によかった」

「私の台詞せりふよ。信のぶ彦ひこがいてくれてよかった。やっぱり、この状況で一人は不安よね」

　輪りん花かさんは弟に微笑ほほえんだ後、じっと僕を見た。

「山やま口ぐち君は、一人で……元からの知り合いが一人もいなくて、不安じゃないの？」

「いや、そりゃあ不安はあるけど。でも怖がっていたって何も変わらないし。それに……」

「それに？」

　あらためて周囲を見る。徳とく島しまさん、三み重えさんに瀬せ戸とさん、輪りん花かさんに信のぶ彦ひこ君。

「……なんとなく、今ここにいる人ひと達たちなら、殺しとかしなさそうだ」

　この場にいるのが女子と、あとは男でも年下で強そうな感じのしない、中学生の信のぶ彦ひこ君だけだからというせいもあるが。皆、怖い人ひと達たちになんか見えない。この面子メンツなら大丈夫なのではないか、殺し合いなど起こさず協力し合い、いずれ脱出できるのではないか、と思う。

　もっとも、昨日会ったばかりの人ひと達たちだ。確証なんて何もない。単なる印象と、直感の問題。だから警戒はしておくべきなのだとは思う。

　けれど、バランスが難しい。警戒ばかりして疑心暗鬼になるのもよくない。

「おお！　山やま口ぐち君いいこと言う！」

　徳とく島しまさんがぱっと笑い、びしっと僕を指さす。

「そうだよね！　そう信じることが大事！　こんなふうに、心配してわざわざ見に来てくれるような優しい子達たちなんだし……年上の私が怯おびえてちゃ駄目駄目じゃんね！　……うん、私、心を入れ替えて、たった今から頑張るよ。後ろ向きなことは考えず、前向きにいくから！　徳とく島しま伊い代よ、生まれ変わりますっ！」

　ぴかぴかな白い歯を見せて笑い、びしっと敬礼のポーズを決めてみせる徳とく島しまさん。なんだ、今まで怯おびえていただけで、本当は面白い人なんだな、この人。

「その意気ですよ、徳とく島しまさん」

「皆で協力して、一日でも早く、こんなところ抜け出しましょう」

　ともかく、こうして、二日目までは平和に過ごせたわけだ。

　そう。僕らは二日しか平和に過ごせなかった、ということ。










　　　──　ニ　──




「だ……っ誰か……誰かぁぁぁぁぁぁっ!!」

　三日目の、十七時を過ぎた頃だった。

　結局二日目も解決策は見つからず、皆の焦あせりが募ってきている。いくら探しても出口は見つからないし、助けも一向に来る気配がない。かといって自称宇宙人の口車に乗って殺し合いを始めるなど言語道断。だからそれぞれ手分けしてまた館内を探索していた、そのときのこと。

「だ、誰かっ、来て！　ど、どう、どうし、たら……！」

　僕が三階の廊下にいたところ、三み重えさんと瀬せ戸とさんが大声で叫びながら、四階から階段を駆け下りてきた。

「どうしたの!?　何があった!?」

「あ、と、とく……、徳とく島しまさん、が……っ」

　彼女かのじよ達たちの顔は真っ青で、足はがくがくと震えている。

「おい、何の騒ぎだ」

「な、何かあったの？」

　悲鳴を聞いて、二ふた葉ばちゃんを抱えた服はつ部とりさんや輪りん花かさん、信のぶ彦ひこ君も駆けつけてくる。

「徳とく島しまさんが、死んでるんです……！」

　その場にいた全員、言葉を失った。一瞬にして、顔が蒼そう白はくになる。

「それって……こ、殺されたってこと？」

　瀬せ戸とさんは涙を零こぼしながら頷うなずく。

「だ、誰が……」

「わ、わかりません……。私と姫ひめ子こが見つけたときには、もう、既に……」

　とにかく、皆で様子を見るため四階に向かった。

　四階は人工庭園。床に草や花が生え、背の高い木々も生い茂っていて、庭園というか森のようになっている。更には池まであるのだからなかなかの凝りようだ。

　ちなみに上を向くと青空に雲が浮いているように見えるが、天井スクリーンに映っているだけの映像であり、ここも完全に閉鎖された空間である。

　そんな偽にせ物ものの空の下。彼女は胸から、紛れもなく本物の、血を流していた。

　胸に何か突き立てたような痕があり、口にはガムテープが貼られている。近くに落ちているのは大きめのレインコート。おそらく地下の倉庫から持ち出したものだろう。べったりと血がついており、返り血を防ぐ目的で犯人が着ていたものと思われる。

「…………酷ひどい…………」

　呆ぼう然ぜんとするしかなかった。服はつ部とりさんは二ふた葉ばちゃんの目をしっかりと塞いで彼女にこの光景を見せないようにし、輪りん花かさんは泣き出してしまい、その肩を信のぶ彦ひこ君が支えている。

「誰が、こんな……」

　瀬せ戸とさんも三み重えさんも輪りん花かさんも信のぶ彦ひこ君も殺しなんてしそうにないと思っていたし、服はつ部とりさんは二ふた葉ばちゃんを守ることで精一杯で、他人に手を出す余裕なんて──

「……そういえば、鹿か川がわは？」

　他の全員が集まっている中、彼だけがここにいない。

　それに彼は、昨日徳とく島しまさんの後に朝食に誘った際、「オレは一人でいい」と僕らと一緒にいることを拒否している。そのときは、無理に誘うのもよくないかと思って放っておいたのだが──

　まさか彼は昨日から、他人を殺すことを、計画していたのだろうか？

「僕……鹿か川がわを、探してくる」

　震える足をなんとか叱しつ咤たし、駆け出す。

　このまま、始まってしまうのか、殺し合いが。

　──いや、そんなこと、させない。犯人を捜し出し、ここで止めなければ。

　これ以上、犠牲者なんか出してたまるか。







　鹿か川がわの部屋に行き、ロックされていなかったので中に入ってみたが、誰もいなかった。そのため僕は館内を歩き、どこにいるのかわからない彼を探している。念のため武器代わりに、昨日倉庫で見つけた柄の長いスコップを持って。

　この館内に、「武器になりそうなもの」はともかく、完全な「武器」はない。倉庫にあるのはほとんど食料・衣類・日用品で、ナイフや銃といったものは一切なかった。イラナイが言っていたように、武器は宝箱からでないと入手できないのだろう。

　強いて言うなら、調理場にある包丁類は武器に使えそうだが、それだと完全に接近戦になってしまうし、護身向きではない。それよりは、リーチが長くて突くこともできるもののほうがいいかと思ってこれを選んだ。

　二階の娯楽エリアをひと通り探してみたものの、彼の姿はない。

　一階に下り、ホールに近付いたところで──鼓膜に心地いい響きが訪れる。

　歌だ。今まで聴いたこともないくらい、綺き麗れいな歌。けして悪いほうの意味ではないかたちで、鳥肌が立ちそうになる。

　歌声を辿たどるようにして、僕はホールの中を窺うかがった。

　他の皆は四階にいるのだから当然なのだが、中にいた、歌声の正体は鹿か川がわだ。彼はすぐに扉が開いたことに気付き、振り向く。

「……何？」

「え、や、すごくいい歌声だと思って……」

　いや違う、今そんなことを言っている場合か。

「あのさ……君、今まで何をしていた？」

「なんだ、誰か殺されたのか」

　あまりにけろりと、表情を変えず聞かれ、こちらのほうがぎょっとしてしまう。

「な、なんでそう思うんだ」

「その質問をするってことは、そういうことかと思って。いつ殺し合いが始まってもおかしくない状況下だしな。で、誰が死んだんだ？」

「……君がやったんじゃないのか？」

「信じる信じないは任せるけどオレじゃないよ。オレはただ、歌いながら出口探してた」

「……素朴な疑問なんだけど、なんで歌いながら？」

「だって同じ館内ずっと探し続けるって退屈じゃん。歌でも歌ってなきゃやってらんねえ」

「…………」

　じっと、目の前の男を観察する。

　髪から靴先まで、返り血は一切ついていない。だが血なんて道具を使えばいくらでも防げる。こいつが犯人ではないと言い切ることはできない。

　──が、こいつが犯人だという確証もないのだ。証拠もないのに責められないし、まして殺すこともできない。

「とにかく、来てくれ。皆集まってるから」

　まずは、話し合わなくては。あまり考えたくないが、鹿か川がわ以外の誰かが犯人だという可能性だってあるのだ。焦あせって判断して、見誤ってはいけない。殺人を連鎖させてもいけない。

「四階だ。先に行ってくれ」

　鹿か川がわに背中を向けたくなかったので、前を歩かせる。が、ホールを出る前に、彼はぴたりと足を止めた。

「どうした」

「なあ、あれ、どういうことなんかな」

「え？」

　鹿か川がわが「あれ」と指したのは、ホールの白い壁に大きく描かれた、自身の尾を食くらう竜。ウロボロスだ。

「館内で、他に絵とかアート系のものなんてないのに、これだけ妙に大きく描いてある。意味深じゃね？　なんかのヒントかも」

「ウロボロスっていったら、循環性とか、死と再生の象徴だよな。……それが、何かのヒントだっていうのか？」

　視線をウロボロスへやったまま、鹿か川がわは低く呟つぶやき、薄く笑う。

「…………循環ループ、か…………」

　少しもにこやかじゃない、綺き麗れいなのに不気味な笑みに、なんだかぞっとした。

　なんなんだ？　こいつは。考えていることがわからない。やはりこいつが徳とく島しまさんを殺したのか。それとも別の誰かなのか……。

「とにかく、ウロボロスの話は後だ。行くぞ、鹿か川がわ」







「ふうん。徳とく島しまだったのか」

　四階にて。徳とく島しまさんの遺体を前にしても、鹿か川がわは表情を崩さなかった。目を逸そらすこともなく、じっと遺体を観察する。

　そんな鹿か川がわを、服はつ部とりさんが警戒と殺意の混じった目で睨にらむ。

「鹿か川がわ、おまえがやったのか」

「オレじゃない」

「証拠は」

「ないけど。んじゃアンタらにはあるのか」

「わ、私と姫ひめ子こはずっと一緒にいました」

「ボクと姉さんもです」

「俺と二ふた葉ばも二人でいた。単独で行動していたのは、おまえと山やま口ぐちだけだ」

「は？　馬鹿じゃね。家族や友達同士でのアリバイなんて信用できるわけねえじゃん。共犯だったら口裏合わせてるだけだろ」

　視線が交錯する。それぞれ、誰だ、誰が犯人だ、と周囲を窺うかがっている。

　この館内は閉鎖されており、中には僕らしかいない。

　徳とく島しまさんを殺したのは、必ず、この中の誰かなのだ。

「……っ……」

「姉さん！」

「……輪りん花かさん？　どうしたの、大丈夫？」

　彼女は口を押さえ、その場にしゃがみ込んでしまう。

「ご、ごめんなさい。も……もう、こ……怖くて……」

　嗚お咽えつを漏らす輪りん花かさんの顔は真っ白だ。極限状態だとひと目でわかる。

「……あの。ずっとこうしていても仕方ないし、とりあえず……遺体をどうにかしませんか？　このままじゃ、徳とく島しまさんも……かわいそうです」

　信のぶ彦ひこ君が、輪りん花かさんの背中をさすりながら言った。

「そう……だね。遺体は、どうしたらいいんだろう」

「遺体に関してですが」

「うわっ!?」

　そこで突然、イラナイが姿を現した。皆の視線が、イラナイに集中する。

「遺体は、二十四時間が経過したら、私が外に運ばせていただきます」

「……なんで、二十四時間が経過したら、なんだ？」

「さて、なぜだと思います？」

　簡単に教えてやる気はない、ということなのか。本当に腹立たしい。

　なぜ二十四時間後なのか。状況証拠を残して、僕らに犯人を推理させるため、か？

「なんにせよ、今は徳とく島しまの遺体をいじらないほうがいい。犯人の手がかりがあるかもしれん」

「手がかりってなんだよ。専門家でもあるまいし、指紋の採取とか無理だろ」

「そう……ですね。それより、誰がいつどこにいたかとか、アリバイを突き詰めていったほうが……？」

　完全に泣き崩れている三み重えさんや輪りん花かさんと比べ、まだ冷静さを残している服はつ部とりさん、鹿か川がわ、信のぶ彦ひこ君がそんなことを話し合っていた──

　そのとき。

　視界の端に、不自然な色が映った。

「──え？」

　虹のような七色が、徳とく島しまさんの遺体の上に現れる。まるで、少しずつ七色のモザイク処理をするかのように。

「な……なんだ……？」

　遺体は七色に蝕むしばまれてゆく。やがて遺体全体が隙間なく七色に埋め尽くされ──

　消えた。

　虹のような七色ごと、徳とく島しまさんの、遺体が。

「………………えっ？」

　全員の驚きが重なった。皆、呆ぼう然ぜんと口を開けることしかできない。

　何が起きた？

　遺体があった場所には、血の一滴も残っていない。

　残っているのは、徳とく島しまさんの口に貼られていたガムテープ、傍そばに落ちていたレインコート。レインコートからも血が消えたとはいえ、それら徳とく島しまさんがここで殺されたという証拠は、確かに残っている。

　なのに徳とく島しまさんの遺体だけが、綺き麗れいに消えてしまった。

「ど……どういう、ことだ」

　ありえない、魔法のような所業。誰も触れていないのに遺体が消えるなんて、人じん智ちを超えている。

　そう、人間業じゃない──今この場で、こんなことができるとしたら、ただ一人。

「イラナイ、おまえが何かしたのか!?」

「これはですね。徳とく島しまさんが、私の助言にちゃんと従っていた、ということですよ」

「は？」

「おい、どういうことなんだ、説明しろ！」

　服はつ部とりさんが怒声を上げる。が、イラナイは淡々とした調子をまったく崩さない。

「はい。全員が集まったら、ご説明しましょう」

「何を言っている。もう、ここにいる八人で全員だろうが」

「いいえ」

　服はつ部とりさんの言葉は、イラナイによってきっぱりと否定される。

「まだ、お一人残っていますよ」

　謎に次ぐ謎。脳のう味み噌そが煙を上げそうだ。それでも、思考を停止させたくはない。僕は必死に頭を動かし、現状理解を試みる。

　順番に考えてみよう。徳とく島しまさんの遺体が消えてしまったことを、イラナイは「助言にちゃんと従っていた」のだと言った。

　僕らがこの館内でイラナイからされた助言といえば、これだろう。

　僕はポケットから石を取り出す。脳内にイラナイの言葉が過よぎる。

　──この館内には武器の他に、毎日ランダムで数個、石が出現します。──その石は、飲んでおいたほうがいいですよ。

　同時に、ついさっき見たホールの壁のことも、なぜだか脳裏にフラッシュバックした。

　自分の口で自分の尾を食う、ウロボロス。

　死と、再生の、象徴。

　……さく、さくと。

　誰も動けずにいた中、この人工庭園の草を踏む足音が、聞こえてきた。

　僕ぼく達たちは全員ここにいるのに。

　全員ここにいる、はずだ。

　……徳とく島しまさん以外。

「……なん……なの……？」

　近付いてきて、止まった足音。

　信じられない、という様子で震え、口を覆ったその人物。

　緩くウェーブした長い髪、ぱっちりとした瞳、オフショルダーのトップスとショートパンツ、すらりとした肢体。……ありえない、けど、確かに目の前にいる。

　ついさっきまで遺体であったはずの、徳とく島しまさん本人だ。

「徳とく島しまさん……生きてたんですか!?」

「し、死んだと思った……。けど、さっき、気が付いたら、階段のところにいて……」

　喋しやべる声も、徳とく島しまさんそのもの。どこからどう見ても別人には見えない。映像や人形なんかでもないようだ。

「もう、わけわかんない。なんなの!?　輪りん花かちゃん、私に何かしたの!?」

　徳とく島しまさんは頭を抱え、涙混じりにそう声を上げた。

「え……どうして、私に聞くんですか？　私に聞かれたって、何もわかるわけ……」

「とぼけないで」

　徳とく島しまさんは胸を押さえる。さっきまで血が出ていた場所。

　そうして僕ら全員に訴えるように、徳とく島しまさんは、言った。

「輪りん花かちゃんが、私のこと、殺した……」

　視線が。

　一瞬にして、輪りん花かさんに集中する。

「人数が多いほうが怖くないからって、館内の探索に、一緒にって誘ってきて……。歩き疲れたから一旦休もうって座ってるときに、急に信のぶ彦ひこ君に体摑つかまれて……口にガムテープ貼られて、声が出せなくなって、わけがわかんないまま……輪りん花かちゃんが、私を……っ！」

「ち……違う、私じゃない！　徳とく島しまさん、何か勘違いしてます！」

　輪りん花かさんは、大きく首を横に振る。

「お願いです、皆さん、信じてください！　私じゃないです！」

　彼女はわっと泣き崩れ、震える声で話す。

「私、徳とく島しまさんが生きててくれて、嬉うれしい。徳とく島しまさんが死んだって知ったとき、本当に怖くて、悲しかったもの。でも……殺したと疑われるなんて、あんまりだわ」

「そうです、何かの間違いですよ。ボクと姉さんはずっと一緒にいたんですから。姉さんは無実です。ボクが証人です」

「証人!?　信のぶ彦ひこ君も共犯でしょ！　私の体摑つかんで、逃がさなかったんだから！」

「……申し訳ないですけど、彼女が何を言っているのか、全然わかりません。……その徳とく島しまさん、偽にせ者ものなんじゃないですか？」

「に、偽にせ者もの!?　この期に及んで、よくそんな……」

「だって死んでいたのに、消えて生き返るなんて、ありえないでしょう。……そうだ、これってイラナイが、ボクらを混乱させるためにやっているんじゃないですか？　これをきっかけに、殺し合いを始めさせようとしているんです。騙だまされたら駄目ですよ、皆さん！」

「い……いいかげんにしてよ！　そんな言い逃れで、許されると思ってるの!?」

　泣いて怒る徳とく島しまさんに、あくまで信のぶ彦ひこ君は怯ひるまない。

「じゃああなた、自分が偽にせ者ものじゃない、本当の徳とく島しま伊い代よだって、証明できるんですか？」

「しょ……証明……？」

「はい。あなたがイラナイの仕掛けた罠わなじゃない、正真正銘の徳とく島しまさんだっていう、証拠ですよ。あるんですか」

「じ……自分が自分である証拠なんて……そんなの……」

　たじろぐ徳とく島しまさんに、信のぶ彦ひこ君は畳みかけるように喋しやべる。

「どうしました？　証明できないんですか？　できないなら、あなたは故人を弄び、噓うそをついて姉さんを陥おとしいれようとしている、最低な偽にせ者ものということですよ」

　──そこで、強気だった態度から一転、信のぶ彦ひこ君は苦しげに眉根を寄せる。「本当はこんなこと言いたくないのだ」という表情。けれど大切な姉のためにも引くことはできない、というような。

「ボクは……別に、ボクが悪者扱いされるのはいいんです。でも、姉さんが殺人者呼ばわりされるのだけは、耐えられません。……徳とく島しまさんが殺されたことは悲しいですし、犯人は絶対許せないですよ。でも、だからこそ、言います。卑劣な罠わなにかかって、皆さんが犯人を間違わないためにも、です。……姉さんは優しいんです。殺しなんかする人じゃありません！」

　彼の声には、本当に姉を大事に思い、犯人であることを否定する気迫がある。輪りん花かさんの泣き方だって、演技には見えない。

　服はつ部とりさんや三み重えさんも戸惑っている。どちらが正しいのだろう、と。

「徳とく島しまさんは噓うそをついていませんよ」

　揺れる天てん秤びんの傾きを決定的にしたのは、イラナイだった。

「徳とく島しまさんが来たことで全員集合しましたし、そろそろ私からご説明させていただくとしましょう」

　ふわり、ふわり。

　シャボン玉のようなイラナイは、造り物の空を浮遊する。

「皆さんの中でも、何人かの方が既に見つけていますし、お飲みになった方もいますが。最初に言った通り、館内には、ランダムでこのような石が出現するのです」

　イラナイは宙を舞いながら、自分の傍かたわらに石を浮かせる。

　血を固めたような赤、僕や徳とく島しまさんが見つけたのと同じ青、そして、黒真珠のような黒い石。




「この石を飲んでおくと、殺されたとしても生き返れるのです」




　なんでもない、ごく当たり前のことのように、イラナイはそう言った。

「………………は？」

　時間が止まったようだった。何を言われたのかわからなさすぎて、脳が思考停止を起こしたのだ。

「い、生き返れるって、どういうことだ」

「そのまま言葉通り、死んでも生き返る、ということですが。皆さんにとっては、素晴らしいことでしょう？　この館内にいるかぎり、皆さんは常に死の危険と隣り合わせです。が、この石を飲んでさえいれば、安心安全なのです」

　最初からずっとそうだったように、やはり呆ぼう然ぜんとしている僕ぼく達たちのことなど構わず、イラナイは説明を進めてゆく。

「もう少し詳しく説明をしておきますね。石の色によって、死んだ後、生き返るまでの時間が違います。

　赤い石なら、死んだ一秒後に。青い石なら一時間後、黒い石だと二十四時間後に復活します。

　復活の時間までは、遺体はそのままです。復活の際には、一度遺体が消えた後、ランダムで館内のどこかに、それまでの全ての損傷が消えた状態で現れます。ちなみに、全裸はあんまりですので服だけは着た状態で復活しますが、武器などの所持品は、死んだ場所に残ります。

　なお、どの石を飲んでも、その人に外的変化は一切起こりません。石を飲んでいるかどうか、他人が視覚で判断する術はないということです」

　僕らは一体、何を言われているのか。

　死んでも生き返るなんて、まるでゲームの設定。だがゲームなんかではない。これは僕らの、悪夢のような現実。

「その他の注意事項ですが。石は、複数飲んでも効果はありません。二つ以上飲んだ場合、最初に飲んだ石の効果のみ有効で、二つ目以降は無効となります。ああ、とはいえ、一つ目の石の効果が終わった後──復活した後でしたら、また石を飲めば効果は出ます。なので、二つ以上石を見つけたら、一つは飲まずに、どこかに隠しておくのがいいでしょうね。

　また、この石はあくまで『事前に飲んでいた場合』に効果を発揮するものです。石を飲んでいなかった場合の、『完全に死んでしまった後での復活』は不可能。つまり、死んだ後に石を飲ませても効かない、ということです。ご注意ください」

　ふわり、ふわり──イラナイと三色の石が、視界を上下する。

「殺し合いなんて、命がいくつあっても足りないですが、これなら皆さん、何度死んでもチャンスがあるのです。一度や二度の死亡で終わらず、最後まで生存目指して努力することができますよ。ですから皆さん、何度死んでも、諦めず頑張ってください」

　死んでも生き返れる。そんな状態で殺し合いをさせられる。

　それは、つまり。

　生き返っても、生き返っても、殺される。

「馬鹿な……」

　指先が震える。全身から嫌な汗が滲にじみ出ており、体が冷たい。

「僕らは宇宙人でもなんでもない、普通の人間なんだぞ」

「ええ、そうですね」

「なら、ありえない。人間は、死んだら生き返るなんて、絶対ありえないんだ！　おかしいだろ、死んだ人間が生き返るなんて、どういう原理なんだよ！」

「原理？　原理なんて、それは……」

　イラナイはそこで言葉を止める。まるで、僕らが混乱しているのをじっとり観察するように。

「生き残っていれば、いずれ、わかるときがくるかもしれませんよ」

　生き残っていれば。

　これから殺し合いが始まり、人が死んでゆくのだと。必ずそうなるのだと示唆するような言葉。

　石を飲んでいれば生き返れるといったって、飲んでいなければ死ぬ。──殺されたら、死ぬ。当たり前のことであり、本来は生き返れるほうがおかしいのだ。

　そう、おかしい。こんな状況は──異常。

「なお、最初にも言いましたが、この館内ではランダムに出現する宝箱によって、武器も入手可能です。主に刃物や銃ですが……それでは体格や年齢的に、不利な方もいるでしょうからね。一つだけ、スペシャルアイテムをご用意しました」

「スペシャルアイテム……？」

「はい。その名の通り、特別な道具です。何かは秘密ですが、それは誰にでも簡単に使えますし、持っていれば、有利に殺し合いを進められるでしょうね」

「いいかげんにしろ！」

　耐えかねたのか、服はつ部とりさんが声を上げた。

「なんなんだ、わけのわからないことばかり！　俺おれ達たちを弄んで、混乱させて、殺し合いを煽あおるようなことを……っ！」

「ああ、失礼。何度も言っておりますが、私は殺し合いを強制はしないのですよ。皆さんには、永遠にここで暮らしていただいてもまったく構いません。とはいえ、既に殺人は起きてしまいましたがね」

　その言葉で、徳とく島しまさんははっと、呆ほう然ぜん状態から我に返ったようだった。

「そ、そうだよ！　輪りん花かちゃん、信のぶ彦ひこ君、どうして私を殺したの！」

「だ、だから、私わたし達たちはやってないって……」

「石によって生き返った人間は、死ぬまでの記憶を全て保持した状態です。言い逃れをしようとしても無駄ですよ、と申し上げておきましょう」

　あくまで否認しようとする輪りん花かさんの言葉を切り捨てるように、イラナイがそう言った。

　徳とく島しまさんは、震える声で輪りん花かさんと信のぶ彦ひこ君を責める。

「どういうつもり？　私、石を飲んでなかったら本当に死んでたよ！　ううん──私、死んだんだよ!!」

「違う！　違うの！　私じゃない！　お願い信じて……！」

　輪りん花かさんは泣きながら、近くにいた、呆ぼう然ぜんとしている瀬せ戸とさんに抱きつき。

　胸を刺した。

「……なんてね」

　喉を取り換えたのかと思うほど、彼女の声は豹ひよう変へんした。

　可愛かわいらしい女の子の声から、冷たい、氷のような声へ。

「二人しか生きて外に出られないのよ？　なら当たり前のことでしょう？　本当は最後まで猫ねこ被かぶって、バレないよう、一人ずつ始末していくつもりだったんだけど。……こうなったからには、もう猫を脱ぎ捨ててもいいようね」

　輪りん花かさんは、瀬せ戸とさんの胸に刺したものを引き抜く。服の下に隠し持っていた、おそらく徳とく島しまさんにも使用した凶器。間違いなくあの宝箱から入手したのだろうとわかる、ファンタジーにでも出てきそうな、短剣。

　しかしこれはファンタジーなどではなく、現実。

　瀬せ戸とさんの胸から、血が、溢あふれた。

「────きゃあああああああああああ!?」

　徳とく島しまさんと三み重えさんが悲鳴を上げた。服はつ部とりさんも動揺で大声を上げていた。僕は、ショックのあまり逆に何の声も出せなかった。生まれて初めてというほど口は大きく開いているのに、ひゅっと喉が鳴っただけで、悲鳴は悲鳴にならない。

　徳とく島しまさんはもはや言葉になっていない声を上げながら、服はつ部とりさんは二ふた葉ばちゃんを強く抱きかかえて、一目散に逃げ出す。僕もそうしようとした、が。

「…………あ…………あ、ああ……っ」

　三み重えさんが腰を抜かし、動けなくなっていることに気付いてしまう。短剣を手にした輪りん花かさんが彼女に近付く。

「く……っ」

　僕は持っていた青い石を、急いで飲み込む。三み重えさんに短剣が突き立てられる前に、彼女の前に飛び出す。

　鹿か川がわを探しに行くときからずっと持っていたスコップを払うようにして、思いきり輪りん花かさんを殴る。スコップの先が彼女の肩に命中したが、輪りん花かさんは意地でも放さない、というように短剣を握ったままだ。

　それでも一瞬の隙は生まれた。その一瞬で、僕は空いている左手で三み重えさんの手を取る。

　相手は女子と中学生。このまま戦ってもいいのだが、まずは三み重えさんの安全確保が優先だ。

「三み重えさん、逃げるよ！」

「え、あ……っ」

　無理矢理引っ張って彼女を立たせ、走り出す。

「逃がさない」

　氷が服の中を伝うように、ぞくりと背が震える。

「生き残るのは私よ」

　悠然とした声で、しかし狩りをする獣のような速さで、輪りん花かさんは僕らを追ってくる。

　どこへ逃げればいい？　今朝、僕の部屋のロックが切れたのは七時。十六時間の間は、部屋にロックをかけて立て籠もることもできない──

　──いや。

　僕は三み重えさんの手を引いたまま階段を下り、三階居住エリア、三み重えさんの部屋に逃げ込む。

「三み重えさん！　早く指紋でロックを」

「あ、う、うん！」

　三み重えさんはここへ来てからずっと、瀬せ戸とさんと一緒に、瀬せ戸とさんの部屋で寝起きしていた。これまで、三み重えさんの部屋が使われることはまったくと言っていいほどなかったのだ。二人が、いざというとき逃げ込むためにそうしていたのだろう。

　だから三み重えさんの部屋は、まだ自由にロックが使える状態だったのだ。

　数秒の間の後、外からノブが摑つかまれ、ガチャガチャと扉を開けようとする音が聞こえてきた。だが既にロックは完了しており、これで八時間は安全なはず。

　扉がロックされているとわかると、輪りん花かさんはすぐ諦めたようで、扉の外の気配は遠ざかってゆく。他の人ひと達たちのところへ行く気なのだろう。

　服はつ部とりさんと二ふた葉ばちゃんは、さっき二ふた葉ばちゃんの部屋に逃げていた。もうロックをかけているはず。

　だが徳とく島しまさんと鹿か川がわは、この三階居住エリアではない、更に下の階のほうへ逃げたようだ。輪りん花かさんと信のぶ彦ひこ君はそれを追う気なのだろう。

「や、山やま口ぐち……ありがとう……本当にありがとう……っ！」

　三み重えさんはまだ息を切らしたまま、僕の服を摑つかみ、感謝を振り絞るように言った。

「で、でもあたし、行かなきゃ……」

「え？」

「み、美み月づきを……助けなきゃ……」

「……三み重えさん。瀬せ戸とさんは、もう……」

「ち、違う！　み、美み月づき、赤い石を、飲んでたの」

「え？」

「昨日、二人で館内を探索してたときに、赤い石を見つけて……。美み月づきが、イラナイに従って、飲んでみようかって言って……。あ、あたしは、何が起きるかわかんないから、怖いしやめたほうがいいって言ったんだけど、美み月づきが、じゃあ私が飲む、って……。だ、だから美み月づき、どこかで生き返ってるはずなの」

　なるほど。さっきは輪りん花かさんに立ち向かうこと、三み重えさんを逃がすことに必死で瀬せ戸とさんのほうを見ている余裕がなかったが、もしかしたらあのとき既に、彼女は七色に包まれていたのかもしれない。

「でも、このままじゃまた輪りん花かちゃんに殺されちゃう……っ」

「……なるほど」

　イラナイの話によると、赤い石なら、死んだ一秒後にはもう復活する。ランダムで館内のどこかに現れる。……確かに、せっかく生き返ったのに、また輪りん花かさんと遭遇してしまう可能性は十分にある。

　それに、瀬せ戸とさんだけじゃない。徳とく島しまさんや鹿か川がわのことだって気になる。

　全員は助けられないかもしれない。だが可能なかぎり、死人なんか出したくない。僕の中に染みついた正義感がそう叫んでいる。殺されそうになっている人ひと達たちを見捨てることなんてできない、と。

　自分だって死ぬかもしれないのに、それでも、こんな状況ですら発動するのだから、母に刷り込まれた僕の偽善はなかなかのものかもしれない。

「じゃあ、僕が行く。瀬せ戸とさんや皆を探す。一度ロックを解除してくれる？　今なら、輪りん花かさん達たちはもう別の階にいるはずだし」

「え、な……何言ってるの、危ないよ！」

「三み重えさんだって、瀬せ戸とさんのこと助けたいんでしょ」

「そ、それはそうだけど……、でも、山やま口ぐちが行くことは……」

「いいから、早く開けて。急がないと、皆が危険だ」

「……で、でも……っ、そりゃ、美み月づきや皆に助かってほしい、けど、だからって、山やま口ぐちに死んでほしくない！」

　ぎゅっと。三み重えさんは、僕の服を摑つかむ手に力を入れる。

「そ、そりゃああたし、山やま口ぐちのこと全然知らないけど……っ、さっき、助けてくれて……っ、山やま口ぐちはすごく、すごく優しいんだって、わかってるもん！　わざわざ死なせるようなこと、できないよ！　だ、だから、ここは開けられない！」

「落ち着いて。僕は、大丈夫なんだ」

　彼女の肩に触れ、安心させるように、しっかりと目を合わせる。

「僕はさっき、石を飲んだ」

　三み重えさんが、ぱちくりと瞬まばたきをする。

「さっきのイラナイの説明によると、一度なら、生き返れる」

　人間が生き返るなんて、ありえない話。だが僕は結局、あの自称宇宙人の話を受け入れてしまっている。

　仕方ない。受け入れ、状況に適応していかなければ生き残れない。ただ困惑なんかしていたら、きっとすぐに殺されてしまう。

「一度殺されたらもう諦めるよ。……でも、一度はチャンスがあるってことなんだ。だから、皆を助けたい」

　それでもなお、三み重えさんは不安そうに僕を見上げる。僕は説得を続ける。

「ね、だからお願い、一度ロックを解除して。瀬せ戸とさんを、ここに連れてくるから」

「あ、あたし……あたしも、行……」

「三み重えさん、石は飲んでないんでしょ」

「……っ」

　彼女は小さく、こくりと頷うなずく。

「なら、ここにいて。……悪いけど、何かあっても、守ってあげられる自信がないから」

　相手は女子と中学生だ。分が悪いとは言わないが、輪りん花かさんは刃物を持っている。

　何より、彼女からは遠慮や躊ちゆう躇ちよというものが一切感じられなかった。

　迷いや恐怖のない人間は恐ろしい。自分一人ならともかく、あの二人から三み重えさんを守る余裕はないし、この震えて泣いている三み重えさんが、自分で身を守れるとも思えない。

　三み重えさんは黙って、しばらく葛藤しているようだった。が、やがて頷うなずいてくれた。

「……わ、わかった。あ、足手まといには、なりたくないから……。……役に立てなくて、ごめんなさい……」

「謝らないで。三み重えさんは何も悪くないよ」

「……ありがとう……本当に本当に、ありがとう。……絶対……無事で帰ってきてね……」

　扉のロックが、一旦解除される。

「三み重えさん、何かあっても、迂う闊かつに扉を開けちゃ駄目だ。輪りん花かさん達たちかもしれないから。開けるときは、瀬せ戸とさんや徳とく島しまさん、僕とかの声を確認してからだ」

「うん。……山やま口ぐち、気をつけてね……」

　三み重えさんに頷うなずき、僕は、瀬せ戸とさんを探しに向かった。







　三み重えさんの部屋から一歩外に出た時点で、少し後悔した。

　怖い。閉鎖された建物内に、平気で他人を殺す人間が二人も存在して、しかも今どこにいるのかはわからない──いつどこで殺されるかわからない、という状況は、かなりの恐怖だ。

　だが、恐れは得にならない。いざというときに手や足が震えていたら、命取りになりかねない。こういうときこそ冷静でいなければ。

　──恐れるな。今の僕は、一度なら死ねる。

　そう自分に言い聞かせ、一歩一歩、慎重に足を進める。しかし同時に、この考えはとても異常だとも思っていた。本来人間は、死んだら二度と生き返れない。

　だが三み重えさんの部屋から出ることができたのは、「生き返れるから大丈夫」という意識があるから。

　僕だって命は惜しい。たった一つの命であったなら、瀬せ戸とさん達たちのことは諦めていただろう。「一度なら失敗できる」というある種の安心が、今、僕の足を動かしているのだ。生き返れるなんて人間としておぞましいと思っているのに。矛盾している。

　廊下はどこも赤い絨じゆう毯たん敷きだ。靴で歩いても足音が響きにくい。そして、あまり考えたいことではないが、血痕が目立ちづらそうだ。

　どちらも、プラスにもマイナスにもなりえる。足音や血の痕で居場所を知られることが少ない代わりに、こちらも、他者の居場所を探りづらいということ。

　階段で三階から二階へ下り、更に一階へ下りようとしたところで──足音が聞こえ、心臓が跳ねた。

　誰かが階段を上ってくる。僕はスコップを握り、身構える。瀬せ戸とさんや徳とく島しまさんならいいのだが、永なが野の姉弟なら気をつけなければ。

　聴覚を足音のほうに集中させ、こちらの気配を察知されないよう息を潜め、そっと相手の姿を窺うかがう。……見えたのは、銀色の髪。

「鹿か川がわ？」

　永なが野の姉弟ではなかったことに、とりあえずほっとする。

「君、無事……、っ！」

　無事だったのか、と言おうとして、その先の言葉が出せなかった。

　理由は、彼の姿。

　黒い服に、白い肌に、血がべっとりと付着している。

　まるで赤ペンキをぶちまけられたかのように、血染めだ。

「……何？」

　目が合うと、鹿か川がわは短くそれだけ聞いてきた。

「……き、君……その格好……」

　一体、何があったというのか。鹿か川がわの血ではなく返り血のようだが、誰の血なのか。どんな殺し方をしたら、そこまで凄絶な血の浴び方をするというのか。

　冷静さを保とうと意識していたのに、そんなもの一気に吹き飛び、恐怖で身が凍りそうになる。

「んな怯おびえんじゃねーよ。あと、永なが野の達たち、もう死んだから」

「えっ？」

　どういうことかと聞こうとしたのに、鹿か川がわはすたすたと上がって行ってしまった。追いかけるのもなんだか躊躇ためらわれ、僕は立ちつくす。

　永なが野の達たちが死んだ、というのは、鹿か川がわが殺したということなのか。達たち、というのは輪りん花かさんと信のぶ彦ひこ君という解釈でいいのか？　瀬せ戸とさんと徳とく島しまさんは無事なのか？

　ともかく、まだ瀬せ戸とさんと徳とく島しまさんは見つかっていないし、何が起きたのか知るためにも、下に行ってみることにした。

　二階から一階、更に地下へ進もうとし、感じたもの。

　異臭。

　さっきの鹿か川がわの姿からして、嫌な予感、いや確信を抱く。

　覚悟を決め、ゆっくりと階段を下ってゆくと──想像通りであり、想像以上でもある光景がひろがっていた。

　ばっと、視界への暴力のように一面を埋める赤。

　階段が血の海と化していた。その中にところどころ、肉片が散らばっている。階段だけでなく、壁の上のほうや天井にまで、それらは付着していた。

　なんだこれは。こんな短時間で、一体どんな殺し方で、こんなふうになったっていうんだ。

「……っぐ……」

　もはや遺体とすら呼べない凄惨な人間の残骸を見て、精神的ショックのせいか、足に力が入らなくなり壁に手をつく。胃から苦いものが込み上げてくる。そのまま吐いてしまった。むせ返るような血の臭いと惨状に、意識が飛びそうだ。

　それでも恐る恐る、もう一度確認してみる。幻覚でもなんでもなく、目の前にあるのはやはり血の海。その中に、輪りん花かさんが持っていたはずの短剣が落ちている。そして、僕ではない、誰かが嘔おう吐とした形跡が。

　誰か──そうだ、結局、「これ」は「誰」なんだ。
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　この血の量は一人分とは思えない。輪りん花かさんと信のぶ彦ひこ君の二人なのか。瀬せ戸とさんと徳とく島しまさんは？

　確かめるためにも、更に下の階に行かなければならない。だがさすがにこの中を下りたくはなかったので、もう一つの階段を使うことにする。階段が二か所あってよかった。

　階段を下り、地下の巨大な倉庫に到着する。スコップを持ったまま、周囲を警戒しつつ中を進む。

　気を抜いてはいけない。まだ輪りん花かさんと信のぶ彦ひこ君が本当に死んだという確証はないのだ。いつ何が起きるかわからない。

「あ……」

　奥のほうまで進んだところで、隅に人影を発見した。

「瀬せ戸とさん、徳とく島しまさん！」

「……えっ……、や、山やま口ぐち、さん……？」

　倉庫の隅、積み重なったダンボール箱の陰に隠れるようにして、徳とく島しまさんと瀬せ戸とさんがいた。

　瀬せ戸とさんは体を極限まで小さくするように膝を抱え、徳とく島しまさんは不安のためか頭を守るような体勢をとっている。

「ど、どうしたんですか、山やま口ぐちさん」

「どうしたもこうしたも、二人のことが気になって……」

「まさか……助けに来てくれたんですか？」

「うん。……二人とも、大丈夫だった？」

　口に出してから、しまったと思った。大丈夫なはずがない。二人とも、一度は輪りん花かさんに殺されたのだ。精神的なショックは相当なものだろう。

「わ、私は……一度殺された後、復活しました。だから、今は無傷です。死んだ後、気付いたら廊下にいたので、ここに隠れることにして……」

「私は……ただ、輪りん花かちゃん達たちが怖くて……必死で走って、ここに、逃げ込んで……。そうしたら、後から美み月づきちゃんが来たから、一緒に、励まし合って、隠れてて……」

　徳とく島しまさんはひっく、ひっくとしゃくり上げながら話す。半分以上泣いているようなものだ。

「な、なんなの……もう嫌……。怖い……怖いよ……っ」

　瀬せ戸とさんは、そんな徳とく島しまさんの背を撫なでて落ち着かせようとする。

「……あの、山やま口ぐちさん……。今、輪りん花かさんと信のぶ彦ひこ君は……？　どこにいるんです？　私わたし達たち、どこに逃げたら……」

「……あの二人は、死んだ、のかもしれない」

「「え？」」

　二人の声が重なった。一方、僕は頭の中で状況を整理する。

　三み重えさんは自分の部屋にいるし、服はつ部とりさんと二ふた葉ばちゃんも部屋に二人でいるはず。鹿か川がわは生存が確認できているし、そして僕と瀬せ戸とさんと徳とく島しまさんがここにいるのだから、あの血の海の正体は、永なが野の姉弟以外にありえない。

　輪りん花かさんと信のぶ彦ひこ君は死んだ。何がどうなってそうなったのかは知らないが、それは事実だ。

「──一度、皆で話し合おう。これから先、どうすればいいのかを」







　現在、僕・三み重えさん・瀬せ戸とさん・徳とく島しまさんの四人は、三み重えさんの部屋に集まっている。

　地下から三階まで来る際、瀬せ戸とさんと徳とく島しまさんがあの血染めの光景を見たら卒倒してしまうのではないかと考え、二人にはあそことは別の階段を使ってもらった。

　皆で話し合うというからには、服はつ部とり親子や鹿か川がわも混ぜるべきなのだが、部屋の外からノックして声をかけてみても、服はつ部とりさんも鹿か川がわも返事をしてくれなかったのだ。服はつ部とりさんには、輪花さんと信彦君が死んだことも伝えてみたが、反応はなかった。

　……服はつ部とりさんと鹿か川がわは、これからどう出る気だろう。もうこの館内で平穏など望めないと、殺し合いをする意思を持ってしまっただろうか。特に、鹿か川がわは怖い。どうやったのかはわからないが、おそらく輪りん花かさんと信のぶ彦ひこ君を殺したのは彼だ。

　もしかしたら彼は今後、僕らのことも殺すつもりなのかもしれない。……だが同時に、そんなことはないのでは、とも思う。

　全員殺す気があるなら、鹿か川がわは、階段で僕とすれ違ったあのとき、僕を殺していたはずだ。……殺意を向けられないかぎりは殺さない、ということなのだろうか？　考えが読めない。

「これで……輪りん花かちゃんと信のぶ彦ひこ君のことは、終わった、の？」

　三み重えさんが、晴れない表情で尋ねてきた。

「一応……二人は死んだ……みたいだけど」

　あまりにも呆あつ気けない、というか、何が起きたのか不明瞭で、いまだに混乱している。

　永なが野の姉弟以外全員死亡という最悪のシナリオは防げたし、当面の危機こそ回避できたものの、何もすっきりしないし、後味は非常に悪い。

「……その。こんなこと、あまり言いたくないんですけど。……本当に、死んだんでしょうか？」

　瀬せ戸とさんが言った言葉。それの意味するところは明白だった。

「……輪りん花かさんと信のぶ彦ひこ君が、石を飲んでいたかどうか、だよね」

「……もし二人が生き返ったら、また襲ってくる可能性がありますよね……」

　三み重えさんも徳とく島しまさんも、不安そうに俯うつむく。

「イラナイは、石を飲んだことによる外的変化はない……他人が見分ける方法はないって言ってた。あの二人が飲んでいたのかどうかは、僕らにはわからない」

「色によって、死んだ後生き返る時間が違うとも、イラナイは言っていましたよね」

「うん。でも、一秒後っていう可能性はもう消えてる。あるとすれば、一時間後か二十四時間後の復活……」

　僕はここへ戻ってくる際、瀬せ戸とさんと徳とく島しまさんとは違い、あの階段を通ってきた。ティッシュにあの血を染しみ込こませてきたのだ。二人が復活するかどうかの目安になると考えて。

　徳とく島しまさん復活のとき、元の血や遺体は虹色に包まれ、綺き麗れいに消えた。一時間後か二十四時間後、この血が消えティッシュが真っ白になったら、二人が復活したということだ。あるいは、一人だけ復活する場合もあるだろう。

　逆に時間になってもこのティッシュに血がついたままなら、二人は完全に死んだということになる。

　だが現時点では、一時間後及び二十四時間後どうなるかは、まったくわからない。皆、押し黙ってしまう。

　他人の心の声など聞こえるはずがない。それでも僕は、ここにいる四人が同じことを考えている気がした。

　──死んでくれ。

　頼むから、死んでいてくれ。

　残酷な願いが充満しているようだった。だが当然かもしれない。徳とく島しまさんと瀬せ戸とさん、二人が殺されたのだ。そんな残忍なことをする人間に、生き返ってほしいとは誰も思わない。

「ともかく、二人が復活してまた襲ってくるって事態も想定しておいたほうがいい。……大丈夫、相手は女子一人と中学生一人だ。こっちのほうが人数は多いんだし、事前にちゃんと準備しておいて、油断しなければ問題ないはず」

　皆を安心させるためにも、僕は言った。

　実際問題そうなのだ。さっきはあまりにも突然のことと、相手が武器を持っているという状況でパニックになってしまったが、屈強な相手ではないし、取り押さえることは可能なはずである。

「準備って……何をするの？」

　三み重えさんが尋ねる。

「道具を用意したり、いろいろかな。もし二人が復活したら、とりあえず捕獲しようと思う。そのための縄とかがいる。多分、地下の倉庫にあるだろう。

　それから、二人にもう武器を持たせないようにしたい。調理場には包丁とか武器になりそうなものがあるから、そこに入らせないようにしておきたいな……。復活時に出てくる場所はランダムらしいから、難しいところだけど……」

　万が一調理場で復活されたら最悪だ。かといって刃物類を他の場所に移すといっても、安全な移し場などない。館内のどこからでも、復活した二人が出てくる可能性がある。

「……ねえ。輪りん花かちゃんと信のぶ彦ひこ君を捕まえさえすれば、もう大丈夫……なの、よね？」

　大丈夫だと言ってくれ。そんな不安そうな顔で、三み重えさんが尋ねてきた。

「大丈夫……だよ。もう他に、殺しをしようなんて人、いないって……」

「待って。私、一つ気になるんだけど……」

　僕の言葉を途中で止めたのは、徳とく島しまさん。

「鹿か川がわ君は、結局何をしたのかな？」

　──脳内に、あの姿がフラッシュバックする。

　全身に血を浴びた彼は、黒い服や白い肌も相俟まって、まるで死神のようだった。

「わ、私わたし達たちは現場を見てないけどさ……山やま口ぐち君の話によると、ありえないような惨状、だったんでしょ？　……どんな殺し方をしたら、そうなっちゃうの？」

　確かに謎だ。あの惨状。斬ったわけでも刺したわけでも絞めたわけでもない。強いて言うなら、まるで爆弾で吹っ飛ばしたかのような。何か特別な道具でも使わないかぎり不可能だろう、という──

「…………スペシャルアイテム」

「え？」

「殺し合いを有利に進められる、特別な道具……。イラナイが、あるって言っていたよね」

「ああ、そういえば……。鹿か川がわさんは、それを使ったってことなんでしょうか」

　さっきの状況を思い出し、考えてみる。が、思考してわかるような問題じゃない。

「鹿か川がわと、ちゃんと話をしてくる」

「え!?」

　三人とも驚いた顔をした。そりゃあまあ、こちらを殺す気がないともいえない、得体の知れない殺害方法を有する男に会いに行くなんて普通なら狂気の沙汰だ。

　多分僕がそう言えたのはやはり、「石を飲んでいるから」という理由に尽きるだろう。現に目の前に殺されたのに復活している徳とく島しまさんと瀬せ戸とさんがいて、一度なら失敗しても問題ないと証明されているのだ。少しだけ、無謀にもなれる。

「や、山やま口ぐちさん……怖くないんですか？」

　怖い。

　何をされるかわからない。殺されるかもしれない。

　だけど、それでも。

「何もわからないことのほうが怖いんだ」

　真実を知らなければ、先へ進めない。

「それに、もしかしたら輪りん花かさん達たちを捕獲するのに、協力してもらえるかもしれない。もし本当に彼がスペシャルアイテムを持っているなら、こちら側についてもらいたいし、味方になってくれたら心強いよ」

「で、でも、やっぱり危険がないとはいえませんし……私が、行きましょうか？」

　瀬せ戸とさんの申し出を、僕は断る。

「瀬せ戸とさんのほうが危険でしょ、もう石は飲んでないんだし。僕なら大丈夫だから」

「……わかりました。なら私は私で、できることをやっておきます」

「え？」

「捕獲用の縄を用意しておいたり、危険な武器になりそうなものはなるべく回収しておいたり……。輪りん花かさんと信のぶ彦ひこ君が生き返ったとき、私わたし達たちの誰も殺されないようにするための対策ですよ」

　一度死んだというのに、瀬せ戸とさんはもう冷静さを取り戻しているようだ。

　この中では一番年下なのに、なんて強い子なんだろう。三み重えさんと徳とく島しまさんも、彼女に尊敬の眼差まなざしを向けている。

「じゃ、じゃああたしも行く……！」

「あ、わ、私も」

　瀬せ戸とさんに触発されたように、三み重えさんと徳とく島しまさんも立ち上がる。

「じゃ、僕は鹿か川がわのところに行ってくる。一時間経たつ前には、ここへ戻ってくるよ」

「はい。私わたし達たちもそうします」

　瀬せ戸とさん達たちと別れ、僕は鹿か川がわのところへ向かった。







　鹿か川がわの部屋の前に立ち、ひたすらノックをし、彼を呼び続ける。

　が、さっきから一向に出てくる気配がない。こちらと会話する気がないのか、あるいは部屋にはいないのか。

　試しにノブに手をかけてみる。と、ロックはされていなかったようで、扉は普通に開いた。

「入るぞ」

　一応断ってから、恐る恐る中に入る。一見、鹿か川がわは部屋にいないように見えた。が、浴室から水音が聞こえてくることに気付く。

　浴室の扉を開ける。鹿か川がわは、服を着たままシャワーを浴びていた。

「……何してるんだ」

「見りゃわかんだろ。シャワー中だ」

「服を着たままか？」

「服にも血がついたから。ついたってレベルじゃねえけど」

　確かに。塗まみれた、とか、ずぶ濡ぬれになったとかいう表現ですら正しい気がする。着衣のままシャワーを浴びたくなるのもおかしくないのかもしれない。

「で、オマエこそ何してんだ。ここオレの部屋だぞ」

「ごめん、ロックされてなかったから、勝手に入らせてもらった。話がしたくて」

「話ってなんだよ」

「単刀直入に聞くけど、君が輪りん花かさんと信のぶ彦ひこ君を殺したのか？」

「だったら何？　なんて酷ひどいことをって説教しに来た？」

「いや……あの状況ではもう仕方なかったし、むしろ助かったくらいだ。けど……」

　シャワーから勢いよく流れる水が白いタイルを叩たたく。お湯ではなく、水だ。冷たい。頭を冷やしているつもりなのだろうか。風邪をひかないのだろうかと心配になり、こんな状況でそんなことを気にするのはおかしいとも思った。

「どうやったんだ。……スペシャルアイテムとかいうの、君が持ってるのか」

「それ、聞いてどうすんの？」

「輪りん花かさんと信のぶ彦ひこ君は、まだ生き返る可能性がある。また、僕らを襲ってくるかもしれない。だから……」

「また殺せって？」

「ち、違う」

　他人に殺しを強要するわけにはいかない。自分の手は汚さず他人任ひとまかせにするなんて、僕の中の教育された正義感が許してくれない。

「君に殺してもらおうなんて思ってない。……ただこれ以上被害を出さないためにも、あの二人が生き返ったら、捕獲したい。そのために、協力しないか」

「できないね」

　はっきりと言われる。

「イラナイが言ってただろ。生き残って解放されるのは二人だけだぞ。オマエ、他の奴やつらは見捨てるのか」

「誤解しないでほしい、そういうつもりで言ってない。僕は自分だけ脱出できればいいなんて思ってないし、誰も殺すつもりはない。……っていうか、輪りん花かさんと信のぶ彦ひこ君以外は、積極的に殺しをしようなんて人はいない。瀬せ戸とさんも、三み重えさんも徳とく島しまさんも、皆、ごくごく普通の女の子だよ。……服はつ部とりさんに関しては今後どう出るかわからないけど……。でも、このメンバーなら、殺し合いをしないことも可能だと思う。だから皆で、殺し合い以外の方法で脱出する道を探すべきだ」

「ぬるいなあ。そんな簡単に他人を信じちゃっていいのかよ」

　確かに、僕にとっては全員他人だ。以前からの知り合いなんて一人もいないし、皆、一昨日会ったばかりの、まだろくに知らない人ひと達たちである。けれど。

「疑ってかかったって、疑心暗鬼になりすぎて失敗するケースだって十分考えられる。完全に安全な道なんてない。なら僕はとりあえず信じてみる」

　輪りん花かさんと信のぶ彦ひこ君のように、裏切られることもあるかもしれないけど。信じようが疑おうが、百パーセント正しい道などないのだ。

　水に打たれながら、鹿か川がわはじっと僕を見る。髪は銀色だけど、日本人なので瞳は黒。まるであの、二十四時間後に復活できるという石のような目だ。

「──スペシャルアイテムは」

「え？」

「スペシャルだとかいうわりに、万能じゃない。一定の条件下じゃないと発動できない」

「条件って……なんなんだ」

「なんでそこまで教えてやらなきゃならないんだよ。オレは、オマエには協力できないって言ったんだからな」

「……君には、僕ぼく達たちを殺す意思があるのか？」

　ぴんと、糸を張るような緊張感が走る。

　今更だが、ここは鹿か川がわの部屋。ロックをかけられたら僕に逃げ場はなくなる。──まあ、殺されたら一時間後に館内のどこかで復活できるのだが。それでも、これまで死を経験したことなどないし、怖いことに変わりはない。

「あったら既にオマエら死んでると思うけど。てか、とっとと出てってくんない？　ここオレの部屋だっつってんだろ」

　これ以上話しても、何も教えてもらえそうにない。協力し合おうという気もないらしい。……そのわりには、殺意や敵対の意識もない。何がしたいんだ、こいつ？

　せめて時間に余裕があればよかったものの、輪りん花かさん達たちが復活する可能性が残っているので、あまり時間を使っているわけにもいかない。仕方なく、ここは一旦退出することにする。

「……なあ。君は、不必要な殺しをしたりしないよな？」

　輪りん花かさんと信のぶ彦ひこ君を殺したのは、自分や皆が危険だったからだと。他の皆を殺す意思はないのだと、彼の口からはっきり聞いておきたかった。

　もちろん、口先だけならなんとでも言える。「殺さない」という噓うそを言うことだってできる。なのにこんな馬鹿みたいな質問をするなんて、僕はただ自分が安心したいだけなのかもしれない。

　どう答えるのだろう、と鹿か川がわの返事を待つ。彼は口を開き、

「必要な殺しって何？」

　僕は、言葉に詰まる。

　思い出す、輪りん花かさんと信のぶ彦ひこ君の残骸。あの無残な死は、「必要な殺し」だったのだろうか。

　いや、もちろん、二人は徳とく島しまさんと瀬せ戸とさんを殺し、僕らのことも殺そうとしたのだから、自じ業ごう自じ得とくと言える。鹿か川がわがしたことは、正当防衛に当たるのではないだろうか。

　では、だから「あの殺しは必要なものだった」と、僕は彼に言えるのか。

　石のような黒い瞳は、どことなく虚うつろにも見えてくる。

　もしかして鹿か川がわは、平然を装よそおいつつも、殺したくなんてなかったんじゃないだろうか。

　あの血染めの階段にあった、僕のものではない、嘔おう吐とした跡。あれはきっと彼のものだ。スペシャルアイテムを使ってあんなことになるなんて思ってなかったんじゃないか。

　もし鹿か川がわが罪の意識を負っているのだとしたら、僕はなんて声をかけたらいいのだろう。生き返るかもしれないから大丈夫だ、か？

　生き返るのであっても、殺したという事実自体は消えないのに？

　──生き返る人間を殺した場合、それはどんな罪になるというのだろう。

「…………ごめん」

　結局、僕はそれだけ言って、鹿か川がわの部屋を後にした。







　鹿か川がわの部屋から三み重えさんの部屋へ戻ろうとしたところで、僕はそれを見つけた。

　廊下のど真ん中に、見つけてくださいと言わんばかりに、小さな宝箱が。宝箱はランダムで出現するらしいし、僕が鹿か川がわの部屋にいる間に出てきたのだろう。

　開けてみると、中に入っていたのは赤い石。一瞬ほっとしたが、次の瞬間には不安が過よぎった。

　この石──誰に飲んでもらうんだ？

　石は一つしかない。対して三み重えさんの部屋で待っているのは、瀬せ戸とさん、三み重えさん、徳とく島しまさんの三人。

　この石はもはや命と同等の価値がある。いわば、命を取り合うようなものだ。……それを、穏便に話し合いで解決したりできるのだろうか？

　しかし僕がこのまま隠し持っているなど言語道断だし、正直に言う他ないだろう。もしかしたら瀬せ戸とさん達たちだって石を見つけているかもしれないしな、と考え、三み重えさんの部屋に向かった。







「……それじゃ、やっぱり鹿か川がわさんは、スペシャルアイテムで輪りん花かさんと信のぶ彦ひこ君を殺したんですね」

「……何考えてるかわからなくて、怖いわね。殺し合いをする気があるのか、そんなつもりはないのか……」

「それより、スペシャルアイテムって結局なんなんだろう。発動の条件って……？」

　三み重えさんの部屋にて。僕が鹿か川がわと話した内容を伝えると、三人はそれぞれ首を捻ひねった。

「あ……そうだ、それと」

　僕はポケットから、赤い石を取り出す。

「これ、さっき見つけたんだ」

「あ。赤い石ですね」

「そっちは、石は見つけなかった？」

「はい、すみませんが、私わたし達たちは何も……」

「……そっか。じゃあ、これ一つだけど……誰か、飲んでおきなよ」

　三人の視線が交錯し、緊張感が走る。

　生き返ることのできる石だ。この危険な状況下、誰だって飲んでおきたいに決まっている。

　まさか、奪い合いで殺し合いになどならないだろうな。命のために殺し合うなんて本末転倒だ。危険な空気になったら仲裁しなくてはならない。

「あ、あたしはいいよ、まだ死んでないから……。どっちかが、飲んで」

「そ、そんな……いいよ。私は年上だし。美み月づきちゃんか姫ひめ子こちゃんが飲んで」

　譲り合っている。表面上は。そりゃそうだ。他の人を差し置いて「絶対私が飲む！」などと言えない。……だが本心でどう思っているのかは不明だ。

「あの、ちょっといいですか」

　瀬せ戸とさんが、真面目な調子で挙手した。

「これ……石を飲んだ人は、代わりに危険な役目を引き受けるべきだと、思います」

　その意見に、三み重えさんと徳とく島しまさんが驚いたように瀬せ戸とさんを見る。

「私わたし達たちはもうすぐ、でなければ二十三時間ほど後、輪りん花かさん、信のぶ彦ひこ君を捕獲しなければなりません。そのとき、何が起きるかなんてわかりません。

　だから、二人を捕獲する際、石を飲んだ人は、先陣をきって立ち向かうべきじゃないでしょうか。そのほうが犠牲が少なくてすみますから。

　石を飲めば、生き返ることができる。そんなメリットを得るからには、代わりに危険な役割だって負うべきです。今、ここに石は一つしかないんですから」

　瀬せ戸とさんの説明に納得したのか、三み重えさんと徳とく島しまさんは頷うなずく。

「あ、あたしは、そういうのは……。あっ、で、でも、美み月づきと徳とく島しまさんを危険な目に遭わせるわけにはいかないしっ、あたしでもいいなら、飲んで、頑張……」

「ごめん……悪いけど、姫ひめ子こには向かないと思うよ。怖がりだし、いざってとき頭真っ白になったら動けなくなるでしょ」

「う……」

「ごめんね、本当に、責めてるわけじゃないの。ただ、確実に二人を捕獲するためにも、できるかぎりのことはしておいたほうがいいし、そのためには適材適所ってものがあると思う。ほんのちょっとのミスが、全員の命に関わってくるもの。だから……」

「……だから？」

「私でよければ、その役目を引き受けます」

　瀬せ戸とさんは、進んで危険な役目を担になう、ということだ。

　石を飲むための詭き弁べん、というのは捻ひねくれた見方だろうか。

「石は一つしかないんだし、三人が反対するならもちろんそれでいいです、私は飲みません。こんなことで揉もめるほうがよくないですからね。ただ、私の言うことに納得していただけるなら、私は石を飲んで、輪りん花かさん達たちの捕獲に全力を尽くします」

　瀬せ戸とさんの瞳はまっすぐだ。三み重えさんは彼女に賛成を示し、「美み月づきが飲んで」と言う。

「美み月づきは、冷静だね……すごい」

「……冷静なんかじゃないよ。私だって、すごく辛いし怖い……。ただ……怯おびえより、怒りが勝っているだけ」

「怒り……？」

「おかしいでしょう、こんなところに閉じ込められるのも、殺されたり、するのも。だから、立ち向かいたい。……理不尽に屈したくないの」

　正座した瀬せ戸とさんが膝の上で握った拳は、微かすかに震えている。

　自分でも言っていたように、彼女は、完全に冷静だというわけでも、怖くないわけでもないのだ。当然である。こんな状況に置かれて、恐怖を感じない人間のほうがおかしい。

「こんなところで終わりたくない……地球に戻って、お父さんやお母さんにもう一度会いたい。それに……他にも、やりたいことがたくさんあるの。私は、大切な人と……もっともっと、生きて、一緒にいたい」

　彼女の強い視線が、僕のほうへ向く。

「皆さんだって、そうでしょう？」

　頷うなずく場面だ。それはわかっている。

　だが僕は、うまく同意できなかった。

　……帰りたいんだろうか。僕は、両親のもとへ。

　もちろんこんな殺し合いなんて状況からは脱出したいし、地球には戻りたい。だが、父と母にもう一度会いたいかと問われたら。地球でやりたいことがあるのかと聞かれたら。大切な人はいるのかと聞かれたら、答えられない。

　妙に気持ちが冷めてゆく僕と反対に、三み重えさんと徳とく島しまさんは彼女の言葉で焚たきつけられたようだ。

「そうだね、美み月づきちゃん。私も、家族に会いたいし、地球で、自分のやりたいことをやりたい！」

「あ、あたしだって、お父さんやお母さんのところに帰りたい……！　早く皆で、こんなところ、出たい！　そうだよ、こんなところじゃなくて、また地球で、一緒に楽しく遊ぼうね、美み月づき！　あたし達たち、こんなところで死んだりしないよね」

　三み重えさんがそう言うと、瀬せ戸とさんはそっと、彼女の手を自分の手で包む。

「もちろんだよ。……安心して。姫ひめ子こは私が守るから」

「美み月づき……」

「あ、もちろん徳とく島しまさんのことも守りますよ」

「あ、ありがとう、美み月づきちゃん」

　三人の様子を見ながら、僕は内心ほっと息を吐いていた。

　石の奪い合いになり、三人の間に亀裂が入るのではないかと心配したが、逆に絆きずなが深まるなんて。瀬せ戸とさんのおかげだ。すごい。

「それでさ……これからのことなんだけど、どうするの？」

　徳とく島しまさんがあらためて、永なが野の姉弟捕獲のことを尋ねる。

　ちなみに、僕が鹿か川がわの部屋に行っていた間、三人は倉庫から縄を持ってきて、調理場の包丁も回収してきてくれた。使わない分は全部刃先にガムテープを巻き、ビニール袋に入れてきつく口を縛っている。輪りん花かさんが使っていた短剣もだ。

　一応「使う分」として持ってゆく包丁もあるが、あくまで脅し用だ。実際に使用する機会がなければそれが一番いい。

　他に護身用の武器代わりとして、リーチの長いものもあったほうがいいので、僕はやはりスコップを、瀬せ戸とさん達たちは箒ほうきやデッキブラシなどを準備している。

　ここまで、石の入った宝箱とは違い、武器の入った宝箱は僕ぼく達たちの前に一向に現れていないのだ。だから、日用品を武器代わりにするしかない。

「復活したばかりなら、相手は石も飲んでないし武器も持ってない。だから復活した後、間を置かずすぐに取り押さえたい」

　また石や武器を手に入れられてしまったら捕獲が困難になる。なんとしてでもその前に捕まえるのだ。スピード勝負である。

「あの二人は姉弟だ。先にどちらか一人でも捕えられれば、人質にできる。そうすれば、残りの一人は降伏せざるをえない」

「うん。……ねえ……捕まえるだけよね？　殺しは……しないわよね？」

「ああ。生かしたまま、捕獲する」

「ただ、館内のどこから二人が現れるかはまったく予測できないんですよね。私わたし達たち、どこで待機してますか？」

「館内の各所に、分かれて行動するべき？」

「いや、バラバラに動かないほうがいい。頭数の多さを活いかしたいし」

「じゃあ、時間になったらどこに行くべきか、ですが……」

　そんなふうに話し合いは進み、すぐ「輪りん花かさん達たちが亡なくなってから一時間」になった。

　結論から言うと、一時間では、輪りん花かさんも信のぶ彦ひこ君も復活しなかった。

　僕らは一旦ほっと胸を撫なで下おろした──が、まだ気を抜くわけにはいかない。

「次の可能性は、二十四時間後の復活──一時間はもう経過したから、二十三時間後だ」

「……まだ、油断はできないのね……」

　全員、精神的疲労で既にぐったりしていた。緊張感による重圧が半はん端ぱではないのだ。体を動かしたわけでもないのに、嫌な汗をかいている。

「気を張りすぎちゃ駄目だ。とりあえず二十三時間は、もう輪りん花かさんと信のぶ彦ひこ君に襲われる心配はないんだし、食事と睡眠をとっておいたほうがいい。体力と精神力を保たないと」

「あ……あたし、何か作ろうか……？　あたし、それくらいしかできないから……でも、その、少しでも、皆のために何かさせてほしいっていうか……」

「私も手伝うよ、姫ひめ子こ。こんなときこそ、栄養つけておかなきゃね」

　疲れているはずなのに、女子達たちは健気けなげにも前向きな様子を見せる。……やっぱり皆、いい子達たちなんだ。

　この中の誰も、死なせたりしない。僕はあらためて、そう決意した。

　それが「正しいこと」のはずだから。







　食堂で食事をとり、皆でまた館内を探索した。やはり出口は見つからなかったが、妙に細長い宝箱を発見し、開けてみたら、鉄パイプが入っていた。武器という扱いなのだろう。とりあえず、今まで持っていたスコップ代わりに、僕が所持することになった。

　そして睡眠のために部屋に戻った。

　女子達たちは三人で就寝するとのことだが、僕はさすがに睡眠時まで女子と一緒の部屋にいるわけにはいかない。永なが野の姉弟はまだ生き返らないし、扉にロックをかけていれば室内は安全だから、別行動でも問題ないはずだ。

　自分の部屋──とはあまり言いたくないが、この館内で自分に割り当てられた個室のベッドに寝転ぶと、どっと疲労感が襲ってきた。

　皆に「気を張りすぎちゃ駄目だ」なんて言っておきながら、僕だってずっと緊張していて、精神は限界に近い。

　疲れた。なのに眠れる気はしない。頭は重いのに、目がひどく冴さえてしまっている。眠っておかなければ、とは思うのに、少しも睡魔が訪れない。

　こんな生活、長くは続けていられない。一刻も早く終わらせなければ。

　──そうだ。僕がすべきことは、永なが野の姉弟を捕えることだけじゃない。もちろんそれも大事ではあるが、それだけでは、別に何かが終わるわけではない。

　今、一番にやるべきことは、皆でここから脱出することじゃないか？

　脱出さえできれば、輪りん花かさんと信のぶ彦ひこ君だって僕らを殺す必要などないのだから。

　疲労した脳で必死にそんなことを考える。──何ができる。

　ここから皆で出るために、僕に何ができる？

　何をどう探しても、きっと出口は見つからない。他にできることなんて──

「…………」

　一つだけ。藁わらに縋すがるような、馬鹿な案が浮かんだ。

「イラナイ」

「はい」

　呼ぶとすぐに、今まではここにいなかったイラナイが姿を現す。

「どうしました、山やま口ぐちさん」

「おまえと話がしたい」

「何のお話でしょう」

「いろいろだ。……まず聞くが、なぜこんな観察をする？」

「最初に言ったでしょう。人間の行動データを収集するためです」

「なぜ、二人ならここから脱出できるんだ？」

「これが、愛情の観察だからです。誰が誰を守り、誰と協力し、また、誰なら殺すのか。そういうことに興味があるのです。脱出できるのが一人だけだと、皆さんご自分のことしか考えないでしょう？　ですが二人なら、自分の他に、もう一人だけは助けられるのです。自分以外の人間を助ける、それは、愛ゆえの行動だと思いませんか？」

「愛の観察だっていうなら、全員で助かる道があっていいはずじゃないか。他人全員を思いやる、博愛の精神ってものがあるべきだろ」

「それは、この館内で暮らし続ける、ということです。そうすれば全員助かります」

「助かっていないだろう。結局出られないってことなんだから」

「全員で生存はできるでしょう。ただ二度と地球に帰れないだけです」

　ここで暮らし続けることが最善なのか？　だが永なが野の姉弟がいるかぎり、無理な話じゃないか。あの二人はここから出るために人を殺すという選択をし、実行したのだ。

　捕獲した後、ずっと拘束し続けていろというのか？　それとも、もう殺しなんてしないように二人を説得できるだろうか。

　──いや。

　あの二人を説得したところで、たいした意味はない。そんなことしたところで、永遠にここで飼い殺されるだけ。

「最初から言っていますが、別に皆さんは殺し合わなくてもいいのですよ。全ては、あなた達たち次第なのです」

　僕が説得すべき相手は、この宇宙人。

　認めよう。自称でもなんでもない。こいつは宇宙人なのだ。

　人間が生き返るなんて、本来、絶対にありえないのだから。ここは地球ではなく、こいつは宇宙人なのだと、信じざるをえない。

「ただ別に、あなた方は博愛ではなくともよいのです。たった一人だけを、けして裏切ることなく、永遠に愛すことができれば」

「博愛じゃなくていいって……なんで」

　博愛よりも、唯一の愛を観察したいということか。素朴な疑問として、その理由がわからない。そんなもの、観察して何になるんだ。

「さて、なぜでしょう」

「おい、誤魔化すなよ」

「山やま口ぐちさん。はっきり言っておきますが、私は皆さんに隠しごとをしますし、噓うそもつきます。既にいろいろ隠しておりますし、噓うそもついていますよ」

「そんなことをはっきり言うなよ」

「では、今のは噓うそということにいたしましょうか」

「……いや、いい、わかった。僕はおまえから何もかもを聞き出せるわけじゃないし、おまえの言葉は全部は信じないほうがいいんだな。肝に銘じておこう」

「賢明なご判断です。……ところで、ご質問は以上ですか？　それでは、私は失礼しますよ」

「待て、行くな。……わかった。言いたくないことは無理に聞き出さない。だから僕と、もっと、話をしてくれないか」

「……話、ですか」

　イラナイに表情はない。だがこのときは、イラナイがきょとんと首を傾かしげている様子が目に浮かぶようだった。

「そうだ。おまえは人間の行動パターンを収集したい、愛の観察がしたいんだろ。なら……」

　さっき浮かんだ、馬鹿な案。蜘く蛛もの糸を摑つかむような、微かすかな希望。

「僕がおまえに、愛を教えてやる」

　本当に、一か八かの行為だ。賭けのようなもの。

　だがこの絶望的な状況から抜け出すには、いっそ馬鹿な賭けが必要なのかもしれない。わけのわからない宇宙人相手に、常識的な行動が効くとは思えない。

「なんでも話すし、なんでもする」

　その代わりにこちらだって、引き出せるかぎりの情報は引き出してやる。噓うそかもしれなくたって、何も聞けないよりマシだ。噓うそか真実かはこちらで判断すればいい。

　この館内で、この絶望的な状況の、鍵を握っているのはこいつなのだ。こいつだけが、この館内の全てを知っている。ここで重要となるのは、殺し合いなんかより、こいつとの会話と交流ではないか。それこそが回り回って脱出への近道となるのではないか。

　少しでも何か情報を得られれば、少しでも懐柔できれば。砂粒のような僅かな希望でも、それに縋すがる。

　殺し合うことでしか道がひらけないなんて、そんなのはごめんだ。

「なあイラナイ、僕と話をしよう。話し合うんだ。満足するまで」

「満足など、するときがくるでしょうか？」

「やってみなきゃわからないさ。ていうか、そんなこと言ってたら何も始まらないだろ。おまえ、本当に人間を知る気があるのかよ」

「……なるほど、そうですね」

　納得してくれた、のだろうか。イラナイはふわふわと僕の周囲を回る。

「わかりました。話をしましょう、山やま口ぐちさん」

「ああ。話そう」

「しかし、何を話すのです？」

「お互いのことを、だよ」

「お互いのこと、ですか。ふむ……。ああ、そういえば。さっき山やま口ぐちさんは、瀬せ戸とさんの言葉に一瞬固まりましたよね。地球に帰って家族に会いたいというお話のとき。『皆さんだって、そうでしょう？』と聞かれて、すぐには頷うなずきませんでした。なぜですか？」

「おまえ……見てたのか」

「私は観察者ですよ。常に館内の様子を窺うかがっているのは当たり前のことでしょう。それで、どうしてですか？」

　なんて的確に嫌な部分を突いてくるんだ。わざとやっているのだろうか。

　……まあいい。わざわざ自分から話したいことではないが、だからといって別に隠しておくことでもない。正直に言おう。

「自分の、家のことを思い出したからだよ」

「山やま口ぐちさんは、ご自分の家庭が好きではないのですか？」

[image: ]

「別に、好きでも嫌いでもない。正直、自分でもよくわからない」

「それはどういうことですか？」

　なんでこいつ、こんなことに妙に食いついてくるんだろう。人間の家庭ってものに興味があるとでもいうのか？

　ああ、もういい。こうなったら洗いざらい喋しやべってやる。

　半ば自や棄けで、イラナイに全て話して聞かせた。

　僕の両親は、僕が幼い頃離婚していること。父親のことはよく覚えていないけれど、ろくでもない男だったとよく母から聞かされたこと。絶対そんな奴やつにはならないように、「理想の子供」に育つように、母から厳しい教育を受けたこと。その教育は、勉強はもちろんだが、倫理的なことにも及んだ。

　今だって、この館内でなぜ僕が皆を守ろうとするのかと問われたら、「そういうふうに育てられてきたから」としか答えようがない。ずっと、刷り込まれてきたのだ。

　困っている人がいたら力になりなさい。

　助けを求めている人がいたら手を差し伸べなさい。

　いつでも優しく、正しくいなさい。あなたが生まれてこられたことは、それだけで奇跡なんだから。曲がったことをしては駄目、道を踏み外しては駄目、人を思いやれないようでは駄目……。

　教育は洗脳に近い。「正義感を持ち、周囲に優しくしなさい」と呪いのように繰り返され続ければ、それが染しみついてしまう。

　そんなふうに、僕は母親に理想の子供として教育されてきた。だけど高校受験が終わった頃、母が再婚して、そのときに解放された。「今まで縛りつけて悪かった」と。これからは自由に、好きなことをして生きていいのだと。

　別に、それはいいのだけれど。

「ただ、それなら、それまでの僕は一体なんだったんだろうって、思っただけだ」

　解放。そんな素敵な言葉で、それまでの全てを否定された気がした。

　今まで、母のために必死に努力してきた自分はなんだった？

　解放されるまで、僕はただひたすら勉強ばかりで、他のことに目を向ける余裕なんてなかった。自由になった後、それまで禁じられていた娯楽もいろいろ試してみたけど、いまだに何も好きになれずにいる。

　僕は空虚だ。情熱を注げるものだとか、やりたいことだとか、将来なりたいものだとか。自分で確固たる信念を持って貫き通したいと思えるものが何もない。

　……なんて、青臭く恥ずかしい話を、べらべらと全部イラナイに語ってやった。こんなこと、今まで誰にも話したことなかったのに。

　……誰にも話したことがなかったから、だろうか。

　初めて自分の気持ちを外に出せて、話し終える頃には不思議と気持ちがすっきりしていた。

　嫌だ。話している相手は、おかしな宇宙人だっていうのに。

「……ま、そんな感じだ。つまらない話で悪かったな」

「いえ」

　気のせいだろうか。イラナイの声の調子が、ほんの少しだけ変わったような。だが、何がどう変わったのかと聞かれたら、うまく答えられない。

「わかります」

「わかるって……おまえに人間の家族のこととか、わかるのかよ」

「人間のことはわかりませんが、わかります」

「……それ、つまり、わかってないんじゃないか」

「わかりますよ」

　わかります、なんて言葉、本来苛いら立だつだけのものだ。適当なこと言いやがって、わかったようなふりするな、と。

　だがなぜだろう。本当になぜか、自分でも驚くほど、その言葉は素直に受け入れることができた。

　なぜだ。こんな宇宙人相手にそんな気持ちになるなんて異常だ。

　イラナイ、こいつは……。

「おまえは、なんだ？」

「私は、名前はいらない宇宙人です。ですが、強いて言うなら……」

「強いて言うなら？」

「私は、フランケンシュタインの怪物ですよ」

「……は？　なんだそれ、どういうことだよ」

「さあ、どういうことでしょうね」

　フランケンシュタインはイギリスのゴシック小説。それが、こいつとどう関係があるというんだ。

「質問を少し変えよう」

「なんでしょう」

「イラナイ。おまえは、僕のなんだ？」

　一瞬の間。即答されないということは、まさかこいつと僕には、実は深い関係があったりするのか？

　──例えば、以前、どこかで会ったことがあるとか。

　いや、そんなはずはない。僕はこいつのことなんて何も知らない。

　僕ぼく達たちは、一昨日初めて出会った。

　そのはずだ。

「……もう、いいでしょう。今度こそ、私はこれで失礼します」

　問いに答えは返されず、イラナイは逃げるように消えようとする。

「待て」

　消えてしまう前に、少しだけ引き止める。

「イラナイ。また、話をしてくれるか」

「……はい」

　短いが確かな肯定に、なぜかほっとした。

「あなたが、生きていれば、ですけどね」

　──そうだった。それが、目下の問題だ。







　結局、あまり眠れなかった。

　やはり、徳とく島しまさん瀬せ戸とさん永なが野の姉弟と、立て続けに目の前で死体を見てしまったことが原因だろう。……むしろ、一日でショッキングなことばかり起こったにしては、少し眠れただけでもいいほうなのかもしれない。

　狂ってしまってもおかしくない状況。それでもなんとか正気を保っていられるのは、まだ「完全な死人」が出ていないからだろう。

　徳とく島しまさんも瀬せ戸とさんも、石の効果で生き返った。永なが野の姉弟も、死が確定したわけではない。僕も、たとえ殺されたとしても、一度なら復活できる。

　さて、これからどうするか。現在時刻は朝の六時。瀬せ戸とさん達たちは、三人で瀬せ戸とさんの部屋で就寝していて、九時に僕が部屋に迎えに行くと言ってある。

　まだ時間があるし、また出口、あるいは石や武器を探しておくか。

　寝間着からいつもの制服に着替え、念のため昨日手に入れた鉄パイプを持って部屋を出た。







　一階に下りたところで宝箱を見つけた。

　開けてみると、中身は赤い石だ。よかった。これで三み重えさんか徳とく島しまさんにも石を飲ませられる。死の危険から遠ざけられるのだ。そんな喜びは一瞬で消えた。

　宝箱から顔を上げると、前方に、小さな人影が見えたのだ。

　素早く石をポケットに入れ、鉄パイプを構える。早足でこちらに歩いてくるのは──

「……服はつ部とりさん？」

　彼──の、右手に握られたものに気付き、背筋が冷える。

　ナイフだ。昨日瀬せ戸とさん達たちが、危険な武器として使用できるものはなるべく回収してくれたのだから、宝箱から入手したものだろう。

　鋭利な刃やいばは、僕を狙っている。

　彼は、力強く床を蹴ると無言のままダッシュで突っ込んできた。僕は咄とつ嗟さに鉄パイプを振るうが、直前で体を逸そらされてしまう。

「な、なんですかいきなり。落ち着いてください、服はつ部とりさん」

「おまえ……今、石を手に入れただろう。見ていたぞ」

「え？　ああ、そうですね」

「よこせ」

「何言ってるんです。これは、僕が手に入れたんですよ」

「いいからよこせ！　こっちはずっと石を探していたんだ」

　服はつ部とりさんの息は乱れている。ただ走ったせいではない。この極限の状況で、彼は少しずつ、狂気に染まり始めている。

「……殺しなど、したくない。だが、必要なら……やらざるをえないぞ」

「お、落ち着いてくださいって！　生き返りのために殺し合うなんて、本末転倒です」

「二ふた葉ばに……」

「え？」

「二ふた葉ばに……石を、飲ませておかないと……。あいつは、まだ小さいんだ。すぐに殺されてしまうかもしれない……！」

　服はつ部とりさんは独り言のようにぶつぶつと呟つぶやく。

　よく見てみれば、彼は顔色が悪く、目の下にクマがある。

　もしかしたら、昨日一睡もできていないのだろうか。いや。昨日どころか、ここへ連れてこられてから一度も、まともに食事や睡眠ができていないのかもしれない。

　当然だ。小さな子供がいるのに、殺し合いだのなんだの物騒なことを言われたら、気が気でないだろう。なんとしてでも我が子を守りたいと思うはず。

　なんとしてでも──他人を、殺してでも。

「いや、違う……。二ふた葉ばが、殺されるなんて……そんなこと、絶対に、俺がさせない……」

「あの、だから、落ち着いてください」

「お、俺が二ふた葉ばを……二ふた葉ばを、守らないと。なんと、してでも……」

　もはやうわごとのように呟つぶやき、服はつ部とりさんはナイフをぐっと握りしめる。

「や、やめてください！　石なら、渡しますから」

「何？　……本当か？」

「はい。ただし、そのナイフと交換です」

　こんな、半ば狂気に染まっている人がナイフを持っているのは、僕らにとって危険だ。石を渡してしまうのは惜しいが、子供のためなら仕方がない。二ふた葉ばちゃんに罪はないのだから。それに、二ふた葉ばちゃんに石を飲ませておけば、服はつ部とりさんも少しは安心して、落ち着いてくれるだろう。

　そういえば二ふた葉ばちゃんの姿が見えないが、部屋に一人でいさせているのだろうか。

「そっちが先だ。石をよこせ」

　渡した後ナイフをよこさず逃げるようだったらさすがに殴ろう。そう決めて、石を渡す。

「……ほら、ナイフだ」

　幸い、服はつ部とりさんはおとなしく従ってくれた。ひとまず心の中でほっと息を吐く。

「服はつ部とりさん。今日の十七時半頃、輪りん花かさんと信のぶ彦ひこ君が、もしかしたら復活するかもしれません」

　ビク、と見てわかるほど服はつ部とりさんの肩が揺れた。

「やはり……あいつらは、生き返るのか？」

「わかりません。でも、その可能性はあります。……けど僕らは、輪りん花かさんと信のぶ彦ひこ君を捕獲するつもりです。服はつ部とりさんも、協力してくれませんか」

　協力者は一人でも多いほうがいい。年長者であり、僕より身長もある男性の服はつ部とりさんが加わってくれるなら、ありがたい。

　しかし服はつ部とりさんは、躊躇ためらうように目を逸そらす。

「……俺はなるべく二ふた葉ばについていてやりたい。永なが野の達たちの傍そばに行くことで、二ふた葉ばを危険な目に遭わせるわけにはいかない……」

　確かに。二ふた葉ばちゃんを一人にさせてはおくのは危険だし、一緒に行動するにしても、こちらとしては彼女が弱点になりかねない。足手まといなんて言いたくはないが、幼い彼女はどうやったって狙われやすいだろう。

「なら、その時間帯は部屋にロックをかけるなり、安全なところにいるなりしてください。……なるべく早く、捕まえるようにしますから」

「……おまえ達たちには、二ふた葉ばに危害を加えようとかいう考えはないんだろうな」

「ありませんよ、そんなの。少なくとも、僕と瀬せ戸とさん、三み重えさん、徳とく島しまさんは、殺し合いに反対なんです」

「本当だろうな。……俺だって、殺しなんか、したいわけじゃない。……だが、もし貴様らが二ふた葉ばに何かしたら、そのときは……」

「だ、だから、そんなことしませんから！」

　殺気立つ服はつ部とりさんを宥なだめるように話しつつも、結局、最後まで睨にらまれたまま別れることになった。

　年長者のわりには協調性に欠ける人だが、あれは二ふた葉ばちゃんを守ろうとする必死さ故なのだろうとわかる。服はつ部とりさんは、悪い人ではないはず。

　大切なものを持っている人ほど、自由に動けなくなるものだ。きっと、そういうこと。

　大事なものがない僕は、せいぜい輪りん花かさん達たちを捕獲するため、動かなくては。













　運命の時間──輪りん花かさんと信のぶ彦ひこ君が死んでから二十四時間後がやってきた。

　これが山場だ。ここで二人が生き返るのか。生き返ったとして捕えられるのかで、全てが変わる。

　二人が復活するかどうかの目安として持っていた、血の染しみ込こんだティッシュから、色が、消えた。

「やっぱり、二人は生き返った……！」

　僕、瀬せ戸とさん、三み重えさん、徳とく島しまさんの四人は、各おの々おの武器として持っているもの──鉄パイプや、服はつ部とりさんから渡されたナイフなどを構えた。

　場所は地下一階、倉庫。相手に武器となりえるものを持たれては厄介なので、まずここから動くことにしたのだ。なんとしてでも、武器を持たれる前に取り押さえたい、と。

　その目もく論ろ見みは、まず一人目は成功しそうだ。

「……っ」

　ビンゴ、とでも言うべきか。石を飲んでいた人間が復活する場所はランダムらしいが、見事に彼──信のぶ彦ひこ君は、この場所で復活してくれた。何もないところから、いつもイラナイが突然姿を現すように、ふっと出現したのだ。

　まだ何が起きたのか彼自身わかっていないうちに、鉄パイプで胴を殴る。

「ぐ……っ！」

　復活したばかりで場所も状況も把握できていなかった彼は、打撃を受け簡単に床に倒れ込んだ。苦しそうに漏れた呻うめき声に罪悪感が湧くが、相手は一度徳とく島しまさんに残虐な行為をした奴やつだ。こちらの命もかかっているのだし、殺しこそしないものの、遠慮はできない。

「瀬せ戸とさん、今のうちに」

「はい」

　僕が信のぶ彦ひこ君の体を押さえ込み、瀬せ戸とさんが足を縛ろうとする。が、信のぶ彦ひこ君は猛烈な勢いで暴れ、僕から逃れようとした。

「やめろ……放せ、放せっ！」

　小柄なのにすごい力だ。中学生とは思えない。火事場の馬鹿力というやつだろうか。僕も、彼の体を押さえる手に力を込める。

　やがて瀬せ戸とさんが完全に手足を縛り終えた。それから、首にも、呼吸ができる程度には調整して、縄を巻いた。手綱代わりのその縄を、僕は鉄パイプを持っていない左手でしっかりと持つ。

　そんなふうに完全に拘束されてもなお、彼の瞳にはぎらぎらと、鋭い光が宿っている。

「姉さんは……姉さんは無事なんですか」

「それは君次第だ」

　燃え盛る火に似た目が、更に油を注がれたように、殺意の熱を増した。が、怯ひるんではいけない。僕はなるべく冷酷に告げる。

「これから君が言うことを聞かないなら、僕は輪りん花かさんを殺す」

　ブラフだ。いくらなんでも、殺人を犯す気なんてない。二人とも、生かして捕獲しておく。

　だが噓うそと見破られてはいけない。

「今から足の縄だけは解いてやるから、自分の足で、僕に従いながら歩け。言っておくが、少しでも妙な動きをしたら殺す。君も、輪りん花かさんもだ」

　これは作戦だ。永なが野の姉弟のうち、先に捕えたほうを人質にして、なるべく穏便にもう一人を捕獲する。

　輪りん花かさんに、「信のぶ彦ひこ君の命が惜しければ、僕らに捕まってくれ。おとなしくさえしていてくれれば、殺しはしない」と言うのだ。自ら、降伏するように。弟を人質にすれば、向こうは迂う闊かつなことはできないはず。

　信のぶ彦ひこ君は力なく頷うなずいた。いよいよ諦めざるをえないことを理解したのか、瞳から光が消え、虚うつろになる。

「よし、立って歩け」

　彼の首に巻いた縄を持ったまま、僕らは移動を開始した。

　──あとは、輪りん花かさんを捕えればいいだけ。こちらは四人で、武器を持っていて、なおかつ交渉材料である人質もいる。

　万が一輪りん花かさんが信のぶ彦ひこ君を見捨て、降伏を拒否しても、華きや奢しやな女の子一人くらい実力行使でどうにかなる。女の子を殴るのはかなり抵抗があるが、悠長なことを言っていられる場合ではない。

　地下一階にはいないようだったので、一階、二階と、階段を上り輪りん花かさんの姿を探す。

　やがて四階、徳とく島しまさんが殺された場所である、人工庭園に辿たどり着つく。木々が生い茂っており、遮蔽物が多いため、注意が必要──

　パン、と破裂音のようなものが響く。

　僕らの背後にあった木に穴が開く。

　────は？

　パン、パンと続けて大きな音が鼓膜を震わせる。なんで。

　──なんで、彼女が銃を持ってるんだ!?

「ま、待て！　ちゃんと見ろ、こっちには、信のぶ彦ひこ君がいるんだぞ！」

　銃弾が発射されたほうを見ると、約二十メートルほど離れた巨木の後ろに、輪りん花かさんは身を隠していた。こちらの様子を窺うかがいつつ、撃つときだけ顔と手を出す。

「僕らを撃つようなら、信のぶ彦ひこ君がどうなっても知らないぞ」

　彼を押し出し、輪りん花かさんから顔がよく見えるようにする。

「おとなしく降伏してくれれば、君にも信のぶ彦ひこ君にも何もしない。だから……」

　血が、信のぶ彦ひこ君の肩から飛ぶ。

「……え……」

　僕は、何もしていない。

「……せっかく、さっき宝箱でこれを手に入れたけど……銃って、思ったほど便利じゃないわね」

　輪りん花かさんが、信のぶ彦ひこ君を撃ったのだ。

「初めて使うから、全然狙いが合わない。最初からずっと、あなた達たちの心臓を狙ってるのに。……あなた達たち……信のぶ彦ひこも含めて、ね」

　実の弟を撃っても、輪りん花かさんは泣きも謝りもしない。微み塵じんも表情を崩さない。

「さすが姉さん……素敵です」

　それに対して、信のぶ彦ひこ君は──頰を染める。

　銃口を自分に向けた姉を見て、彼は恍こう惚こつの表情を浮かべているのだ。うっとりととろけるような眼差まなざし、薔薇色ばらいろに染まった頰、輝く瞳は、まるで女神でも見ているかのよう。

　冷酷に銃口をこちらに向ける彼女はどう見ても、女神というより死神なのに。

「姉さんのお荷物にはなりたくありません。姉さんに殺されるなら本望です。ボクは姉さんさえ生き残ってくれれば何の未練もありません！　だから、さあ姉さん、こいつら共々、もっとボクを撃ってください！」

　────噓うそだろ!?

「ちょ、ちょっと待てよ！　信のぶ彦ひこ君、石は……飲んでないだろ!?」

「はい、もう飲んでません。生き返ってすぐ、何をする間もなくあなたに捕まりましたし」

「それなのに、どうしてそんなこと言うんだよ!?」

「どうしてって、決まってるじゃないですか。ボクは姉さんを愛しているからですよ。姉さんのためならなんでもするし、何をされてもいい。殺されてもいい。いえ、むしろ殺してほしい！」

「そういうことよ。そいつに人質としての価値なんかないわ」

　また一発、銃が撃たれる。今度は信のぶ彦ひこ君の、腕から血が流れた。

「やめろよ！　君の弟が、本当に死ぬぞ！」

「それが何。私は、私が生き残れればそれでいい」

　冷たい声。血の通った人間とは思えないほどの。

「……私はね、最初から殺し合いをする気でいたわ。そして、絶対に生き残る気だった。人を害したりなんかしない心優しい女の子を演じて、周囲を欺いて、他の奴やつを犯人に仕立てながら、一人ずつ、始末していってやろうと思ってた。……まあ、妙な石のせいで、最初の一人目から私が犯人だってバレたから、計画は変更だけど。

　山やま口ぐち健けん次じ、あなた、命拾いしたかもね。あなたのことは、利用して利用して利用して、骨までしゃぶりつくすつもりだったの。あなたが一番、お人ひと好よしそうだったからね。そういう、偽善者面した馬鹿が一番扱いやすいものだし、一番腹立たしくて……殺しやすい」

「……ふざけるな。なんだ、なんなんだ、君は。人殺しがそんなに楽しいかよ」

「別に楽しいわけじゃないわ。人を殺すのって面倒だし、汚いもの。私は、殺したいわけじゃない。ただ、自分が生き残りたいだけ。それの何が悪いの。あなた、必死に生きようとしている人間を責めようっていうの？　あなたにそんな権利があるの？　あなたは何？　神？」

「生きようとするのは悪いことじゃない。けど、だからってそのために人を殺すな。ここから脱出するにしたって、もっと別の方法があるはずだ」

「別の方法？　なら言ってみなさいよ。他にどんな方法があるっていうの」

「皆で協力すればいい。全員で力を合わせれば、道はひらけるはずだ」

　ふ、と。心底馬鹿にしたような、冷たい息が落とされた。

「──反へ吐どが出る」

　そのまま、また引き金は引かれる。

　いくら輪りん花かさんが銃に慣れていなくて、狙いがそう正確ではないとはいえ、それでも高速で飛んでくる鉛玉は脅威だ。

「くそ、皆、逃げろ！」

　僕はともかく、石を飲んでいない三み重えさんと徳とく島しまさんは、ここにいさせるべきではない。

　だが、銃弾は無限にあるわけじゃないはずだ。ここは、僕が時間を稼いでなるべく弾数を減らしてやりたい。

「姫ひめ子こ、徳とく島しまさん、先に逃げて！　ここは私が！」

　瀬せ戸とさんが叫ぶ。

「──なるほど。あなた達たちが止めて二人が逃げる……ということは、後ろの二人は、石を飲んでないのかしら」

　輪りん花かさんは木の陰から飛び出し、僕と瀬せ戸とさんを突っ切って二人を追おうとする。

　止めるため、咄とつ嗟さに僕は鉄パイプで彼女を狙った。銃を持つ右手に向け、思いきり腕を振る。

　鉄パイプが彼女の手を強打……しようとした、直前。僕の体に勢いよく何かがぶつかってきた。

「姉さんには指一本触れさせない」

　信のぶ彦ひこ君だ。手は縛られているものの、僕に体当たりしてきた。彼は肩と腕を撃たれているのに、だ。

　僕は信のぶ彦ひこ君と一緒にその場に倒れ込む。すぐに体勢を立て直し再び輪りん花かさんを止めようとしたところで、

　パン。

　腹に穴が開いた。

　真っ赤な血が溢あふれ出だす。遅れて激痛が走る。焼けるような鉛玉が肉を貫いた、生々しく、鋭く刺すような感覚に声を発することすらできない。体内で火花が散っているようだ。痛い、痛い痛い、激しく痛い。

「山やま口ぐちさん！」

　瀬せ戸とさんが僕を助けようと駆け寄って、一瞬後輪りん花かさんに撃たれた。腿ももから血を流し、彼女はその場に倒れる。

「これで終わりよ」

　悶もだえ苦しみ、立ち上がることもできない僕に、更に銃口は向けられる。抵抗しなければ、避けなければ、と頭は叫んでいたのに、体が言うことを聞かなかった。

　至近距離から額への発砲。僕の視界が、真っ赤に染まった。







「…………え？」

　気付くと、僕はさっきまでいたはずの四階、人工庭園にはいなかった。

　周囲を白い壁に囲まれた無駄に広い場所。大きく描かれたウロボロス。……ここは、一階ホールだ。

　まるで一瞬にしてテレポートしたかのような感覚。何が起きたのかわからない。たしか僕は、輪りん花かさんと戦って、銃を向けられて──

「僕は」

　声が出ることを確かめるように、呟つぶやく。

「死んだのか」

　口に出し実感したことで、ぞっと背筋に恐怖が這はい上あがってきた。

　僕は一度死んだ。

　人間は。

　こんな簡単に死ぬんだ。

　石を飲んでいなかったら、今、僕はここに立っていない。

　輪りん花かさんに撃たれて、あのまま全て終わっていた。完全な無になっていた。変な石の力で生き返っただけで、本当なら僕は、もう死んでいるはずだったのだ。

　──首を横に振り、一旦困惑を飛ばす。

　この際今は、僕のことはどうでもいい。それより、瀬せ戸とさんや三み重えさん、徳とく島しまさんはどうなった？　無事なのか？

　急いで四階を目指し、階段を駆け上がった。が、四階に着く前に足を止める。

「…………え」

　四階へ続く階段。その、踊り場に彼女は倒れていた。

「…………三み重えさん…………」

　彼女の背中には穴が開き、服や踊り場が、血に染まっている。

「三み重えさん……三み重えさん！」

　抱き起こすが、既に呼吸はしていなかった。

　胸に耳を当ててみても、心臓も動いていない。

　復活できる石を飲んでいたのは、僕と瀬せ戸とさんだけ。

「三み重えさん!!」

　いくら呼んでも返事はあるはずがなく、瞼まぶたはぴくりとも動かない。

　彼女の肉体はまだここにあるのに、彼女はもうここにはいないのだと──彼女の魂は失われたのだと。

　ここにあるのはただ空の抜け殻なのだと。思い知らされる。

　親しかったわけではない。たった三日間だけ、この館内で一緒に過ごしただけの子だ。

　それでも、優しい子なのはわかった。とても臆病だったけど、皆のために頑張ろうとしていた。皆においしい料理を振る舞ってくれた。瀬せ戸とさんと仲がよくて、彼女と話すときは笑顔を見せることもあり、笑ったときに口から覗のぞく八重歯が魅力的だった。

　けれどもう、全て戻らない。

　──三み重えさんは部屋に待機させておけば。

　──あのとき見つけた石を、服はつ部とりさんに渡さず、三み重えさんに飲ませていれば。

　後悔ばかりが押し寄せる。僕の判断次第で、彼女は、死なずにすんだんじゃないのか。こんなふうにならずにすんだんじゃないか。責任感と罪悪感で胸が押し潰される。

「ごめん……ごめん、三み重えさん……！」

　だがどれだけ悔いても謝罪しても、彼女は生き返らない。

　本来、それが普通なのだ。この館内では徳とく島しまさんも瀬せ戸とさんも生き返ったので、それが当たり前であるかのような錯覚に陥りそうになったが、人間は、殺されれば終わり。

　そう──彼女はこの悪夢のような生活が始まってから、初めての、「完全な死者」。

　とうとう僕らは、後戻りできない領域に来てしまった。

「…………」

　それでも、僕は立ち上がる。打ちひしがれてばかりはいられない。

　瀬せ戸とさんと徳とく島しまさんの安否を確認しなければ。二人は生きているのか？　皆、今、どこにいるんだ。

　とはいえ僕も、もう迂う闊かつに動けない。石を飲んでいないのだから、次は死ぬ。殺されてしまう。

　四階に向かって、一歩一歩進む。心臓の鼓動はいつもより早く、冷たい汗が体に流れ、死への恐怖心を自覚する。

　僕は生きる意味を持っていない。何も好きじゃないし何にも興味がない。

　だからこそ死にたくない。まだ、こんなところでは。

　その後四階に着き、周囲を警戒しつつ皆を探してみたけれど、誰もいなかった。

　気が狂って叫び出したくなるのをなんとか抑え館内を彷徨さまよっていたところで、ようやく会いたかった人の後ろ姿を見つける。

「瀬せ戸とさん」

「っ……！」

　彼女は振り向き僕を視認すると、感情が昂たかぶっているのか、僕に飛びついてきた。

「山やま口ぐちさん……山やま口ぐちさん！」

「瀬せ戸とさん、よかった……生きてたんだ……」

「……正確には、死んで生き返った、です」

　失言に気付き、僕ははっと口を覆う。

「徳とく島しまさんはなんとか死なずにすんで、私は生き返って……。……でも……、姫ひめ子こ、は……」

　最後のほうで、彼女の声は震えた。

　瞳が潤み、大粒の涙がぼろぼろと零こぼれる。

「……私……っ！　守るって……守るって、姫ひめ子こに言ったのに……」

「……瀬せ戸とさん。瀬せ戸とさんは、悪くない」

「でも……っ！　もしあのとき、石を私じゃなくて、姫ひめ子こに飲ませていたら……！　そうしたら、姫ひめ子こは……」

「瀬せ戸とさん」

　こんなときの励ましの言葉なんて知らない。そんなもの、ない。

　だから僕は、ただ彼女を抱きしめるしかできなかった。

「う……や、山やま口ぐちさん……っ」

　しばらくの間、瀬せ戸とさんは僕の腕の中で、親友を失った悲しみを涙にし吐き出していた。

　ひとしきり泣くと、胸を押さえ数度深呼吸をし、彼女は涙を拭う。吐き出す息はまだ震えているが、それでもなんとか、気持ちを切り替えようとしているようだ。

　強い子だ。こんな状況でもまだ、頑張って前を向こうとしている。

「……徳とく島しまさんの部屋に、行きましょう。これからのことを、話し合わないと……」







「徳とく島しまさん……？」

　ロックを解除してもらい、徳とく島しまさんの部屋に入った。彼女は肩から胸にかけて包帯を巻いている。

　永なが野の姉弟を捕獲する前の準備の時点で、念のため倉庫から皆の部屋に消毒液や包帯などは持ってきておいたので、それで手当てをしたのだろう。

　元々着ていた服がオフショルダーのため、包帯が完全に見えている状態で、痛々しい。

「それは……やっぱり、輪りん花かさんに？」

「……そうだよ。肩、撃たれたの。死ぬかと思った。……同じ子にまた殺されそうになったんだね、私」

　徳とく島しまさんの顔色は悪く、もはやその顔には何の感情も浮かんでいない。怒りや悲しみなど、全て通り越してしまったかのようだ。

「……山やま口ぐちさん。あの後──山やま口ぐちさんが一度死んだ後のことを、お話ししますね」

　徳とく島しまさんがふらふらとベッドに横たわり、瀬せ戸とさんは床に正座して説明を始める。僕も床に腰を下ろし、瀬せ戸とさんの話を聞くことにした。

　僕が飲んでいた石は青で、瀬せ戸とさんは赤。彼女のほうが復活が早かった分、情報も多いはずだ。

「山やま口ぐちさんが殺されたすぐ後、私も殺されました。でも一秒後、三階近くの階段で復活したんです。したんです──が。私、姫ひめ子こを助けることができず……姫ひめ子こは撃たれて……」

　一度瀬せ戸とさんはそこで目を伏せ、それでも涙をこらえて再び語り出す。

「その後、徳とく島しまさんも撃たれました。でもなんとか、ギリギリ私わたし達たちは徳とく島しまさんの部屋に逃げ込むことができ……ロックをかけました。すると輪りん花かさんは平然と、扉の外からこう言いました」

　語っているのは瀬せ戸とさんだ。だが僕の耳には、輪りん花かさんの氷のような声が聞こえてくるようだった。

「──『あなた達たちで殺し合いなさい』」

　無意識のうちに、拳に力が入っていた。

　この館内に窓はないけど、もしあればうっかり叩たたき割わってしまっていたかもしれない。

　それくらい、怒りが込み上げた。

「『この館から生きて出られるのは二人──二人だけは、助かるのよ。私が生き残るのは確定だけど、もう一つだけ、椅子が余っているわ。誰か一人だけ、私のパートナーにしてあげてもいい。そのために、あなた達たちが殺し合うの。生き残ったほうは、何か、使える武器と、石を私に献上しなさい。そうしたら、殺さないであげる』」

　体内から這はい上あがってくる、激しい憤いきどおりと嫌けん悪お感。彼女は、一体どこまで僕ぼく達たちを苦しめるつもりなんだ？

　彼女は僕に向かって、あなたはなんだと、神かと聞いた。だが彼女こそなんなのだ。彼女にこんなことをしていい権利があるとでもいうのか。いや、絶対ない。

「『次に会ったとき、一人だけで行動していないのなら、殺すわ』……輪りん花かさんはそう言って、別の場所に移動したようです」

「……そう……」

　燃え上がるような憎ぞう悪おと、それを通り越しての脱力感が同時に襲ってくる。

「そういえば、信のぶ彦ひこ君は？　どうしたんだ」

「わかりません。あの後、姿を見ていないので。輪りん花かさんが連れて行ったか……あるいは、殺されたかもしれません」

「そっか……」

「…………許せない」

　僕の心の声が漏れたのかと思ったが、違った。

「絶対……絶対に許せない……」

　声の主は、瀬せ戸とさんだ。スカートの上で両拳を握りしめている。

「…………姫ひめ子こちゃん…………」

　ベッドに横たわった徳とく島しまさんも、弱々しい声で、ここにはいない──もうどこに行っても会えない、三み重えさんの名を呼ぶ。

「姫ひめ子こちゃん……昨日、一緒に料理してるときにね。私が姫ひめ子こちゃんの作った料理、味見して、おいしいって言ったら喜んでくれて。レシピも教えてくれて……。他にも、料理好きだから、皆でここから出られたら、もっとたくさん、料理教えてくれるし、ご馳ち走そうしてくれるって、言ってね……。……ほんのちょっとしか一緒にいられなかったけど……本当に、いい子だった」

「……そうですよ。姫ひめ子こは、いい子なんです」

「私わたし達たちの今の状況は、異常だよ。狂ってしまうのも、なんとしても自分だけは生き残りたいって気持ちも、まったくわからないわけじゃない。……でも私も、もう、輪りん花かちゃんを許せない。……あの子の思い通りになんか、なってやらない」

　徳とく島しまさんの声は弱々しく涙混じりだったが、同時に、強い決意も感じられた。彼女の右手が、ぎゅっとベッドシーツを握りしめる。

「私わたし達たち……殺し合いなんてしないよね。……こんな理不尽に、屈したりしない」

　僕も、瀬せ戸とさんも、深く頷うなずく。

「僕らは殺し合ったりしない。生きて、皆でここを出よう」







「……やっぱり、どうやって僕ぼく達たちも銃を手に入れるかが問題だな」

「武器は、宝箱からしか手に入れられないんですよね」

　ロックが切れるまで時間があるので、僕ぼく達たちはこれからのことについて徳とく島しまさんの部屋で話し合いを重ねていた。

　三人の部屋を順番に使用しロックをかけ続ける手もあるが、それでは何も進展はしない。部屋の移動中を狙われたらアウトだし、食料確保の問題もある。

「宝箱の出現は完全なランダムだしな……」

「……そう言われていますけど、噓うそじゃないでしょうか。イラナイの作為を感じます」

「え？」

「だって、でなければ、輪りん花かさんが復活してすぐ、あんなに都合よく銃を手に入れられるはずがありません。イラナイは観察を面白くするために、あえて殺し合いが盛り上がるような相手に、タイミングを見計らって武器を出しているんじゃないでしょうか」

「……なるほど。その可能性も否定できないな」

「ともかく、いかにして石と武器を集められるかが鍵になることは間違いないかと。……徳とく島しまさんは、どう思いますか？」

　瀬せ戸とさんが、ベッドに横たわったままの徳とく島しまさんにも意見を求める。

「……え？　……あ……ご、ごめん……なん、だっけ……」

　答える彼女の声は、さっきまでより弱い。

「……あの。徳とく島しまさん……本当に大丈夫なんですか？」

　話し合いの前に、瀬せ戸とさんと徳とく島しまさんに怪け我がの具合について聞いたのだが、銃弾は後ろから肩を掠かすめて肉をえぐっており、出血量もそれなりに多いだろう。

　いくら消毒をして包帯を巻いているといっても、所詮素人しろうとがしただけの処置だ。

　僕は彼女が撃たれた現場も、患部も直接見ていないが、本来縫うなり、輸血なりする必要があるのかもしれない。

「ん……うん。私は、平気。……平気、だよ……」

　そう言いながらも、ベッドの上の徳とく島しまさんはひどく苦しげで、顔色は青白く、とても平気そうには見えない。

「……石を探してくる」

　僕は立ち上がり、言った。

「やっぱり、まずは石を手に入れないことには、輪りん花かさんに対抗できない。僕は外に出るよ」

　何より、このままでは徳とく島しまさんのことが心配だった。万が一のことを考えて、彼女に石を飲ませておきたい。

「私も行きます」

「あ……私、は」

「徳とく島しまさんは無理ですよ、その状態で外に出るなんて。ここで待っていてください」

「……ごめん。私、役に立てなくて……」

「謝らないでください。徳とく島しまさんは何も悪くないんですから」

　ロックを解除してもらい、僕と瀬せ戸とさんは、武器代わりのもの──瀬せ戸とさんは包丁、僕はスコップを持って外に出る。

　僕らが持っていた鉄パイプやナイフといった武器は、一度死んだ後、四階になかったのだ。おそらく輪りん花かさんが持って行ったのだろう。

「僕は下を探してみる。瀬せ戸とさんは上をお願い」

「一緒に行動しないんですか？」

「輪りん花かさんに会ったときのことが心配だから。彼女に出くわしても、一人なら攻撃されないかもしれない──『仲間にして』と言えば。……もちろん本気で彼女に屈するつもりはないけど、まずは死なないことが第一だ。もしかしたら、輪りん花かさんと一緒に行動したほうが、真正面から戦うより、隙をついて捕獲できるかもしれないし」

「それは、確かに……」

　頷うなずきながらも、瀬せ戸とさんはまだどこか納得できていないようだった。しかし躊ちゆう躇ちよしている余裕はないと判断したのか、まっすぐに僕の目を見つめる。

「……山やま口ぐちさん、絶対絶対、気をつけてくださいね」

「ああ。瀬せ戸とさんも」

　二手に分かれて行動を開始した。

　僕は二階、一階と、輪りん花かさんがいないかどうか窺うかがいながら慎重に足を進める。

　何せ、今の僕は石を飲んでいない。迂う闊かつな行動はできない。

　周囲を警戒しながら宝箱を探す。まったく何も見つからないことに苛いら立だちと焦燥を感じていたところで、足音に気付く。

　現在地は地下、倉庫。積み重なったダンボールの陰に身を隠す。

　足音の正体は輪りん花かさんではなく服はつ部とりさんだった。ひとまず内心で安あん堵どし──次の瞬間、彼が持っているものに気付いて僕は目を見開いた。

　掌てのひらサイズの小さな宝箱。石が入っているに違いない。

　──欲しい。

　どうしても、あれが欲しい。

「服はつ部とりさん」

　声をかけると、服はつ部とりさんは僕の存在に気付いていなかったようで、ビクッと肩を震わせた。返事をすることもなく、彼は走り去ろうとする。

「待ってください、徳とく島しまさんが危ないんです！」

　その言葉で、彼は一度だけこちらを振り向く。

「お願いします、石が必要なんです。それをください！　僕は一度、あなたに石を譲ったじゃないですか。だから今回は、僕にくれませんか。徳とく島しまさんが、本当に、危険な状態で。怪け我がを負っていて……」

　服はつ部とりさんは口を開き、僕に何か言おうとした。

　が、結局何も言わず、全力で僕から逃げる。

　……その背中を見て、急激に、頭に血が上った。

　こっちは一度譲ったというのに。それが年長者のすることか。

　そうだ。あのとき僕が服はつ部とりさんに石を譲らず、三み重えさんに飲ませていたら、彼女は死なずにすんだ。

　そう考えたら凄絶に腹が立った。憎ぞう悪おが湧いたと言ってもいい。服はつ部とりさんは僕らよりずっと年上であるにもかかわらず、保身に走り輪りん花かさん達たちに何もしなかった、それどころか僕から石を奪った。それさえなければ、三み重えさんは今も生きていたかもしれないのに。

　わかっている。これは八つ当たりだ。僕は自分の中に燻くすぶった感情を服はつ部とりさんにぶつけることで誤魔化そうとしているにすぎない。

　それでも。

「石を」

「ぐあっ!?」

　走って服はつ部とりさんに追いつくと、スコップで背中を殴りつけた。しかし、服はつ部とりさんは宝箱を手放さない。

「渡してくれと言っているんです。徳とく島しまさんが危ないから。……渡してください」

　僕は彼の首筋に、スコップの先を突きつけた。服はつ部とりさんの顔が恐怖に歪ゆがむ。自分が凄すさまじい悪党になったような胸むな糞くそ悪わるさを、徳とく島しまさんのためだという大義名分で覆い隠した。

「それさえ渡してくれたら、これ以上手荒な真ま似ねはしません」

「……ぐ……」

「……お願いします……僕も、乱暴なことなんかしたくないんです。おとなしく、渡してください」

　服はつ部とりさんは観念したように、宝箱をこちらに渡す。僕はそれを受け取ると、彼に背中は見せないよう、スコップを構えたまま後ずさるようにして服はつ部とりさんから離れた。

「言っておきますが、追いかけて奪い返そうとしても無駄ですよ。諦めて他の石を探してください」

　十分に距離をとったところで、走り出す。……胸のうちは、罪悪感で押し潰されそうだった。

　僕は何をしているんだ。こんなふうに他人を脅して、命ともいえるものを奪って、最低じゃないのか。

　あえて大きく首を横に振り、そんな考えを散らす。これは徳とく島しまさんのためだ。彼女のために仕方がないことなのだ、と。そう、自分に言い聞かせた。







　徳とく島しまさんの部屋に戻ると、僕はすぐに彼女に石を渡した。宝箱の中に入っていた石の色は、青。

「徳とく島しまさん、飲んでください」

「あ、ありがとう、山やま口ぐち君……」

　病人が薬を飲むように、彼女は石を嚥えん下かした。

　だがこの石は、傷を治したり癒したりするものではない。生き返りさえすれば損傷は全て癒えるが、逆に言えば、死ぬまではどうにもならないということ。

　ロックを解除するために一度は起き上がった徳とく島しまさんだが、またふらふらとベッドまで歩き、倒れ込んだ。依然として彼女の顔色は悪く、苦しそうだ。見ているこちらのほうが辛い。

「……死んだほうがいいのかも……」

「…………え？」

　僕の言葉に、徳とく島しまさんは目を見開く。

「輪りん花かさんに撃たれた怪け我が、辛そうだから。いっそ死んで生き返ったほうがいいかもしれません」

「……え」

「徳とく島しまさんはこのままじゃ、行動が制限されることになります。万が一、扉のロックが切れた状態で輪りん花かさんが襲ってきたら、逃げることもままならないでしょう。それなら、損傷を全て回復させた状態にしたほうが……」

「ま……待って、待って！　全て回復って……一度、死ぬってことでしょ」

「それは……そうですけど。でも生き返れるんだし、そのほうが……」

　彼女の目が潤む。

　それは悲しみではなく、別の感情からくる涙のように見えた。別の感情というのがなんなのか、僕には説明できないが。

「……ご、ごめん。わかるの。山やま口ぐち君の言ってること、頭では、わかる。確かにそのほうがいいのかもしれない。私、このままじゃただの足手まといだ。何もできない。それは嫌。皆に迷惑はかけたくない……。でも……頭でわかっても、感情がついてこないの。……いくら生き返れるからって、そんなすぐに、死を選べないよ……！」

　目を覚さませられるような、頭を冷やされるような感覚。

「だ、だって……辛くても、苦しくても、私はまだ生きてるんだよ。そんな簡単に、死んで生き返る、なんてこと、受け入れられない。命があるかぎりは、苦しくても生きていたい……そう、思っちゃうの。……山やま口ぐち君の言ってることのほうが合理的だって、わかっては、いるのに」

　気付かされてしまった。彼女の言葉で。

　死という概念が、恐怖が。少しずつ、しかし確実に、僕の中で意味を失っていたことを。

　死んでも生き返ることができるのだと──生き返ることができるから、死んだって構わないのだと。

　僕はこの狂気の空間に蝕むしばまれていた。最初はこんな石の効果ありえない、おぞましいと思っていたのに、既に「生き返れるなら死んでもいい」なんて考えられるようになってしまっていた。麻ま痺ひしている。

　狂って、いる。

「すみません。僕が無神経でした」

「違うの！　私が我わが儘ままなだけ。山やま口ぐち君は何も悪くない」

「死ぬのを嫌がるのを、我わが儘ままとは言いませんよ。……徳とく島しまさんは、ただただ正常なんです。それが普通の感覚なんです」

　僕は、異常だ。

「ご、ごめんなさい、山やま口ぐち君……。わ、私のことは、もう、構わなくていいから……。足手まといになっちゃうから。あとは、自分のことは、自分でなんとか……して、みる、から……」

「僕は、僕のしたいように動きます。少なくとも、輪りん花かさんに屈する気はありません。輪りん花かさんが誰か殺そうとするなら、その人を守りたいと思います」

　徳とく島しまさんは、じっと僕を見つめる。気のせいかもしれないが、青白かった頰に、ほんの僅かだけ赤みが戻ったように見えた。

「絶対守れるなんて軽く約束はできませんが、できるかぎりは、あなたを守りたいです」

「……どうして」

　潤んだ目から、涙は零こぼれる。

「どうして、君はそんなに皆を守ろうとしてくれるの。も、元から知り合いだったわけでもなんでもないし、ここに来てから、会ったばっかりで。私は、君のためになんにもできなくて。……なのに君は……ずっと、一生懸命皆を守ろうとしてくれてる……。どうして、そんなに……」

「それは、」

　声を震わせている彼女と違い、答える僕の声は少しも震えない。

「義務感です」

　予想と違う答えだったのか、徳とく島しまさんはぽかんと目を開く。僕は彼女から目を逸そらす。

　幼い頃から植えつけられた、歪ゆがんだ正義。

　どこまでも僕を縛り、動かし続ける。







　広い館内。輪りん花かさんと再び遭遇することのないまま、しかし徳とく島しまさんにあげたもの以外石は見つからないまま、一夜が明けた。

　石は見つからなかったものの、収穫は一つあった。瀬せ戸とさんが宝箱を見つけてきてくれたのだ。中身は自動式拳銃だった。

　宝箱の中には一緒に換えの弾倉と、レッグホルスター、ご丁寧に説明書まで入っていた。撃ち方や狙いのつけ方、弾倉の交換方法などが簡単に説明されたものだ。

　今、僕はその銃を持ち、また石を見つけるため館内を探索している。護身のため、銃は瀬せ戸とさんに持っているように言ったのだが、瀬せ戸とさんに「いいえ、これは山やま口ぐちさんが持っているべきです」と強く言われてしまい、半ば無理矢理僕が持たされることになった。

　おそらく瀬せ戸とさんは、三み重えさんの死に責任を感じているのだろう。そのため、もう誰にも死んでほしくないと思っている。

　銃が手に入ったのだから、このままもう一度輪りん花かさん捕獲を試みてもいいのだが、石を飲んでいないという点で不安が残る。挑むなら万全な態勢でいたい。もっとも、彼女が今どこにいるのかわからないので、会ってしまったらそのまま仲間になるふりをして隙を窺うかがうしかないのだが。

　──輪りん花かさんはもう、石を飲んだのだろうか。そんな考えが頭を過よぎる。

　早くこんな状況どうにかしたい。石を飲んで安全が確保できたら、彼女に立ち向かっていけるのに……。

「──っ」

　何か聞こえた。銃を構える。

　その場で音を立てないようにして、耳に全神経を集中させた。

　誰かの声だ。泣き声。高い、女の子の声──輪りん花かさんのものではない。

　おそらく二ふた葉ばちゃんだ。何かあったのだろうか。

　彼女は幼い。危険な目に遭っているのなら、助けなければ。銃を構えたまま、慎重に声のほうへ近付く。声がするのは、ホールの中だ。

「パパ……パパぁぁぁぁぁ」

　近付くにつれ、はっきりと聞こえる声。二ふた葉ばちゃんは父親を呼び、ひたすら泣いていた。

　だが、父である服はつ部とりさんは返事をしない。……返事が、できない。

　二ふた葉ばちゃんのもとに辿たどり着ついた僕が見たのは、床に倒れ、血を流している彼の姿。おそらく、やったのは輪りん花かさんだろう。

　周囲に輪りん花かさんの姿がないことを十分に確認して、僕は二ふた葉ばちゃんに近付く。

「二ふた葉ばちゃん！」

「お……にい、ちゃ……」

　幸い二ふた葉ばちゃんは無傷（あるいは死んだが石の効果で生き返り無傷になったのかもしれない）。だが、その傍かたわらにいる服はつ部とりさんは、変わり果てた姿となっていた。頭部や背中など、複数の箇所を撃たれている。

　二ふた葉ばちゃんは、そんな服はつ部とりさんを揺り起こそうとしているようだった。

「お兄ちゃん……パパ、パパがあぁぁぁぁぁ」

「二ふた葉ばちゃん。服はつ部とりさんは、石は、飲んでた？」

「え……？　わ、わかんない……」

「二ふた葉ばちゃんは、飲んだだろ？　石だよ。小さくて、丸い、赤か青か黒のやつ」

「うん……わたしは、飲んだ。でも、パパは、わかんない……飲んでるところは、見てない……」

　ガツンと頭を殴られたような錯覚。

　二ふた葉ばちゃんは、ぎゅっと僕の服を摑つかむ。

「わかんない、の。昨日、わたしにはお部屋にいるように言って、パパは、お外に行ってたときもあったから……」

「そっか……」

　小さな体を、包み込むように抱きしめる。その間も僕は、もう動かない服はつ部とりさんから目が離せなかった。

　この人は、生き返るのか？

　昨日、僕はこの人から石を奪ってしまった。それが徳とく島しまさんのためだと思って。だがもし僕があのとき、服はつ部とりさんから石を奪っていなければ……。

　服はつ部とりさんが生き返らなかったら、僕のせいなのか。

　服はつ部とりさんが完全に死んでいるのだったら──この子は、どうなる？

「パパ……パパ、パパぁ……」

　僕の腕の中で、二ふた葉ばちゃんは泣き続ける。

　──切り替えろ、無理にでも。僕が今更自分を責めてもどうにもならない。今は今で、できることをしなければ。

「大丈夫」

　何も大丈夫じゃない。言いながら自分でも馬鹿かと思う。

　それでも、目の前で子供が泣いているのに、僕まで不安を見せたらいけない。まずは、二ふた葉ばちゃんを少しでも安心させてあげなければ。二ふた葉ばちゃんの頭を撫なで、「大丈夫」と言い続ける。

「大丈夫。きっと、二ふた葉ばちゃんのパパは、石を飲んでる」

　よくこんなことが言えるな？　僕。

　奪ったのは僕なのに。

　だが、けして可能性がゼロというわけじゃない。僕と別れた後、服はつ部とりさんはまたどこかで石を発見して、その場で飲んだかもしれないじゃないか。あるいは、あのとき服はつ部とりさんは本当はもう石を飲んでいて、あの宝箱はいざというときのために持って帰ろうとしていたのかもしれない。

　僕が、二ふた葉ばちゃんが知らないだけで、石を飲んでいたかもしれないじゃないか。

「服はつ部とりさんは、生き返るよ」

　頼む。そうであってくれ。どうか、どうかそうであってくれ。

　必死に祈る。祈るしかできない。ひたすら神に懇願する。

「それまでは、僕が君を守るから」

　──この子を、一人にはしておけない。

「おにい、ちゃん……」

　二ふた葉ばちゃんがぎゅっと首の後ろに腕を回してくる。彼女の涙でシャツの襟が濡ぬれる。冷たいようで、温かいようで、冷たい。

　にしても、これからどうするべきか。二ふた葉ばちゃんを放っておくのは言語道断だが、なにせ子供だ。足が遅いし体力もない。しかし抱えて歩けば手が塞がってしまう。

　服はつ部とりさんがそうしていたように、二ふた葉ばちゃんにはどこか安全な場所にいてもらうしかない。そうだ、徳とく島しまさんと一緒にいてもらうか。三階居住エリアへ行こう。

「子連れでうろつくなんて、随分余裕なのね。山やま口ぐち健けん次じ」

　──ああ。

　運命は、どこまでも僕の邪魔をしたいらしい。

　……いや、運命なんて抽象的なものじゃないか。

　彼女は、どこまでも僕の前に立ちはだかる。

「一人で行動していなかったら殺す、って言ったはずなんだけど。言っておくけど、子供であっても一人は一人よ？」

　体を反転させるとそこにいたのは、もちろんというべきか、輪りん花かさんと信のぶ彦ひこ君だ。

　輪りん花かさんは、銃口を僕へ向けている。

「……ああ、あなたは死んでいたから、伝わっていなかった？　誰にも教えてもらえなかったのかしら。かわいそうに」

　最悪だ。二ふた葉ばちゃんを連れたこの状態では、仲間になるふりもできない。

「ねえ。かわいそうだから、あなたに最後のチャンスをあげてもいいわよ」

「さすが姉さん、慈悲深いです。女神のようです」

「……チャンス……？」

「ねえ、山やま口ぐち健けん次じ」

　彼女は、長いツインテールをかき上げる。黒絹のような髪がさらりと揺れる。

「その子供を撃って、その後、あなたの持っている銃を私に渡しなさい。そうしたら、私のパートナーにしてあげてもいいわよ」

　一瞬、言葉が出てこなかった。

　内容に反して、彼女があまりにも平然と言ったものだから。

「二ふた葉ばちゃんを……僕に、撃てっていうのか」

「そうよ。別にその子、あなたの娘でも妹でもなんでもないでしょ」

　ふざけるな。そう叫びたかったが、あまりの怒りで声が出なかった。喉がひりついている気がする。喉で留とどめられた猛烈な怒りが、その場で燻くすぶっているのだ。

「お兄ちゃん……」

　二ふた葉ばちゃんの視線が、僕に向けられる。

　……そういえば。さっき確認できなかったが、結局この子、一度死んだのだろうか？

　もし。もしも二ふた葉ばちゃんがまだ石を飲んでいるなら。撃って、完全に輪りん花かさんを信用させることができる。僕はあなたの味方ですよという顔をして行動を共にし、隙をつく。彼女だって所詮、一人の人間にすぎない。長時間一緒にいれば隙を見せるだろうし、睡眠時を狙ってもいい。銃さえ奪えたらあとはどうにでもなる。

「早くやりなさい。でないと、あなた達たち二人とも撃つわよ。私に従わなければ、二人とも死ぬの。でも、私の言うことを聞けば、山やま口ぐち健けん次じ、あなただけはまあ助けてやってもいい」

「姉さんがこんなに優しいことを言っているんですよ。すぐに従わないなんて、あなた馬鹿じゃないですか？」

　従わなければ、僕も二ふた葉ばちゃんも殺される。それなら、いっそ……。

「二ふた葉ばちゃん」

　僕は二ふた葉ばちゃんから体を離し、彼女に銃口を向ける。

「……ごめん」

　次の瞬間、僕は発砲した。

　──素早く銃口の方向を変え、輪りん花かさんへと。

「二ふた葉ばちゃんごめん、危なくなるから、逃げて！」

　言うとともに地を蹴り、輪りん花かさんに接近しながら、銃の引き金を引く。

　銃を撃ったのは生まれて初めてだ。痺しびれるような衝撃を手に感じるが、連続で引き金を引き続ける。もうなりふり構っていられない。

　輪りん花かさんは信のぶ彦ひこ君を盾として使う。信のぶ彦ひこ君は輪りん花かさんにそんなふうに扱われても、抵抗一つしない。むしろ盾になれることを光栄に思っているようにすら見えた。

　輪りん花かさんは一発、僕のほうへ発砲する。咄とつ嗟さに避けたので、当たらなかった。

「突っ込んでくるなんて、無謀ね。馬鹿のやることだわ」

「いいんだよ。撃ってほしいんだから」

　本心とは真逆のことを、あえて薄笑いで言う。ブラフだ。

「僕は石を飲んでる。撃たれることは怖くない。……いや、むしろ撃ちまくってくれたほうが都合いいくらいだ」

　わざとらしくチラッと彼女の持つ銃を見る。幸い、彼女はその視線に気付いたようだ。僕の言葉の意味を察しただろう。

　銃弾は無限にあるわけじゃない。三み重えさんや徳とく島しまさん、服はつ部とりさんに発砲し、命中したものだけでなく外した分まで考えたら、輪りん花かさんの銃の弾丸は、もう残り少ないはず。

　もちろん、どこかでリロードしている可能性もある……というか、今まで撃った弾数的にどこかで一度はリロードしていると思うのだが。もし今、弾丸に余裕があるのなら、僕と交渉などせずすぐ発砲しているはず。ほぼ間違いなく、彼女の銃に弾丸は僅かなのだ。

「どうした、撃たないのか」

　怖い。本当に撃たれて、当たりどころが悪ければ死ぬ。けれど悟られてはならない。

　走って行った二ふた葉ばちゃんを、できるだけ遠くに逃がしておきたいのだ。僕は彼女を守ると約束した。服はつ部とりさんから石を奪ってしまったのは僕なのだし、なんとしてでも、その約束は守らなければならない。

　輪りん花かさんは信のぶ彦ひこ君の後ろで銃を構えたまま、無言でこちらを見ている。

　撃ってくる気配がないということは、彼女ももう、残弾ゼロになれば後がないと、ここからの戦闘は不利だという考えがあるのだろうか。説得することができるだろうか。

　いや、撃つ気がないと油断させておいて、隙をついて発砲する気なのかもしれない。読めない。石を飲んでいたら、もっと強気で突っ込んでいけたものを。

「……なあ、輪りん花かさん。撃つ気がないなら、少し話さないか」

「話す？　何を話すっていうの」

「単刀直入に聞くけど。こんな殺し合いなんかしても、意味ないと思わないか」

「意味ならあるわ。生き残ってここから脱出するという意味が」

「殺し合い以外でも、皆で生きて脱出できる方法があるはずだ。今からでもまだ間に合う。協力しよう」

「馬鹿なの？」

　心底呆あきれたような視線を向けられる。

「皆で協力？　ならあなた、私を許せるっていうの？　私はもう何人も殺してるのよ。まあ、石の効果で皆生き返ってしまったけど。……でも、三み重え姫ひめ子こは死んだ」

　ドクンと、心臓が一拍する。彼女の顔が頭に浮かぶ。

　三み重えさん。

　臆病な子だったけれど、皆のために必死で頑張ろうとしていた。皆においしい食事を作ってくれた。ビクビクしていたけど強がりで、瀬せ戸とさんと仲がよくて……。

　そんなことしか知らない。だけど、絶対、殺されていいような子じゃなかった。

　許せるかと問われたら、許せない。それでも。

「僕は神じゃない。君を罰する権利は、僕にはない」

「……へえ。それじゃあ、私はどうするべきだって考え？」

「君は、地球に戻って、地球の人間として、正式に罪を贖あがなうべきだ。警察に自首して、刑を受けて、三み重えさんのご両親に謝罪して……」

「……私が、そんなことすると思ってるの？　地球に戻ったところで、人を殺したなんて言うわけないでしょ」

「君は本当にそれでいいのか」

　彼女の眉が、ぴくりと動く。

「人を殺したんだぞ。本当に、何の償いもせず、この先平気で生きていけるのか。少しも後悔していないのか。罪悪感に押し潰されそうになることはないのか。……そんなことで、幸せになんかなれるのか」

「幸せ、ね……」

　クスッと、彼女は笑った。最初の頃、猫を被かぶっていたときのような可愛かわいらしい笑顔。

　それは、一瞬で豹ひよう変へんする。

「あんたに私の何がわかる」

　表情も、声も。氷を上回る冷気を持って、周囲の空気を圧倒する。

「ねえ。聞かせてよ。あんた、明日の食べ物の心配をしたことがある？　呼吸をするだけで怒鳴られたことがある？　意識が飛ぶまで殴られたことある？　信じてた相手に裏切られたことがある？　冬の寒い日にベランダに放置されたことある？　明日には親に殺されるんじゃないかって怯おびえながら泣いたことがある？　どうせ、ないでしょ。あんたに私の気持ちはわからない」

　弾丸のように繰り出される言葉に絶句する。

　僕も別に円満な家庭で育ったわけではない。が、それでも、今言われたことが彼女の受けてきた仕打ちだというのなら、彼女よりは恵まれている。少なくとも金銭的な問題に遭遇することや、ひどい暴力を受けることはなかった。

「……もう力のないガキじゃなくなって、信のぶ彦ひこと二人がかりであいつらに復ふく讐しゆうして、やっと家からあの馬鹿親どもを追い出せた。やっと、自由になれたと思ったの。……なのに、今度はわけのわからない宇宙人なんかに連れ去られて、閉じ込められて、こんなことに巻き込まれるのよ。私が、何か悪いことしたの？　ふざけないで。私は、私は悪くない。なのに、いつもいつもいっつも、踏みにじられて、ぐちゃぐちゃにされる！　それが私の人生よ」

　息継ぎもろくになく怨えん嗟さを紡つむぎ続ける彼女は、泣いてはいない。瞳は充血しているが、泣くことは敗北だとでも思っているかのように、一粒の涙も零こぼさない。

「幸せ？　そんなもの、一度も味わったことがない。だから戦うのよ。私だけこんなの、理不尽じゃない！　あんた、どうせこれまで毎日親の金でちゃんとごはん食べて、殴られる心配なんかしないで、あったかい布ふ団とんで寝てたんでしょ。ならもう十分でしょ、私に譲りなさいよ。私は絶対にこんなところで死んだりしない。抜け出してやる。今までろくでもない目に遭ってきた分を、埋め合わさせてもらわなきゃ割に合わない！」

　涙はなくとも、感情が爆発している、激げき昂こうした彼女は、盾にしていた信のぶ彦ひこ君の後ろから飛び出し、美しい黒髪を振り乱し、残り僅かな弾丸でも、確実に僕を仕留めるように、近距離で引き金に手をかけ、叫ぶ。

「私は生きる。だから、あんたが死ね！」
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　このままじゃ本当に殺される。死ぬ。もう生き返れない。

　殺さなきゃ、殺される。

　破裂音のような銃声。空気の振動。血の赤。

「…………っ」

　僕は生きている。輪りん花かさんが撃ってきたのはかなりの近距離だったが、感情が非情に昂たかぶっていたのが致命的だったのだろう。彼女の手の震えと、僕が咄とつ嗟さに動いたせいで、弾は僕の頰を掠かすめ、血を滲にじませはしたものの命までは奪えなかった。

　撃たれたのは、彼女のほう。

　彼女より一拍遅れて、僕は、引き金を引いたのだ。

　ろくに狙いを定めることもできなかったが、彼女にとって僕が近距離だというのは、逆もまたしかり。彼女の体がすぐそこにあった上に、運命が僕に味方したのだろうか──

　弾が当たった場所は、彼女の額だった。

「姉……さん」

　信のぶ彦ひこ君の目が、驚きよう愕がくに見開かれる。

「姉さん、姉さん！　うわあああああああああっ!!」

　殺やった……のか？

　殺したのか、僕が。

　後から冷静に考えれば、僕はこのとき信のぶ彦ひこ君も撃つか捕獲するか、あるいは輪りん花かさんの銃をすぐに回収するべきだった。が、生まれて初めて、自分の手によって人を殺したというショックは僕の頭を真っ白に染め、頭と体の動きを完全に停止させてしまった。

「よくも……よくも、姉さんを！」

　だから、我に返ったときには既に、信のぶ彦ひこ君は輪りん花かさんが使っていた銃を僕に向けて構えていた。

　今度こそもう駄目だ。そう思った。

　その瞬間信のぶ彦ひこ君は爆ぜて散乱した。

　あの、階段にあったものと同じ。信のぶ彦ひこ君は、一瞬にして人間の残骸になった。おそらく、鹿か川がわがどこかでスペシャルアイテムを発動させたの、だろ、う、

「う……ぐ……っ」

　人間の肉体がぶっ壊れる場面を目の前で、生で見てしまったことで、耐えきれない嘔おう吐と感が込み上げる。僕は胃の中のものをその場にぶちまけた。

　信のぶ彦ひこ君だけじゃない。輪りん花かさんだって、血に塗まみれている。信のぶ彦ひこ君のように原型を留とどめない残骸にはなっていないぶん、かえって心に突き刺さる。

　輪りん花かさんの姿形を残しているのに、輪りん花かさんはさっきのように僕に憎しみをぶつけてこない。銃口を向けることもない。その代わりに、もう喋しやべることもない。

「僕が」

　手が震える。止まらない。全身に震えが拡大し、僕は血の海と化した床に膝をつく。

「僕、が、殺した」

　殺さなければ殺される状況だった、とは、いえ。この手で、人を殺したのだ。







「あ、山やま口ぐちさん？」

　三階へ上がってきたところで、瀬せ戸とさんを見つけた。

「探索の結果はどうでした？　また何か石とか武器とか、見つけ……」

　こちらへ駆けてきた瀬せ戸とさんは、僕の姿に気付いてはっと口を押さえる。

「ど、どうしたんですか」

　今の僕は、信のぶ彦ひこ君の血で真っ赤に染まっている。驚くのも無理はない。驚かないほうがどうかしている。

「だ、大丈夫ですか。……あ、頰、切れてますね。手当てしないと……」

　瀬せ戸とさんがポケットからハンカチを取り出し、僕の頰に触れようとする。

　僕はその手を払い落とす。

「……山やま口ぐち、さん……？」

「……ごめん。……触らないで……」

　僕は人を殺した。

　この手で引き金を引いて、輪りん花かさんを撃った。

　銃声が、反動が、離れてくれない。頭が痛く、依然として震えは治まらない。もう胃の中は空なのに、気色悪い嘔おう吐と感が拭い去れない。

　こんな状態で──こんな僕が瀬せ戸とさんに触れたら、彼女まで穢けがしてしまう気がした。だから、今はうまく彼女と接することができない。

　瀬せ戸とさんは傷ついた顔をしていたが、フォローしてあげられる気力もなかった。「悪いけど、しばらく一人にして」とだけ言って自分の部屋に入る。

　あのとき鹿か川がわが服を着たままシャワーを浴びていた理由がわかった。そりゃあこれだけ血を浴びたら服を着替える余裕もなく、とにかく洗い流したくなる。僕は浴室に直行した。

　シャワーの蛇口をひねろうとして、まだ僅かに働いていた思考が、復活時の目安になるから、少しは血のついたものを残しておくべきだと警鐘を鳴らした。僕はブレザーを脱いで脱衣所に放り、シャツとズボンは着たまま水を浴びた。

　勢いよく流れ出る冷水、その中で嗚お咽えつを漏らす。頭の中には、輪りん花かさんの姿が浮かぶ。

　──前に彼女が殺されたときは、死んでいてくれ、と願ってしまったのに。

　今は、生きていてくれと願わずにはいられない。

　だが生きていたところで、どうせ繰り返し。彼女が僕らを殺そうとするかぎり、僕はまた彼女を殺さなければならない。

　ああ、そうか。

　この館内の、ホールの壁のウロボロスは、こういうことを示唆していたのではないか。

　生きて、殺されて、生き返って、殺して。死と再生。何度生き返っても何度でも殺される、永遠の循環ループ。

　シャワーの水で血を洗い流せても、銃の引き金を引いたあの反動は、輪りん花かさんから流れ出たあの赤い色は、僕の中に焼き付いて一生離れてくれないだろう。

「う……っ、く……」

「泣いているのですか、山やま口ぐちさん」

　声に気付いてはっと顔を上げると、イラナイが浮いていた。

「……なんだよ、おまえ。何しに来た」

「あなたを観察しに来ました」

　怒鳴る気力も湧かない。僕は水に打たれ続ける。

「山やま口ぐちさん、質問なのですが。なぜ、泣いているのですか？　ずっとあなた方を殺そうとしてきた輪りん花かさんを殺せたのですから、ここは喜ぶところでは？」

「……相手が誰であろうと、人を殺して、喜ぶことなんてできない」

「実際に、あなたは一度輪りん花かさんに殺されているのに、ですか？」

「それでも、彼女は人間だ。……ただ、自分が生きたいと願っていた……一人の人間だ……」

「ふむ。人間を殺すというのは、あなたにとってそんなにショックなことですか」

「当たり前だ。それが人間だ」

「ですが、人間の中にも、平気で人間を殺す人間はいますよ。だからこそ地球で、殺人や戦争が起きるのですから」

「それでも、僕は嫌なんだよ！　人を殺して、平気でなんかいられない！」

「ふむ」

　イラナイが僕の眼前に浮かぶ。シャワーの水は、イラナイが存在しないものであるように、イラナイをすり抜け床のタイルを叩たたく。

「ではあなたは、他人の死を悲しむことができる人間なのですね」

　水音が一瞬途切れ、また響く。

　別に僕が水を止めたわけでもないので、ただの気のせいだったのかもしれない。耳が、頭が、おかしくなっているのかもしれない。

　いや、「かもしれない」ではない。今の僕はおかしいのだ。

　──こんな奴やつの言葉に、一瞬でも救われそうになった、なんて。

　ありえない。そうだ、ストックホルム症候群というやつかもしれない。犯罪被害者が、犯人と長時間過ごすことで、犯人に好意を抱くという。

　僕は異常で。

　こいつも異常だ。

「……イラナイ」

「なんでしょう」

「話を、してくれ」

「話？　何の話をですか？」

「なんでもいい。僕と、話をしてくれ」

「なぜです」

「今の僕には、」

　違う。

　違うんだ。

「おまえが、必要なんだ」

　別に、自分が救われたいわけじゃない。

　懐柔したいから話しているだけだ。

　なんとかこの惨劇のループを終わらせるために、こいつが必要なのだ。こいつの存在こそが、ここから外へ出るための鍵。

　こいつに愛を教えてやればこの観察は終わるはずだ。だから僕は、こいつと話をする。

　──そう自分に、言い聞かせる。

　本当は。気を紛らわせたいだけかもしれない。この手で人を撃ったという事実から、少しでも目を背けていたいだけなのかもしれない。

　殺人者となった今の僕に、瀬せ戸とさんや徳とく島しまさんは眩まぶしすぎる。だがこいつなら、少なくとも、一緒にいて穢けがしてしまう、などとは考えずにすむ。

「イラナイ。頼むよ。話をしよう」

「……わかりました。では、私からあなたへの疑問を、続けさせていただきます」

「なんだ」

「あなたは、輪りん花かさんを殺して悲しんでいる。ではあなたは、輪りん花かさんをどうしたいのですか。どうすれば、あなたにとって最良の結果といえるのです」

「僕は……殺し合いなんかしたくない。話し合いで解決したい。輪りん花かさんともわかり合いたいし、皆で力を合わせられたらいい。……だけど、それが甘い考えで、周囲を危険に晒さらすかもしれないなんて、わかってる……」

「周囲を危険に、ですか。あなたは、周囲のことを考えてばかりなのですね」

「そりゃ……っ、この館内には僕以外にも、瀬せ戸とさんや徳とく島しまさんや、他の皆がいるんだし……。僕が自分勝手な行動をとって、皆に迷惑をかけるわけにはいかない」

「では、周囲とか、皆のことは関係なく。あなた自身は、何がしたいのです？」

「僕、自身……？」

「そうです」

　イラナイはきっと本当に、人間のことを知るために、自分の疑問を投げかけているだけだ。

　けれどイラナイの問いかけによって、僕は自分自身と向き合わざるをえなくなる。

「この館内は、自由な空間。あなた方人間達たちが、何をするのも自由。どんな選択でも自由。あなたは自分の考えを、行動を選ぶことができる。全ては、あなた次第なのです」

　また一瞬、言葉に胸を打たれそうになった。だが、すぐ首を横に振る。

「……いや。なんだかいいことを言っているようだけど、そもそも、おまえが諸悪の根源なんだからな」

「そうですね」

　あっさり認められ、ため息すら出ない。やはり、こいつに絆ほだされては駄目だ。

「ですが、私にも目的がありますので」

「……目的って、なんだよ」

「人間を知ること。愛情を知ること、ですよ。最初から言っているでしょう？」

　自分が悪いとわかっているくせに、そのために、ここまでやるのか。

　その先の目的はなんなんだ。こいつは、どこへ向かおうとしているんだ？

「イラナイ。おまえ本当に、一体なんなんだ」

「私は、フランケンシュタインの怪物ようなもの。それも、言ったでしょう？」

　こいつのことが、僕にはまったく、わからない。







　泣いて、頭を冷やして、イラナイと話して、ようやく少し気分が落ち着いた。

　時間を確認すると、まだ輪りん花かさんと信のぶ彦ひこ君が死んでから一時間は経たっていない。もうかなり時間が経過した感覚でいたのに、時の流れは不思議だ。

　二人が石を飲んでいた場合に備えておかなければならない。僕は濡ぬれた服を脱ぎ捨てると、クローゼットを開けて、自分の制服に似たものに着替える。

　自分の銃を持ち、輪りん花かさんが使っていた銃をレッグホルスターで身につけて部屋を出た。輪りん花かさんの銃は、僕と同じ銃だったので、以前宝箱に入っていた換えの弾倉を入れてある。

　輪りん花かさんを殺したショックで失念してしまっていたが、今、二ふた葉ばちゃんが一人なのだ。いくら今は輪りん花かさん達たちが死んでいるとはいえ、何かあってはいけないし、一緒にいてあげなければ。

「二ふた葉ばちゃん、いる？」

　彼女の部屋をノックすると、二ふた葉ばちゃんはすぐに飛び出てきた。心細かったことを全身で表すように、勢いよく僕の足にしがみつく。

「お兄ちゃん」

「無事だったんだ……よかった」

　ほっとし、彼女の頭を撫なでる。

「ごめん。本当にごめん、すぐに来られなくて」

　二ふた葉ばちゃんはぎゅうっと強く僕を抱きしめ、涙混じりに何度も「お兄ちゃん、お兄ちゃん」と繰り返し僕を呼んだ。僕は彼女を撫なでつつ、落ち着くのを待つ。

「……あ。そうだ、お兄ちゃん、ちょっと来て」

「ん？」

　涙を拭った二ふた葉ばちゃんに、部屋の中に入れられる。二ふた葉ばちゃんは奥から何かを持ってきた。

「ここに来る途中で、廊下で見つけたの。お兄ちゃんにあげる」

「これ……！」

　二ふた葉ばちゃんが差し出したのは、宝箱だ。

　開けると、中に赤い石が入っていた。

「二ふた葉ばちゃんは、もう石、飲んでるの？　一度死んだりしなかった？」

「うん。わたしは平気なの。だから、お兄ちゃん飲んで」

「……ありがとう。すごく助かる」

　これで、もし輪りん花かさんと信のぶ彦ひこ君が生き返ってまた襲ってきても、だいぶ気が楽になる。「一度なら死ねる」と「一度死んだら終わり」では、緊張感にかなりの差があるものだ。

「お礼を言うのは、わたしのほうだから。お兄ちゃん、さっき、守ってくれて、ありがとう」

「二ふた葉ばちゃん……」

「ねえ、お兄ちゃん」

　じんと温かく、救われた気持ち。

「パパ、生き返るよね？」

　それがまた、地の底へ叩たたきつけられる。

　僕は何も言えないまま、彼女を抱きしめた。







　輪りん花かさん達たちの死亡から一時間後のことについて、結果から言うと。

　輪りん花かさんは復活せず、信のぶ彦ひこ君だけ復活した。そして瀬せ戸とさんと共に、一階で彼の捕獲に成功した。

　今、僕と瀬せ戸とさんは、縄で拘束した信のぶ彦ひこ君を前にやっと一息ついたところだ。ちなみに二ふた葉ばちゃんは徳とく島しまさんに預け、二人は一緒に徳とく島しまさんの部屋にいる。

　まだ安心はできない。これから二十三時間後のことがある。そのとき、輪りん花かさんは生き返るかもしれない。

「よくも……よくも姉さんを……！」

　信のぶ彦ひこ君は血走った目で僕を睨にらんでいる。視線だけで人が殺せそうな鋭さだ。よっぽど、目の前で輪りん花かさんが僕に撃たれたことが許せないのだろう。

「……輪りん花かさんは、石を飲んでいなかったのか？」

　信のぶ彦ひこ君のこの反応は、そう言っているかのようだ。彼女が生き返るなら、もっと落ち着いていてもおかしくない。

　何か言ってほしいのに、信のぶ彦ひこ君は途端に黙ってしまった。本当に飲んでいないのか、あるいは、飲んでいたとしても、その情報を僕に漏らしたくないのか。死んだと思わせ、油断させておきたいのかもしれない。

　僕は、どう答えてほしいのだろう。

　生き返れば、また襲われるかもしれない地獄。生き返らなければ、僕は完全に人を殺してしまったという地獄だ。

「殺せ」

　やがて信のぶ彦ひこ君が口にしたのは、輪りん花かさんが石を飲んでいるかではなく、そんな言葉だった。

「姉さんを守れなかったボクなんか死ねばいい。殺せよ」

「そんなことできない」

「は？　姉さんのことは殺したくせにか」

「信のぶ彦ひこ君」

　瀬せ戸とさんが、彼の頭に銃を向ける。ちなみに、捕獲の際僕が渡した、輪りん花かさんが使っていた銃だ。

「山やま口ぐちさんが悪人であるかのように言うのはやめてください。元はといえば、悪いのは輪りん花かさんです」

「違う！　姉さんは悪くない！　姉さんはただ生きようとしていただけだ。姉さんは生きているべきなんだ。悪いのは姉さんを殺したこいつだ！」

　縄で拘束された上銃を向けられ、命乞いをしてもいいような状況なのに、信のぶ彦ひこ君は許しを乞うどころか、ぎらぎらと殺意を燃やしている。比喩ではなくこちらに嚙かみついてきそうな勢いだ。

「……確かに僕は彼女を撃った。言い逃れはしない。けど……」

　刃物のように鋭い目をした信のぶ彦ひこ君から、目を逸そらさない。

「なんで、君はそこまで輪りん花かさんに執着するんだ。いくら実の姉だからって……。彼女は、君のことだって撃ったんだぞ。平気で盾にもした」

「黙れ。何も知らないくせに、姉さんを悪く言うな！　姉さんは悪くない、何も悪くない！　……ボクが……」

「え？」

「……ボクが、悪い。……一番悪いのは……ボクだ……」

　狂犬のように吠ほえていたのから一転、信のぶ彦ひこ君は力なく項うな垂だれる。そのまま再び「殺せ」とぼそぼそ呟つぶやき始めた。

「……事情がまったく読めないんだけど。君きみ達たちの間に、何かあったのか？」

「そうだよ……ボクは、取り返しのつかないことをした」

「何があったんだ」

　尋ねると、信のぶ彦ひこ君ははんっと、自嘲とも、僕らを小馬鹿にしているともとれる笑いを鼻から漏らした。

「どうせ、もう終わりだ。死ぬ前に……姉さんが悪くないってことを、教えてやるよ」

　彼は語り出す。僕と瀬せ戸とさんは、黙って聞くことにする。

「あれは昔……ボクと姉さんがまだ小学生のときのことだ。ボクと姉さんは、お互いだけを支えに生きてきた。

　よくある話だよ。母親の再婚相手が暴力を振るうような最低男だったっていう、虐待事件としてワイドショーにでもなりそうな話。それで、暇な主婦にふーんこんなこともあるのねえ怖い怖いって他人事として流されるような話。

　ボクらの義父は躾しつけと称してボクらの食事を抜いたり、物を投げたり、ボクらを殴ることも日常茶飯事で。それを、血の繫つながりがあるはずの母は止めもしない。ボクらが殴られてるの、横で見てるだけなんだ。お茶飲みながら。

　生きてるだけで泣きたくなるような生活──それでも、ボクには姉さんがいた。姉さんは、優しかったんだ。ボクが義父に怒鳴られてるときとか、庇かばってくれて。ボクが泣いてたら、励ましてくれて。『大丈夫。お姉ちゃんが守ってあげるからね』って。自分だって辛いのに、いつだってボクのことを気にかけてくれた。姉さんは……昔、本当に、優しかった。

　ボクは姉さんが大好きだった。義父や、母や、敵だらけの人生の中で、ボクらはお互いだけが味方だった。

　──でも、ある日。夜、家で、姉さんが風ふ呂ろに入っていたときのことだ。ボクはテーブルで、学校の宿題をしてた。自分の部屋や机なんてものがなかったから、家族共用のテーブルで。丁度、そのとき義父は外に酒を飲みに行っていていなかったし。

　……でも。ボクはうっかり、義父がテーブルの上に置きっぱなしにしていた、まだ中身が残っていた缶ビールを誤って倒して……義父の煙草たばこを濡ぬらしてしまったんだ。

　たったそれだけのこと、と他人からしたら思うかもしれない。けど、ボクらの義父はそれだけのことで烈火のように怒り狂う人だった。まして酒を飲むと乱暴になる人だから、帰ってきてバレたら何をされるかわかったものじゃない。

　なんとか証拠隠滅しなきゃ、と思ったのに、タイミング最悪なことに、そこで義父が帰ってきた。お酒の臭いをぷんぷんさせたそいつが、いつもボクらを痛い目に遭わせるそいつが、ボクは本当に、怖くて怖くて──こう、言ったんだ。

　──『それ、お姉ちゃんがやったんだよ』」

　今の状況に自や棄けになっているのか。あるいは心の傷が血を流しているのか。信のぶ彦ひこ君の目は、もはや虚うつろだ。

　それからはもう、半ばうわごとのように口を動かす。

「風ふ呂ろから出てきた姉さんに、義父は言った。『おまえがやったんだろう』と。何も知らない姉さんはもちろん『何のこと？　知らない』と言った。義父は酒臭い息を吐き出しながら怒った。『噓うそをつくな、こいつが言ったんだ』。

　ボクは、義父が怖くて。本当に、怖くて怖くて怖くて。恐怖に耐えられなくて。

　お姉ちゃんがやったんだ。お姉ちゃんが悪いんだよ。

　そう、繰り返した。

　あのときの姉さんの目が今でも忘れられない。

　たった一人の、今まで守ってきた弟に、裏切られたんだから。

　姉さんは殴られた。

　何度も、何度も。部屋の中にひたすら殴る音が充満して。姉さんは泣いて、悲鳴を上げて。

　いや。痛い。助けて。助けて助けて助けて──お願い、助けて。

　そんなふうに助けを求める声に、ボクは耳を背けて、一人だけ逃げ出した。

　冬の、寒い日だったけど、近所の公園の、遊具のトンネルの中に一人、隠れるようにして、しばらくただただ怖さと寒さに震えていた。

　数時間後、ボクは様子を見に家に戻った。義父はどこかへ行ったのか、部屋の中には誰もいなくて。

　ベランダには、全身痣あざだらけで、ぐったりした姉さんが放り出されていた。風ふ呂ろ上りで、濡ぬれた髪のまま。

　姉さんは高熱を出して死にかけたけど、医者には連れて行ってもらえなかった。虐待がバレる可能性があるからだ。なんとか一命をとりとめはしたけど、死ぬほど苦しかったはずだ。姉さんはボクに言った。

『絶対に許さない』。

　当たり前だ。ボクは死ぬほど後悔した。いや、今でも、してる。今でも夢に見る。小さな姉さんが、義父に動かなくなるまで殴られるところが。見てもいないのに鮮明に。

　……姉さんを狂わせたのは、ボクだ」

　──僕を殺そうとしたとき、輪りん花かさんは弾丸のように言葉を吐き出す中で、聞いた。信じていた相手に裏切られたことがあるかと。

　あれは、このことを言っていたのか。

　輪りん花かさんが信のぶ彦ひこ君のことを撃つ以前に、輪りん花かさんは信のぶ彦ひこ君に裏切られていて。

　輪りん花かさんが僕らを殺す以前に、輪りん花かさんは、心を殺されていた。

「だからボクは、姉さんに殺されても、文句なんか言えないんだ。姉さんに何をされても受け入れるんだ。そんなことしか、もうボクは姉さんにできないから。ボクは……ボクだけは、最後まで、姉さんを愛さないと」

　歪ゆがんでる。狂ってる。壊れている。彼も、彼女も。

　……一度そうなってしまったものは、元に、戻せるのだろうか。







　いくら縄で拘束しているとはいえ、信のぶ彦ひこ君を一階に放置しておくわけにはいかない。目の届く場所に置いておきたいので、僕の部屋に連れてゆくことにした。

　足の拘束を解いて、逃げられたり、また体当たりされたらたまったものではないので、申し訳ないが足も縛ったまま、引きずってゆく。仕方ない。

「！」

　二階へ上がったところで、廊下の先に人影があることに気付いた。

「服はつ部とりさん!?」

　スーツ姿の男性は、間違いなく彼だ。

「よかった……！　本当によかった！　生き返っ」

「二ふた葉ばはどこだ！」

　僕が言葉を全て言い終える前に、服はつ部とりさんは必死な形相で聞いてきた。

「二ふた葉ばは、生きているのか!?　ちゃんと、生きているのか！　おい！　二ふた葉ばは……二ふた葉ばはどこにいるんだ！」

「お、落ち着いてください。二ふた葉ばちゃんは、ちゃんと生きていますよ」

「!!」

　一瞬で、表情が変わった。

　人を殺しそうなほど強こわ張ばっていた顔は、目を見開き、潤ませ、神に感謝をするように。

「ほ……本当、なのか？　……生き返って、真っ先に二ふた葉ばの部屋と、俺の部屋に行ったんだが、どちらにも二ふた葉ばが、いなくて……！　お、俺が死んだから、あいつも殺されてしまったんじゃないかと……！　探して、いたんだ……」

「本当に、二ふた葉ばちゃんは生きています。今は、徳とく島しまさんの部屋にいるんですよ」

　聞くなり、服はつ部とりさんは一目散に駆けて行ってしまった。徳とく島しまさんの部屋に向かったのだろう。

「僕らも行こう、瀬せ戸とさん」

「はい」

　信のぶ彦ひこ君を抱え、三階へ急ぐ。

　僕らが部屋に入ったときには、丁度、服はつ部とり親子が再会していた。

「パパ！」

「二ふた葉ば！」

　強く、強く、親子は抱擁を交わす。もう二度と離れないというように。

「二ふた葉ば……無事だったんだな、二ふた葉ば！」

「パパも、生きてたのね」

「二ふた葉ば。おまえが無事で、本当によかった……」

　服はつ部とりさんは二ふた葉ばちゃんを抱きしめたまま、ぼろぼろと涙を流す。

　大人の男性が、ここまで涙を流すのを初めて見た。悲しみではない、歓喜の涙。

「うん。パパ、わたし、大丈夫だったの。お兄ちゃんが、わたしを守ってくれたから」

　そこで、服はつ部とりさんの目が僕に向けられる。

「山やま口ぐち。二ふた葉ばを……守ってくれたのか」

「い、いえ。そんな、たいしたことはしてません」

　実際、僕がしたことなんて、輪りん花かさんと遭遇した際、二ふた葉ばちゃんを逃がしたくらいだ。

「だが、二ふた葉ばは生きている。おまえは、二ふた葉ばを殺さないでいてくれた……それどころか、守ってくれたんだな」

「こ、殺さないのなんて当たり前です。僕らは殺し合いに反対だって、言ったじゃないですか……」

　徐おもむろに、服はつ部とりさんは手と膝を地面につける。

　そして、僕の前で頭を下げた。──土下座だ。

「は、服はつ部とりさん!?」

「すまない」

　混乱している僕の前で、彼は額を床に擦こすりつける。

「お、俺は、ずっと怖かったんだ。年長者なのに、情けないと思う。だけどどうしても、二ふた葉ばを失いたくなかった。あの宇宙人に、殺し合いだとか言われて、誰を信じていいのかもわからず、周囲を警戒してばかりで……おまえから石を奪うような真ま似ねだってした」

「そ、それは僕もです。お互い様ですよ」

「本当に、今まですまなかった。そして、本当にありがとう、山やま口ぐち」

　真摯な声だ。何一つ歪ゆがんでいない、あるいは、今まで歪ゆがんでいたけれどまっすぐになった、心からの感謝が濃縮された言葉。

「ありがとう……ありがとう……！」

　彼の目から、透明な液体が落ちる。何の穢けがれもない、綺き麗れいな涙だ。

「もし、二ふた葉ばが死んでいたら、俺は、俺は……っ！　二ふた葉ば、生きていてくれて、本当にありがとう。よく頑張ったな……。山やま口ぐち、もう、どう感謝を伝えたらいいのかわからない。ありがとう、二ふた葉ばを、守ってくれて……！」

「も、もう十分伝わりましたよ！　だから、顔を上げてください」

　嬉うれしいけれど照れくさい。僕は本当に、特別なことなんてしていないのに。

　けど、胸が温かくなる。感謝されることよりも、こんな親もいるんだ、ということが。

　子供を全力で守ろうとして、生きていただけで、こんなふうに涙を流せるような。

　子供に理想を押し付けるわけでもなく、暴力を振るうわけでもなく、ただ守りたいと願う親は、確かに存在するのだと。

　服はつ部とりさんは涙を腕で拭い立ち上がると、新たな決意を秘めた目で僕を見た。

「……山やま口ぐち。俺も、本当は殺し合いなんか嫌なんだ。今後は、おまえを信じる。おまえ達たちに協力する」

　胸が、熱い。

　殺し合いなんかしたくないと主張し続けてきたことは、皆を守ろうと行動してきたことは、無駄じゃなかった。

　僕は輪りん花かさんを殺した。輪りん花かさんは僕を殺した。人と人は殺し合う。

　だけどそれだけじゃない。

　それだけじゃ、ないんだ。

「ありがとうございます。よろしくお願いします」

「ああ、こちらこそ」

　互いに手を差し出し、固く、握手を交わした。







　僕は徳とく島しまさんの部屋で、あらためて皆と話をすることにした。

　瀬せ戸とさん、徳とく島しまさん、服はつ部とりさん、二ふた葉ばちゃん、そして拘束されている信のぶ彦ひこ君が部屋の中に集まっている。

「……あのさ、皆。話があるんだ」

　僕は口を開く。

「もし、輪りん花かさんが生き返るなら、の話ではあるんだけど。……一度だけ、」

　一人一人、皆の目を見るようにして、正直に告げる。

「もう一度だけ、輪りん花かさんと話がしたい」

　皆の反応は大体同じだった。「正気か？」と顔に書いてある。

「山やま口ぐちさん。それって、捕獲や殺害をしないで、会話を試みるということですか？」

「……うん。できれば、二人だけで話をさせてほしい」

「ま、待ってください。そりゃあ、もう輪りん花かさんは銃を持ってないし、石も飲んでないですが、またいつどこで何を手に入れるかわかりません。危険ですよ。彼女はどういう行動に出るか読めないですから」

「わかってる。それでも、もう一度だけチャンスが欲しいんだ。……ただ、皆を危険な目に遭わせたくはない。だから、保険はかけておきたい」

「保険？」

「鹿か川がわに協力してもらいたい。あいつが……あいつの持つスぺシャルアイテムの力があれば、もし僕が説得に失敗した場合でも、ここにいる皆を輪りん花かさんから守れると思う。彼から、どうにかしてスペシャルアイテムを借りたい」

　遠回しな言い方をしているが、輪りん花かさんがこちらの説得に応じなければ死んでもらうしかない、ということでもある。

「鹿か川がわを説得って、可能なのか」

　今度は服はつ部とりさんが尋ねてくる。

「納得してもらえるまで話すしかありません。……鹿か川がわは、根は悪い奴やつじゃないと思うんです。強力なアイテムを持っているのに、今のところその力を、僕らを殺しそうになった輪りん花かさんと信のぶ彦ひこ君にしか使っていないですし。うまく話せば、仲間になれるんじゃないかと思って」

「……山やま口ぐち、考え直す気はないのか？　永なが野の輪りん花かはもう、生かしておくべきではないと俺は思う」

「……正直、私も……輪りん花かちゃんが、同じ館内で生きてるってだけで、もう、怖いよ……」

　服はつ部とりさんと徳とく島しまさんが反対の色を見せる。気持ちはわかるのだ。輪りん花かさんのこれまでの行為を、許せないのは当然だから。ただ。

「……すみません、正直に言います。輪りん花かさんとわかり合いたいって気持ちも噓うそではないです。でも、僕は……もう、ただ、誰かの死体を見たくないんです。……もう……殺しなんか、したく、ないです……」

　二人が「僕に」輪りん花かさんを殺す役割を押し付ける気なら、受け入れられない。

　人を撃つのは、凄すさまじい精神的苦痛を伴う。胃が雑巾絞りをされているようで、内臓がねじ切れそうで、今だって気を抜いたら嘔おう吐としてしまいそうだ。

　人の命を、奪うなんて。またあんなことをするくらいなら、死んだほうがマシだ。

「ご……ごめん、山やま口ぐち君。私、山やま口ぐち君の気持ち、考えてなかったね……。本当に、ごめん。……私だって、殺しなんか無理だ……」

「お、俺は……」

　服はつ部とりさんは小さく震えながら、それでも言おうとする。

「お、俺は……そりゃあ、もちろん、耐えがたいが、だが、二ふた葉ばを守るためなら……」

「パパ？　パパが、何をするの？」

　震える服はつ部とりさんを、二ふた葉ばちゃんが、純粋な子供の目を不安げに潤ませ、じっと見上げる。

「……っ！」

　彼は、二ふた葉ばちゃんに何も言うことができない。

「くそっ！　ふ、二ふた葉ばを守りたいのに……お、俺は……俺は……」

「無理しないでください、服はつ部とりさん。服はつ部とりさんはやめておいたほうがいいです……二ふた葉ばちゃんのためにも」

　服はつ部とりさんは苦悩の表情で唇を嚙かむ。

「僕はもうこれ以上、誰も殺したくないし、殺させたくもない。……相手が相手だし、これに失敗したらもう諦める。けど、最後に一度だけ……説得したい」

　瀬せ戸とさんの口から、小さく息が落とされる。諦めのため息、だろうか。

「山やま口ぐちさんがそこまで言うなら……わかりました。鹿か川がわさんには、私から話をします。だから山やま口ぐちさんは、今のうちに休んでおくなり、輪りん花かさんへ伝える内容を整理するなり、準備を万全にしておいてください」

「え……いや、いいの？　瀬せ戸とさん。鹿か川がわは悪い奴やつじゃないと思うけど、それでもあいつだって何をしてくるか予測できないよ」

「わかっています。でも、私だって、私にできることをさせてほしいんです」

　じっと、彼女の瞳が僕を見つめる。

「山やま口ぐちさんはいつも、皆のために危険を冒してくれているじゃないですか。だから私も、少しでも、あなたの力になりたいんです。……大丈夫、なんとしてでも説得しますから。私に任せてください。女子が泣き落としたほうがお願いを聞いてくれるかもしれませんし……いざとなれば土下座でもするし体でも使いますよ。皆の命がかかっているんですから」

「気持ちは嬉うれしいけど、危ないことはしないで」

「それ、山やま口ぐちさんに言われたくないです」

　ふっと苦笑される。つられるように、僕の気持ちも若干和らいだ。

「……ありがとう、瀬せ戸とさん」

　彼女に礼を言うと、僕は今度、信のぶ彦ひこ君に視線を合わせる。

「……君も、いいか」

「姉さんを……助けてくれるのか」

　今の彼の目は、僅かな希望もありながら、まだ濃く疑いの色を孕はらんでいる。

「助けられるなら、助けたい。僕はもう犠牲を出さず、全員でここから出たい」

　視線は逸そらさないし、逸そらされない。

　信のぶ彦ひこ君は、しばらく無言でいた。

「ボクは、あなたを信じられない」

　当然の返答。僕は彼の目の前で輪りん花かさんを撃っている。こんな言葉くらいで、信じてもらえるわけはない。

「でも……もしあなたが、姉さんを助けてくれたなら。そのときは……あなたを、全面的に信じる。あなたの力になると約束する」

　十分すぎる言葉だ。ほっと、軽い安あん堵どを感じる。

　同時に、緊張感も強くなった。輪りん花かさんへの説得が成功しなければ、何もかも意味がない。僕の言葉に全てがかかっている。

「ふむ。なるほど、これは興味深い観察になってまいりましたね」

　そこでイラナイが姿を現した。全員嫌けん悪お感を示し、シャボン玉のような諸悪の根源に鋭い視線を向ける。

「それにしても皆さん意外と、殺しに消極的なのですね。もっと、血で血を洗うような光景が繰り広げられるものかと想定していたのですが」

「ふざけるな。殺さなくてすむなら、誰だってそのほうがいいんだ」

　服はつ部とりさんが吐き捨てるように言った。イラナイは「ふむ」と呟つぶやく。

「皆さんは、殺すという行為に恐怖・抵抗を感じている、ということですか。むう。抵抗感を消すために、飲むと人を殺したくなる水でもご用意するべきでしたかね」

「は？　飲むと人を殺したくなる水なんて、あるわけがないだろう」

　服はつ部とりさんが眉を顰ひそめた。

「なあ、イラナイ」

「なんでしょう、山やま口ぐちさん」

「僕と、賭けをしないか」

「む？」

　イラナイが傾く。首を傾かしげているつもりなんだろうか。

「面白いことを言いますね。どのような賭けでしょう」

「……もし。僕が輪りん花かさんを殺さずに、彼女への説得を成功させられたら、何かご褒ほう美びをくれよ」

「ご褒ほう美び？」

「例えば、外に出るための情報をくれるとかさ。……殺さずに、会話だけでわかり合えるか試すなんて、おまえにとっては興味があるんだろう？　きっと。人間の愛情に関する、貴重な観察をさせてやるんだ。代わりにそのくらい、してくれてもいいだろう」

「ふむ、確かに。あなたが輪りん花かさんにどう話すのか、それに対し、彼女がどう出るのか。人間の愛情の観察として、これはかなり興味深いです」

　イラナイはくるくると室内を回転する。

「わかりました。あなたの説得が成功したあかつきには、ご褒ほう美びを差し上げます」

　希望の光が灯ともる。

　皆の瞳にも、さっきまで以上の明るさが宿ったようだった。

　これは、大きなチャンスだ。絶対に成功させる。無駄なことになんかならない。させない。

「約束だぞ」

「ええ、約束です」

　蝶ちようが飛んできて指に止まるように、イラナイは僕の指に重なる。僕は宇宙人であるイラナイに触れることはできず、感触も何もない。イラナイには、指もないのだが。

　なのになんだか、指切りでもしたような気分になった。







　時間だ。

　彼女が黒い石を飲んでいた場合、復活する時間。

　あれから今まで、僕は館内を回って、とあるものを集めていた。

　瀬せ戸とさんが鹿か川がわへの説得を引き受けてくれたので、時間には余裕があり、いくつかは見つけることができた。

　鹿か川がわへの説得は成功したらしい。瀬せ戸とさんが何をどう言ったのかはわからないが、必要なピースは揃そろった。スペシャルアイテムを、貸してもらうことはできなかったが、もし輪りん花かさんが皆を殺そうとしたら、鹿か川がわが使用してくれるらしい。──不安がないわけではないが、信じるしかない。

　徳とく島しまさん、服はつ部とりさん、二ふた葉ばちゃんには部屋にいてもらう。鹿か川がわと──あとは瀬せ戸とさんが、どうしても自分も、万が一何かあったとき僕の力になりたいのだと、鹿か川がわと部屋の外で待機することになった。

　復活時の出現はランダムだから、輪りん花かさんが今どこにいるのかはわからない。最初は地下一階で待機していたのだが、彼女の出てくる気配がなかったので、階段で上に上がる。

　そして一階ホールで、彼女を発見した。

「……よかった。生きててくれて」

　信のぶ彦ひこ君やイラナイの反応から完全に死んだわけではないのだろうとわかってはいたが、それでも、実際に生きた姿を見て、まずは安心する。

「殺したあなたがよく言うわね」

　死んで生き返っても変わらない、氷のような声と眼差まなざし。

「まず言っておくけど、信のぶ彦ひこ君は生きてる。安心してくれ」

「あんな奴やつどうだっていいわ」

「そう言いつつも、君きみ達たちは結局一緒に行動してたじゃないか」

「盾として使ってただけ。利用するだけ利用して、最後に殺してやろうと思ったの。あいつは私の奴隷みたいなものだもの」

　彼女は復活したばかり。石を飲んでいないし、今回は運よく復活直後に宝箱から武器を見つけることもなかったようだ。

　強がっているけれど、さすがに焦あせりは感じている様子。冷たい声の中に、若干の虚勢が見え隠れする。

「……それで。あなたはまた、私を殺すの？」

　それでもまだ、彼女から諦めは感じられない。死んでなどやるものか、最後までできるかぎりの抵抗をしてやろう、という気迫を感じる。

「言っておくけど、私はもう石を飲んでない。殺せば、完全に死ぬわよ。偽善者であるあなたに、それができるの？」

「いや。僕は君を殺さない」

　レッグホルスターから銃を抜く。彼女は一瞬ビクリと肩を震わせたが、逃げられる前に僕は言った。

　また彼女を撃つなんて、そんなことをするくらいなら、死んだほうがマシだから。

「輪りん花かさん。僕を殺せ」

　僕は、彼女に、銃を差し出す。

「────は？」

　一瞬見えた動揺。が、彼女はすぐに焦あせりを打ち消す。

「何の罠わなよ。嵌はめようったって無駄よ」

「何の罠わなもない。僕は本気だ」

　僕は銃を床に置く。これで完全に丸腰だ。

「なあ、輪りん花かさん。今の状況は確かに理不尽だ。君は人を殺したけど、元々悪いのはイラナイだ。こんなところに連れてこられなければ──生き残れるのは二人だけだ、なんて言われなければ、君は、人を殺したりしなかったはずなんだ。君は加害者だけど、被害者だ。……だから、僕を殺せ」

「……何それ、意味わかんない。罪滅ぼしなの？　あなたが私を殺したから、私もあなたを殺しておあいこ、って？」

「それもあるけど、違う。大体、おあいこっていうなら、君のほうが先に僕を殺してるだろう。そうじゃなくてさ……」

　僕は思い出す。二十四時間前、彼女に銃口を向けられたときのこと。あのときの彼女の言葉、表情の一つ一つを。

　その一挙一動が、全て、苦しそうだったなと。

　冷徹な言葉や行動の裏で、彼女もまた、悲鳴を上げていたのだと。

「君は、僕に君の気持ちはわからないと言った。確かにそうだ。……だから僕は、わかりたい。僕は君が受けてきた、それ以上の痛みを受けよう。僕を義父だと思っていい。今まで君を傷つけてきた人ひと達たちだと思えばいい。君が受けた痛みを、憎しみを、辛さを、全て吐き出せ。何度でも、君の気がすむまで僕を殺すんだ。それで君の気持ちがほんの少しでも晴れるなら、いい。

　僕は石を飲んでるし、死んだ後もう一度飲んだっていい。石はいくつか集めた。それを飲んで、何度でも生き返るから、何度だって殺してくれて構わない。──でも、それで終わりにしよう。何もかも、全部」

「な……に言ってるの。馬鹿なの？」

「気がすむまで僕を殺してすっきりしたら、その後は皆で協力しよう。皆で、ここから出るんだ」

「……何？　それは、同情？」

「違う」

　そんな生なま温ぬるいものじゃない。

「狂気だ」

　僕の言葉に、彼女は呆あつ気けにとられたように目を丸くする。

　輪りん花かさんのこんな表情を見るのは初めてだ。氷の仮面を被かぶった彼女とは違うその顔は、なんだか人間らしく見えた。

「噓うそはつきたくないから正直に言うけど、僕は君が好きなわけじゃない。君もイラナイに監禁されている被害者とはいえ、君がいなければ三み重えさんは死ななかったし、殺し合いが始まることもなかった」

　思考する暇など与えないように、語り続ける。圧倒し、飲み込むように。こちらのペースに彼女を引きずり込む。

「僕は君をよく思っていない。……でも。一つだけ、いいなって思うところもあるんだ」

「は……？」

「生きようとするところだ」

　ぽかんと、彼女の口が開く。心底呆あきれきったようだ。

「君はきっと今まで、相当辛い目に遭ってきたんだろう。なのに、君は生きることを諦めない」

「馬鹿じゃないの。別に前向きな感情じゃないわ。他の奴やつらの犠牲になって死ぬなんてまっぴらごめんってだけ」

「そうだね。でも、それもまた人間ってことなんじゃないかな。……それに、君には、死んだら悲しんでくれる人がいる。だから君が生きようとするのは、それ自体は、正しいことなんだと思う。もちろん、それが他人を殺していい理由にはならないけど」

「死んだら悲しんでくれる人？　そんな奴やつ……」

「信のぶ彦ひこ君がいるだろ。……彼は、君を大切に思っているじゃないか」

「あいつは、過去に一度私を裏切ったから、その罪悪感に苛さいなまれているだけよ。……そう、あいつは所詮、最終的には自分が可愛かわいくて私を裏切った、そういう奴やつなの。信用には値しない」

「だからって、銃で撃たれても笑えたり、盾になったりなんて、簡単にできることじゃないよ。普通、逃げ出す。欠片かけらの愛もないなら、ね」

　輪りん花かさんの口が小さく動いたが、彼女は声を発さなかった。言葉に詰まったのだろうか。

「信のぶ彦ひこ君が逃げなかったのは、全部受け入れたのは、罪悪感だけじゃなく、君が大事だからだろ。……君は愛されている」

　僕が一歩近付くと、彼女は一歩後ずさる。

　なかなか輪りん花かさんが銃を拾わないので、僕が拾い、呆ぼう然ぜんとしている彼女に握らせる。

「さあ、やれよ」

「ば、馬鹿なの……私が、やらないとでも思ってるの？　私、もう人を殺すことに抵抗なんてないわよ。徳とく島しま伊い代よや瀬せ戸と美み月づきを刺したし、あなたを撃ったし、三み重え姫ひめ子こを死なせたし」

「うん。君はやると思ってる。遠慮しなくていい。僕は赤い石を飲んでる。だからすぐ復活する。また石を飲んで、ここに来る。そうしたらまた殺せ。君の気が晴れるまで」

「……っ！」

　輪りん花かさんは強く銃を握ると、狙いを定めることもなく僕を撃った。

「うるさい、うるさいうるさい、やめてよ、そんなこと言うなっ！」

　続けざまに二発。腕と、脚に当たる。どちらも、致命傷にはならない。が、痛い。ひどく痛い。激しく痛い。痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い。

「そんなこと言ったって……どうせすぐに逃げ出すんでしょ。やっぱり無理です、ごめんなさいって泣いて詫わびることになるのよ。何度でも殺せなんて……私の痛みを引き受けるなんて、できもしないこと言ってんじゃないわよ、この偽善者！」

　肩に穴が空いた。絶叫を上げたくなったのを、なんとか嚙かみ殺ころし、飲み込んで、彼女と向き合い続ける。

「僕は……逃げ、ない。君の憎しみや、悲しみが、全部なくなるまで……付き合う」

　銃弾が僕の肉体を通り抜けてゆく。あちこちから血が流れる。ぼたぼたと、白い床を塗り変えてゆく。体が焼けるように熱い。穴の開いた部分が特に熱い。歯を食いしばっても、さすがに耐えがたい激痛で視界が眩くらんだ。

「逃げろ。逃げなさいよ。どうせ……皆、皆、最後は裏切って逃げるものなのよ！」

「逃、げ、ない」

　腹に穴を空けられ、血を吐きながらも、僕はその場を動かない。彼女の悲哀と憎ぞう悪おを全身に受ける的になり続ける。

「ど、どう、して……っ」

　極限まで痛めつけるためわざと急所を外しているのか、あるいは震えで狙いが定まらないのか。おそらく後者。

　彼女の体は、大きく震えているから。

「う、ああああああああああ……っ」

　また、彼女の銃から悲しみは吐き出される。僕は受け止める。

　震えながら、泣きながら、彼女は引き金を引き続ける。何発もの、弾丸が、僕の命を、削り、とり、

　──さすがに僕は床に崩れ落ちた。

　それでもまだ意識は失われず、彼女の声は聞こえる。

「どうして、どうしてそんなこと言うのよ。今更、そんなこと言われて、どうしろって言うのよぉ……！」

「……君は……」

　自分の体から、急速に血が失われてゆく。僕は、もう死ぬ。

「僕に……どうしてほしい……？」

　死にながら、ふと思った。繰り返される命に意味はあるのだろうか。

　命は誰にでもたった一つしかない。人は死んだら二度と生き返れない。だからこそ、命は尊いんじゃないのか。

　考えながら、ああ、そんなの考えること自体意味がないな、と自嘲の笑みが漏れそうになった。その間にも、僕の体から血は外へと流れ出てゆく。最初感じていた激痛は、度を超えたというか、あるいは意識が薄れてきているせいなのか、今はもう何も感じない。ただ、自分の「終わり」を、心が、体が、ゆっくりと受け入れてゆく。

　そんな、もう自由に動かすこともできない僕の体──ほとんど亡骸なきがらと化した体は、そっと、抱きしめられる。

　遠のいてゆく意識の中でも、耳元でぽつりと落とされたその言葉は、確かに聞き取ることができた。

「…………助けて…………」

　それは昔彼女が泣いて叫んだ、誰にも届かなかった言葉。

　今、僕に、届いた。

「助けるよ」

　最後の力を振り絞り、言った。

「君を助ける。もう、誰も死なせない」










　　　──　サン　──




「停戦しよう」

　一階、食堂で僕は言った。

　僕の他に、瀬せ戸とさん、徳とく島しまさん、服はつ部とりさん、二ふた葉ばちゃん、鹿か川がわ、輪りん花かさん、信のぶ彦ひこ君と、亡なくなった三み重えさん以外の全員が集まっている。

　人が集まっているだけといえば、なんでもない光景だが、僕には奇跡に見えた。輪りん花かさんが徳とく島しまさんを殺して以降、全員で顔を合わせられることなどなかったのだから。

　──輪りん花かさんが僕を殺し、僕が復活した後。僕は子供のように泣きじゃくる彼女を抱きしめ、落ち着かせていた。かなり長い間そうしていたと思う。輪りん花かさんは、今までの悲しみ苦しみを全て吐き出すように、ずうっと泣き続けていた。「ごめんなさい」とも繰り返していた。

　やがて彼女は泣き疲れたのか眠ってしまった。ようやく目を覚ましたので、僕は皆を集めたのだ。

　当然のことだが、皆、完全に打ち解け合っているわけではない。徳とく島しまさんも服はつ部とりさんも、輪りん花かさんと信のぶ彦ひこ君に怯おびえ、警戒してかなり距離をとっている。なんとか同じ空間にいてくれているのは、二人とも石を飲んでいるためだろう。僕が集めた石を、瀬せ戸とさんや服はつ部とりさんなど、飲んでいなかった人ひと達たちに渡したのだ。

　ぴんと糸を張ったような緊張感が空気に滲にじんでいる。それでも、こうして全員での話し合いの場が持てたことは、大きな前進だと思う。

「僕らはイラナイに、生きて出られるのは二人だけだと言われている。けど、これ以上の殺し合いは不毛だ。殺されて、生き返って、殺して……永遠に同じことを繰り返し、悲劇が積み重なるだけ。だから、それ以外の方法で、ここから全員で脱出する」

「……それ以外の方法って、何よ」

　輪りん花かさんが尋ねる。

「昨日、イラナイと約束したんだ。輪りん花かさんを殺さず説得できたら、何か情報をくれるって」

「は？　何よそれ。私を賭けの道具にしたわけ」

「違う。君を利用したわけじゃない。君も一緒にここから脱出するために、少しでも情報が欲しかったんだ。君を助けたいって気持ちは、噓うそなんかじゃない」

　輪りん花かさんはじっと、僕を見定めるような視線を向けてきた。が、それ以上何も言うことはなかった。

　おそらく、僕はまだ完全には信頼されていない。けれど、今の輪りん花かさんに周囲を害そうとする気配も感じられない。だから、今はそれでいい。

「お約束通り、山やま口ぐちさんには、ご褒ほう美びを差し上げます」

　イラナイが姿を現す。全員の視線が、イラナイに集まる。

「一度きりですが、山やま口ぐちさんを、この館の外にお出ししましょう」

　皆が息を吞のんだ気がした。蠟ろう燭そくのように小さいけれど、確かに灯ともされた希望の火に、全員期待し、縋すがろうとしている。

「ちなみに、外にお出しするのは、山やま口ぐちさんだけですよ。私がお約束したのは、山やま口ぐちさんなのですから。それから、けして、ここから解放するわけではありません。一旦お出しするだけで、ちゃんと戻ってきていただきます」

「……たとえ一度だけであっても、外へ出れば何かヒントが得られるかもしれない。少なくとも、ここがどんな星なのかはわかる。もしかしたら助けを呼べるかもしれないし……とにかく、必ず、脱出方法を探すから」

「私わたし達たちが外に行っている間、皆さんには自室にいていただきます。もし私わたし達たちについてくるようなことがあったら、相応の罰を受けていただくことになります。いいですね」

　イラナイの言葉に皆は頷うなずき、僕に、期待を超した、懇願のような視線を向ける。

「頼んだぞ、山やま口ぐち」

「お兄ちゃん、頑張ってね！」

　服はつ部とりさんと二ふた葉ばちゃんはまっすぐな応援を。

「山やま口ぐちさん、気をつけてくださいね」

「外に何があるかわからないんだし、無理はしないでね」

　瀬せ戸とさんと徳とく島しまさんは気遣いをくれた。

　そして、輪りん花かさんは、僕の服の裾を摑つかむ。

「……本当に、ちゃんと帰ってくるんでしょうね……」

「もちろんだよ。大丈夫。皆をここに置き去りにしたりしないから」

　彼女は俯うつむき、晴れない表情だ。若干心細そう、かもしれない。

　無理もない。輪りん花かさんは、自じ業ごう自じ得とくとはいえここにいるほぼ全員に恨みを買っている。停戦なんて撥はね除のけて、復ふく讐しゆうされてもおかしくない。

　誰もが、誰かを殺さない保証なんてない。だからあとは信じるしかなくなる。大丈夫、ここにいる人ひと達たちならもう殺し合いなんか起こさない。またあんな惨劇を繰り広げるほど愚かな人ひと達たちじゃないはずだ、と。

　──とはいえ、「信じる」のは難しいことだ。彼女にとっては特にそうだろう。

　それでも、少しでも安心させたくて、なんとなく頭を撫なでてみた。

「な、何」

「いや、なんとなく」

「…………」

　嫌がっているわけではないようだ。僕の手を払い落とすわけでもなく、輪りん花かさんは撫なでられたままになっている。子供扱いされているようで恥ずかしいのか、耳が赤い。

　そんな僕らの様子を、なぜか瀬せ戸とさんがじっと見ていた。いつもより目つきが鋭い。

　瀬せ戸とさんは、三み重えさんという親友を、完全に殺されているのだ。この中の誰より、輪りん花かさんを憎む気持ちは強いだろう。本当は輪りん花かさんに消えてほしいのかもしれない。

　それでも、輪りん花かさんを殺せば、今度はその復ふく讐しゆうとして、信のぶ彦ひこ君が皆を殺す。そうしたら誰かが信のぶ彦ひこ君を殺す……そんな復ふく讐しゆうの連鎖は、断ち切らなければならない。

　……瀬せ戸とさんにとっては、とてもとても、酷なことだけれど。

「信のぶ彦ひこ君も、おとなしく待っててくれよ」

「はい、もちろんですよ義に兄いさん」

　これまで演技でも僕に向けてこなかったような、いい笑顔だ。

「……なんか呼び方おかしくない？」

「だって、姉さんを助けてくれたら、全面的に信じるって言ったじゃないですか。これからよろしくお願いしますね、義に兄いさん」

　輪りん花かさんが信のぶ彦ひこ君の頭を引っ叩ぱたいた。やけに顔が赤い。

「さあ、行きますよ、山やま口ぐちさん」

　イラナイがふわふわ浮いて、食堂を出ようとする。僕はそれについてゆく。

　──不安がないわけじゃない。だけど今は、希望を持つしかない。大丈夫。もう、殺し合いは終わったんだ。僕らはきっと、皆で地球に帰れる。

　このとき確かに、僕はこう考えていた。

　この「観察」がそんなに甘いものじゃないなんて、嫌というほど実感してきたというのに。







「では山やま口ぐちさん、ここから外に出ます」

「え？」

　イラナイについてやってきたのは、ホールだ。

「ここから？　どうやって」

　どこにも扉なんてない。今まで何度も探してきたが、窓も隠し扉も、外に繫つながるものなんて一切見つからなかった。

　しかしイラナイは、ウロボロスが描かれた壁──とは、反対側の壁の前で、まるで呪文を唱えるかのように言った。

「ピェールヴァヤ・リュボーフィ」

　刹那、今まで何もなかった真っ白な壁に、扉が現れる。

「……は？　なんだ今の。……魔法か？」

「いいえ。光学迷彩の一種、とでも申しましょうか。この扉は、普段はあなた方から目視できないようになっておりますが、音声パスワードを認識すると、その迷彩が解除される仕組みになっているのです」

「こ……こんなところに、扉があったのか……」

「気付かなかったでしょう。ウロボロスの誤魔化しもありますし」

「誤魔化し？」

「真っ白な壁にこんなウロボロスが描いてあると、意味深でしょう？　ですから、これを何かの暗号かと思い込み解こうとしたり、この部分だけを念入りに調べるようになったりして、反対側の壁を調べることが疎おろそかになる。それが狙いだった、というだけなのですよ」

「そ、そうだったのか……」

　僕は扉に触れ、押してみる。しかし、扉はうんともすんとも言わない。

「おい、開かないぞ」

「当然です。迷彩を解除しただけでは、外に出られません。本来、条件を満たさなければ、この扉を開けることはできないのですから。山やま口ぐちさんは条件を満たしていないので、今回は私が特別に、ロックを外して差し上げましょう」

　イラナイが扉に近付くと、カシャン、と音がした。ロックが外れる音だろう。

「さあ、行きますよ。ちなみに、館外も地球人が生活できる環境となっております。外に出て死ぬことはありませんので、ご安心ください」

「う、うん」

　僕はごくりと唾を飲み込み、意を決して、扉の外へと出る。冷たい空気が頰に張り付いた。

　外の気温は、だいぶ低い。長袖の制服を着ているのに寒いと感じる。頭上には、紺こん碧ぺきの星空。

　四階のような造り物の空ではない。久々に見る本物の空。一度だけとはいえ、本当に外に出ることができたのだという感動で胸が痺しびれる。

「山やま口ぐちさん、あなたに、お見せしたいものがあるのです」

　言われるまま、ふわふわと浮くイラナイについて歩いてゆく。靴の裏には、土と草の感触。星明りのせいか、あまり暗くは感じない。見回せば木々が生い茂り、濃厚な緑の匂いが鼻をつく。

　意外と平和だ。植物がたくさんあって、森の中のよう。

　ここは本当に、宇宙のどこか、謎の星なのか？　実は地球なんじゃないだろうか。そんな疑問と希望が湧く。もしここが地球なら、少なくとも帰りの宇宙船の心配などはしなくていいのだから。

　どこまで行かせてもらえるのだろうか、イラナイはどんどん先へ進んでゆく。

「ん？　なあイラナイ、この辺り、何か変な臭いがするんだけど……」

　尋ねても、イラナイは何も答えてくれない。無言で先へ進む。

　ただでさえ生物に見えないイラナイが何も喋しやべらないと、まるで本当にただのシャボン玉のようだ。だんだん不安になってくる。

　風に揺られるシャボン玉を追いかける気分でイラナイの後をついてゆき、どのくらい歩いただろうか。やがて、イラナイがぴたりと動きを止めた。

「山やま口ぐちさん、ここです」

「え？」

「ここから、下を見てみるとよいですよ」

　イラナイが止まったのは、崖のような場所だ。よくわからないが、言われた通り、そっと下を覗のぞき込こむ。

「え、」

　崖下は、荒れた野だった。草が生えてはいるが、綺き麗れいな草原と言うにはほど遠い景色。そこで、遠くて小さくしか見えないが、何かが動いている。

「人……？　人がいる……!?」

　遠目であっても、人間とわかる姿形。広い荒れ野に点在しているものの、全員合わせたら三十人以上になりそうだ。

　なんとか助けを求められないだろうか。……なんて、一瞬でも考えてしまった僕は愚かだ。

「あ……れ？　……あれ、は」

　最初は、人がいたというだけで無条件に歓喜し、よくわからなかった。だが目を凝らすと、浮かび上がってくる疑問と不安、恐怖。

　大勢のうちの一人、僕の視線の先にいるのは──相手はこちらに気付いていないが、中肉中背の男子。

　ブレザーの学生服に身を包んでおり、着こなしはごく標準的。ネクタイを外すとかズボンを腰パンにするとかいう着崩しは一切していない。染めたことのない黒髪といい、校則に何一つ反さない格好。

　顔立ちは、よく言えば中性的、悪く言えば男らしくない。だが母親に似ているわけでもなく、完全な父親似である。だからこそ母は僕を必死に、心まで父のようになってしまわないようにと教育してきたのだろう。

　何が言いたいかというと、視線の先にあるのは、僕が毎日鏡で見ている顔。

「僕……？」

　なぜ、僕が、僕以外にいるんだ。

　僕は双子でもなんでもない。同じ顔の人間がもう一人いるなんて、ありえないのに。

　──僕だけじゃない。

　瀬せ戸とさんも、徳とく島しまさんも、輪りん花かさんも、信のぶ彦ひこ君も、服はつ部とりさんも、二ふた葉ばちゃんも、鹿か川がわも……それから、亡なくなったはずの三み重えさんも。

　自分と皆が大勢いる。

　大勢の僕らは戦っている。ナイフや銃で、自じ分ぶん達たち同士で戦闘している。

「私が、何の意味もなく、あなたを外に出したと思いますか」

　まるで、見えない何かに殴られているかのようだ。理解の範はん疇ちゆうを超えた衝撃に、頭が揺れる。

「これは観察の一環。事実を知ったあなたがどんな行動をとるのか。そういう、観察ですよ」

「じ、事実って……なんだよ……」

「今から、お話ししますよ」

　イラナイは語り出す。が、僕はまだ、崖の下の、自じ分ぶん達たちの戦いから目が離せない。

　僕が、銃で僕を撃つ。血ち飛沫しぶきが上がる。映画のような光景。けれどここにスクリーンはない。現実だ。




「この星のあなた方は、全て複製コピーです。本体オリジナルではありません」




　いつもと少しも変わらない、淡々としていてそのくせ澄んだ、少女のようなイラナイの声。

　落ち着いた調子のまま、残酷な真実は語られる。

「あなた方の本体は、今頃別の星……＠※★※[image: やじるし]☆※星というところで、別の宇宙人に観察されていることでしょう。ああ、といっても『別の宇宙人』が連れて行かなかった方々もこちらの星には連れてきているので、実はこちらの星にいるのが本体、というパターンもあるのですがね。
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　ちなみに、＠※★※[image: やじるし]☆※星の場合は『飲むと人を殺したくなる水』を使っての観察が行われているはずです。まあ、そっちの星のことは、私はよく知りませんしどうでもいいですが。

　ともかく皆さんはこの星で、大量に複製され、無数にある館の中……あるいは外で、ありとあらゆる観察をされています。あなた方の館では『飲んでおくと復活できる石』と言われたものを使った観察ですが、他のあなた方は他のあなた方で、違った道具、違ったシチュエーションでの観察を受けているのです。例えばここから見えるあなた方のように、自じ分ぶん達たち同士で戦えと言われているあなた方もいます」

「……複製コピー？　本体オリジナル？」

　全然ついていけない。何もわからない。

　わからないけれど、崖下で血ち飛沫しぶきは上がり続ける。

「何を言ってるんだ。僕は普通の人間だぞ。僕は僕一人だけだ。複製も何もない！」

「ええ、確かに普通の人間でした。元のあなたは、ね」

「元の、って」

「地球人である山やま口ぐちさんも、クローン技術くらいはご存じでしょう？　それと似たようなものとお考えいただければいいですよ。皆さんの本体オリジナルを元に、複製コピーを作製する。造られた複製は、最初は赤ん坊の状態ですが、特殊な装置を使用することで急速に成長させられます。その上で、脳に本体の記憶を植えつければ完成。身も心も本体と何も変わらない、しかし本体とは別の個体である、あなた達たちの誕生というわけです。

　山やま口ぐちさん。あなたの本体は普通の人間ですが、今のあなたは、母親から誕生したわけではない、特殊な技術によって生み出された、複製なのです。これは紛れもない事実ですよ」

　僕は、本体を元に造られた、ただの複製。

　僕は、僕だったのに、もう僕じゃない？

「山やま口ぐちさん。この星ではあなた達たちを、いくらでも複製できるのですよ。最初こそ本体から複製を造りましたが、複製からでも、複製は造れますから。この星には、そういう施設があるのでね。今この瞬間も、あなた方の複製は造られ、保管されているのです。全ては、愛の観察のために」

「……待てよ、おまえ、いくつもの館で観察してるって言ったな。誰が観察してるんだよ。僕らは……僕らは複製があっても、おまえは一人だろうが。複製の僕ぼく達たち全員なんて、観察できないだろう」

「はい。私は一人。しかし、私も所詮複製にすぎませんから」

「は？」

「元々、マスターが次世代生命体を創ろうとした余剰エネルギーから発生したのが、私の本体。その本体は、この観察のために、自分自身をも複製した。その一人が私。私は私ですが、唯一の存在などではありません。ほら」

　指さすように、イラナイは前で動く。イラナイが示した方向には、星明かりを受けて煌きらめくシャボン玉のようなものが、数体。

「私は複製です。……私が複製なのだから、あなた方が複製だって、構わないでしょう」

「な、なんだそれ……」

「山やま口ぐちさんが今閉じ込められているあの館で観察を行っているのは私ですが、全ての指示を出しているのは私の『本体』です。いわば私は、自分の脳からの命令を受けて動く、手足のようなもの。あの館で『飲むと生き返れる石』と称したものを使っているのも、その裏で復活を調整しているのも、全て、私の『本体』」

「調整……調整って、」

　はっと、気付いてしまう。

　生き返れると称された石。僕らの、本体と複製。

「……待、て」

　もしかして、と、恐ろしい考えが頭を過よぎってしまう。

　どうか、違ってくれ。それだけは違ってくれと、否定を期待して尋ねる。

「まさか、僕らが、石を飲めば生き返れる、っていうのは」

「はい」

　しかし返ってきたのは、呆あつ気けないほどの肯定。

「山やま口ぐちさん、私は以前言いましたね。私は隠しごとをするし、噓うそをつくと。実は、石に飲むと復活できる効果があるというのは、噓うそです。あの石は、本当はそういうものではない、別のものです。死んだ人間が生き返ることは、絶対にありません。……ですがこの星では、あなた達たちの複製はいくらでもできますからね。そういうことです。もう、おわかりでしょう？」

　嫌だ、聞きたくない。耳を塞ぎたかったのに、イラナイは僕が手を動かす前にさらりと言い放ちやがった。

「あなた方は、生き返っているわけではありません。いくらでも代わりのある、複製の肉体に記憶を付与され、館内に放たれているだけです。私の本体は、そのくらい一瞬でできますのでね」

　──つまり僕は、本体でないどころか、もう最初の僕ですらないということ。

　僕はこの星で二度死んだ。二度、僕の肉体は替わっていたのだ。

　今まで、肉体そのものが蘇よみがえっているのだと、損傷が魔法のような力で全て治癒されているのだと。生き返っても自分は自分だと、そう信じていた。

　だが違う。傷が治っていたわけじゃない。魂が戻ってきたわけじゃない。そもそも別の器だったのだ。

　複製の肉体に、記憶を植えつけられたもの──それは、自分僕と呼べるのだろうか？

　僕はもう、僕ではないということなのか？

　いや。元々本体ではないのだ。この星へ連れてこられた時点で、既に僕ではなかった？　連れてこられたどころか、この星で生まれた──この星で造られたのか、この僕は？

「おわかりいただけましたでしょうか。あなた達たちの肉体は、死ぬごとに別のものになっていた。ですから……」

「あ……おい！　どこに行くんだよ」

　イラナイはぷつりと無言になり、ふよふよと元来た道を戻ってゆく。

　やがて、さっき僕が異臭を感じた箇所で、イラナイは止まった。

「山やま口ぐちさん。そこの板を動かしていただけますか？」

「え、」

　イラナイを追いかけるのに必死だったため、来るときは気付かなかった。が、言われて目を凝らすと、足元に大きな板が落ちている。

「動かすって、どう……」

　疑問に思いながらも、ずらすようにして板をその場から移動させる。

　板の下は巨大な落とし穴のようになっており、その底にあったのは。

「……ほら。今までの皆さんは、ここに」

　無造作に重ねられた死体。

　輪りん花かさんに刺された徳とく島しまさんと瀬せ戸とさん。撃たれた僕、瀬せ戸とさん、三み重えさん、服はつ部とりさん、僕が殺した輪りん花かさん、自ら望んで殺された僕……。

　どれも、損傷はそのまま。少しも回復などしていない。また、時間経過により腐敗が進行しており、それが強烈な異臭となっていたのだ。

　ここでは、僕ぼく達たちが死んでいて。

　崖の下では、別の僕ぼく達たちが殺し合っていて。

　館内には、皆がいて。

　今ここに、僕がいる。

　この星に、生きた僕ぼく達たちと、死んだ僕ぼく達たちが、無数に存在、する。

「石を飲んだ人が復活するというのは──実は石ではなく、あなた方につけさせていただいている、イヤーカフのほうが重要だったのです。……最初に私は、それを、皆さんの行動データなどを収集するための『記憶装置』だと言ったでしょう？　まさにその名の通り、皆さんの記憶は、その装置を通して収集されます。何色の石を飲んだか、もです。そしてその装置から本体のところへ情報が送信され、それによって本体は遠隔から、損壊した肉体を血痕すら残さず回収し、装置から記憶を付与した新品の複製を館内に瞬間移動させます。石自体には復活の効果はありませんが、本体が石の色を識別することで、復活が調整されているということです。それは、山やま口ぐちさんがこの事実を知った今後も続くでしょう」

「……僕ぼく達たちは、生き返っているわけじゃない。生き返ったと思ったのは、全部、別の複製だった」

「はい」

　イラナイが、言う。とても当たり前のことを。

「死んだ人間が生き返ることなど、絶対にありえないのですよ」

　当然だ。

　僕は愚かだった。

　生き返れるなら死んでもいいとか、撃ってもいいとか。そんなこと、そもそも、前提からありえなかったのに。

「ちなみに、宝箱のランダム出現も、私ではなく本体が行っていることです。『本体である私』は、『複製である私』よりも特殊な力を有しているので、私には不可能なことも可能なのです。同じ私なのに、不思議なことですね。もしかしたら、本体が自分の複製を造るとき、自分が他の複製より優位に立てるよう、あえて複製には強力な力を与えなかったのかもしれません。──本体は、私の本体ですが、もはや私とは別人のようなものです。まあ、本体と複製という時点で、同一のものではありませんからね。

　ともかく……本体は恐るべき強力な力により、あらゆる観察を可能にし、実行しているのです」

　何人も、何人も、何人も、同じ顔が、僕の複製が、本体を元にした別の僕らが、あらゆる形で観察されている。

「う……」

　咄とつ嗟さに口を押さえた。精神的な悲鳴のように、吐き気を催す。喉が熱く、咳せき込こむ。苦しい。涙さえ溢あふれてくる。

「な、なんで？　何の目的で、こんなことを。なんで、僕ぼく達たちなんだ」

「あなた達たちでなければいけないからです」

「だからなんで！」

「家族なので」

　……………………。

　──は？

「家族？」

「はい」

「おまえが、僕の？」

「厳密には違いますが、私にとって最も家族に近い人間が、あなた方です」

「どういうことだ」

「はい。全て、お話ししますよ」

　それも観察の一環ですから、とでも言わんばかりの冷静さで、真実はまた告げられる。

「とはいえ、細かい部分まで話すと、とても長くなってしまいますのでね。ざっくりとした説明になってしまいますが。

　この宇宙にはマスターという存在がいて、そのマスターが、地球人の、生まれなかった人間の魂を使用して次世代生命体を創りました。さっきお話しした、＠※★※[image: やじるし]☆※星の別の宇宙人というのが、それです。あなた達たちは、その次世代生命体の血縁者です」

「イラナイ。つまりおまえはその、次世代生命体とやらなのか？」

「いいえ。私も……私の本体も違います。ただの派生品にすぎません」

「派生？」

「はい。マスターが次世代生命体を創る過程で、意図せず偶然生まれた、アンノウンな存在。それが私の本体です。マスターの力……魂を合成し、次世代生命体を創るためのエネルギーの余剰分が、私の本体という、一つの存在を形成してしまった。マスターは、創るつもりなどまったくなかったのに、です。

　故に、私や本体がなんなのかと問われても、私にも、明確な返答はできません。私は私だとしか言いようがなく、それ以上のことは全て、自分でも謎です」

「な、謎って。おまえの本体はマスターって存在によって生まれたようなもんじゃないのか？　なら、マスターに自分のことを聞けばいいんじゃないのか」

「元々私の本体は、望まれて生まれた存在ではありません。ただの派生品であり、マスターの望むものを持っていたわけでもない。だからマスターは、私にも本体にも微み塵じんの興味もないのです。ええ、それはもう、塵ちりほどの興味すら。……私の本体はマスターの力によって生まれましたが、本体とマスターはろくに会話することすらなく、マスターは本体を捨てました。今私わたし達たちがこうしていること──この星の存在すら、マスターは知らないでしょう。

　私の本体は、私は、誰からも必要とされない。まさしくイラナイ存在、というわけです」

　駄洒落だじやれであり、自嘲のようでもある。おそらく冗談のつもりなのだろうが、まったく笑えない。

　いらない存在、自分を生んだ存在に捨てられた、あらゆる形での愛情の観察──

「……そう、か……」

「山やま口ぐちさん？」

「おまえが、自分をフランケンシュタインの怪物だと言った意味……わかったよ」

「…………」

「イラナイ。おまえは」

　イラナイが愛を知ろうとしている理由。イラナイがここまでした、その先にある目的。

「誰かに、愛されたかったのか」

　フランケンシュタインの怪物──ヴィクター・フランケンシュタインに造られた、名前のない怪物。彼は醜い容貌のせいで、自分の創造主にすら恐れられていた。

　そんな怪物がたった一つ望んだもの、創造主に懇願したもの。それは「自分の伴侶となりえる怪物」だ。怪物は、その願いさえ叶かなえてくれたら、二度と人前には現れないとさえ言った。

　そのくらい、怪物は愛を求めていた。

「愛の観察をしていたのは、『完全な愛を持つ存在』を創るため。……おまえが望んでいるのは、『自分だけを愛してくれる完全な家族』だ」

　イラナイは以前、博愛ではなく、たった一人だけを愛せればいいのだと言っていた。

　そして、家族に最も近い僕らを選んで、あらゆるシチュエーションで愛の観察をしている。

　──つまり、家族に、たった一人、自分だけを愛してほしいということ。

　しかしそんな家族はいないから、データを収集した上で、自分で創ってしまおうと。

「……よく、おわかりになりましたね」

　認めたくはない。

　けれど、僕にもこいつの気持ちが、少し、ほんの少しだけ、わかってしまったのだ。

　僕とこいつは似ている。

　本当は誰かを愛したいし、愛されたいと望んでいる。たった一つでいい。心から愛し愛されるものに出会えたらそれだけでいいと。それは、目が眩くらむほどの幸福だと。何もない自分だからこそ、何かを持てるようになることを切望している。

　必要としてほしいのだ。自分を。

「さて、山やま口ぐちさん。あなた方の観察は、ここからが新たなスタートですよ」

「なんだって？」

「あの館のすぐ傍そば……私わたし達たちが歩いてきたのと反対方向に、あなた方が地球へ行くための宇宙船があります。自動操縦設定で行き先を地球にしてありますので、ボタン一つで、あなた方だけでも地球に到達することは可能です。──ですが、仮に行ったところで、あなた方は複製。本体ではありません。

　そして、この星には無数に同じような複製のあなた方が存在し、宇宙船も何隻もあるのです。もし、他のあなた方が地球に到達した場合、あるいは既に到達している場合、家族や周囲になんと説明するのです？

　一人の人間が複数に増殖している状態、地球人がパニックを起こすには十分ですよ。好奇の目に晒さらされることは確実でしょう。もしかしたら、何かの研究材料にされるかもしれませんね」

　確かに。何十、何百の自じ分ぶん達たちが、もし全員地球に行ったとしたら、確実に化物扱いされるだろう。普通の人間としての暮らしなど望めない。

「何より、繰り返しますが、あなた方は複製。本体が＠※★※[image: やじるし]☆※星の観察から生還した場合、この星のあなた方は皆、いらない存在となります」

　イラナイだけじゃなく。この星の僕らも全員、不要な存在だというのか。

「ですから……あの館では、生存者二名は脱出できると言いましたが。それは強制ではありませんし、永遠に館内で暮らしていただいても問題ないのです。どうせ地球に行っても、居場所なんてもの、ないのですから。あなた方は、この星にいるという選択肢も取れるのですよ」

　イラナイの言葉は、内容は僕にとって非常に残酷だ。だが不思議なことに、声に僕らを嘲るような色は皆無。

　ただ「必死だな」と感じた。

　だって、こいつが──こいつの本体が僕らを複製したのも。あらゆる場所、あらゆる状況で観察をしているのも。こいつが本体に従っているのも。

　こいつの全ては、愛のため。

「…………すごいな…………」

　あまりの衝撃は、憤ふん怒ぬや憎ぞう悪おや悲嘆を吹き飛ばす。

「人は……愛されるために、ここまで、できるのか……」

　人間の脳は、ときどきよくわからない働きをする。一周半回って、とでもいうのだろうか。もう自分でもよくわからないが、ぽつりとそんな呟つぶやきが、自分の口から漏れた。

「あのさ、イラナイ」

「はい？」

「僕、おまえが大嫌いだよ。おまえのせいで僕は複製なんかにされて、こんなわけのわからない星で、殺し合いなんかさせられて。自分が愛されるために、これほどまで人に迷惑をかけるなんて最低だと思うし、絶対許せない」

「はい」

「でも」

「はい？」

「心底最低だと思うのに、少しだけ共感もできなくはない」

「共感？　私にですか」

「うん」

「山やま口ぐちさんは頭がおかしいのでしょうか？」

「うん」

　認めよう。もう間違いなく僕はおかしい。

「自分の中にこんな面があるなんて、自分でも、この星へ来てから初めて知った。あるいは、この星へ来たからこそおかしくなったのかもしれない」

　元の僕はどんな奴やつだっただろうか。ここへ来る前のことが、ひどく遠い昔のように感じる。

　いや、ここで造られた今の僕にとって、本当は「ここへ来る前」などないのだけど。

　本来の──本体の僕はどんな奴やつだっただろう。今、ここではない星で、何をしているのだろう。「飲むと人を殺したくなる水」を使った観察をされているとのことだが……。

　こんなふうに、得体の知れない宇宙人と空を見上げているだろうか。あるいは、他の人ひと達たちも一緒だというなら、瀬せ戸とさんや、三み重えさんとも仲よくなっていたりするのだろうか。

　おかしな話だ。この宇宙のどこかに、元の自分──「本体」がいるだなんて。

「なるほど、山やま口ぐちさんはおかしくなったのですか。まあ、正常な精神を保つことが困難な環境ですからね」

「おまえが言うなよ。僕がおかしくなったのは、間違いなくおまえのせいだからな」

「私のせい。つまり、私が山やま口ぐちさんに影響を与えた、ということですか？」

「なんだそれ、ポジティブシンキングか？　おまえの『せい』っていうのは『おかげ』とは違うからな」

「些さ細さいな違いではありませんか？」

「些さ細さいじゃない。全然違う」

　微妙にズレた、漫才のようなやりとり。なんだか気が抜け、小さくではあるが、ふっと笑ってしまった。

　こんな状況なのに、笑えてしまった。

　やはり僕はおかしい。

「……それで、山やま口ぐちさん。この事実を、皆さんに伝えることができますか？」

　イラナイが話を変える。

　知ってしまった事実を、伝えるか伝えないか。それもきっと、観察の一環なのだろう。

　実は僕ぼく達たちは本物の自分じゃない複製で、館外に更に複製達たちが無数に存在する。地球に行ったところで僕らの居場所はない。

　考えれば考えるほど、何の救いもない。言えば皆を更なる地獄に突き落とすだけ。いっそ黙っていたほうが優しいかもしれない。

　言えば絶望。しかし言わなければ、きっと何か隠しているのではないか、怪しいと疑われる。

　疑心暗鬼が行き過ぎれば、また殺し合いが始まるかもしれない。それだけは嫌だ。

「言うしかない。これが現実なんだから」

「ふむ、そうですか。では山やま口ぐちさんから事実を聞いた皆さんがどう出るか、また観察させていただくとしましょう」

　イラナイは僕ら人間に、人間の行動に興きよう味み津しん々しんだ。自分を愛してくれる存在を創るために。

　創ろうとするのは、そんな存在は今この世にはないと思っているからだ。

　どこにもないから、自分で創るしかない。必要とされるために。

　このままでは、今の自分は、いらない存在でしかないから。

「…………」

「山やま口ぐちさん？　どうかしましたか」

「……アイビー」

「え？」

「この植物、アイビーに似てる。母さんが育ててた観葉植物」

　近くにあった植物を指さす。

「ふむ、そうですか。似ているだけで、アイビーではないと思いますよ。この星の植物は、一見普通に見えても独特で、地球とは違い……」

「アイビー」

「いえ、だからこれは……」

「おまえの名前だ」

「は？」

　おお。こいつが「は？」なんて言うの初めて聞いた。

　いつもこっちが言うばかりだったから、なんだか少し勝った気分だ。……勝ったって何にだよ、という話だが。

「おまえの名前だ。アイビー」

　イラナイは何も言わないが、ぽかんとしているように見える。ただの球体がそんなふうに見えてきたのだから、いよいよ僕は頭だけでなく目まで変になってきたのだろうか。

「イラナイ、なんて名前、あんまりだろ」

　ずっとそう呼んできたとはいえ、ろくでもない名前ではある。いらない存在であるということを象徴するような。

　それって、なんか嫌じゃないか。

「今、目についた植物がアイビーっぽかったからって、適当っちゃ適当な理由だけど、イラナイよりはずっといい。僕はこれから、おまえをアイビーって呼ぶ」

「そう……ですか」

　ぼうっとしたような口調。声の中に、いつものイラナイにはない熱を感じる。

「私は、アイビー」

「そうだ。イラナイじゃない。アイビーだ」

「……そうですか」

　ぎゅっと身を縮め、大切なものを抱きしめるように。イラナイ、もといアイビーは自分の名を嚙かみしめる。

「嬉うれしい」

　咄とつ嗟さに言葉を返せないほど驚いた。

　初めて聞いた、何の曇りもない、アイビーの素直な喜び。

「ありがとう、山やま口ぐちさん」

　うん、どうやら僕は完全に脳がイカれたようだ。

　その一瞬、ほんの一瞬だけ、顔のないアイビーが、可愛かわいい笑顔に見えた気がした、なんて。

「……どういたしまして、アイビー」

　常緑のつる性植物であるアイビー。つるが伸びて、しがみつく。そんなアイビーの花言葉を、母さんがいつか言っていた。「永遠の愛」や「不滅」。それから、

　──「死んでも離れない」。

　いくらでも代えのいる僕らは、死んでも、死んでも、別の複製にされて、こいつからは逃れられない。

　かわいそうに、と他人事のように思う。他の皆は、地球で無事に家族と再会することを、ずっと待ち望んでいるのだろうに。

　瀬せ戸とさんも徳とく島しまさんも、地球に家族がいる。服はつ部とりさんと二ふた葉ばちゃんにはお互いがいる。

　輪りん花かさんだって、家庭環境はすごく悪かったようだけど、彼女には信のぶ彦ひこ君がいる。皆、誰かに必要とされている。

　自分が自分じゃなかったことはショックだ。けど。

　帰れないこと自体には、少しも傷ついていない自分がいることに気付く。家に居場所なんてものは、元からないようなものだから。

　隣を浮いているアイビーに視線を向ける。いつもより大きく上下に動いており、名前をつけられたことがよほど嬉うれしかったのだろうと、見ていてわかる。

　こいつは本当に、たった一人。本体や他の複製達たちがいるとはいえ、それは自分の分身、自分の延長でしかない。こいつには自分しかいない。他の世界から繫つながりを断たれている。自分以外誰もいない、一人ぼっちだ。

　そう思うと、心の奥から何かが湧いてくる、これはなんだ。この感情の名は、なんだ。

　同情か。

　興味か。

　憎ぞう悪おか。

　愛か。

　──狂気か。







　気が付くと自室のベッドの上にいた。

「あれ……？」

　僕はアイビーと一緒に外にいたはずじゃないのか。

　まさか、さっきまでのことは全部夢だとか言わないだろうな。……いや、ここにいる僕らが全員複製だとか、いっそ夢のほうがいいのだが。

「アイビー。……アイビー？」

「はい」

　呼ぶと、奴やつはすぐに姿を現した。

「僕、なんでここにいるんだ。僕ら、館内に戻ってきたのか？」

「はい。私が山やま口ぐちさんを気絶させ、ここまでお運びしました。万が一途中で逃げ出されて、他の複製達たちの中に紛れ込まれてしまうと、発見が困難になりますからね。あなたと他の複製達たちは、外見上には一切違いがありませんから」

「……あ、そう」

　こんなことを言われても既に受け流せてしまえる自分が少し怖い。

「今、他の皆さんにも、山やま口ぐちさんを館内に戻したこと、もう部屋で待機していなくてもいいことをお知らせしました。すぐに皆さん、ここに来ることで……」

「山やま口ぐちさん！」

「山やま口ぐち！」

　アイビーが話している途中で、瀬せ戸とさんや輪りん花かさん、皆が部屋に入ってきた。

「……先ほどの件ですが。皆さんに伝えるか伝えないかは、山やま口ぐちさんのご判断でどうぞ。私は何の邪魔もいたしません。全ては、山やま口ぐちさん次第です」

　そう言い残した後、アイビーはふっと姿を消した。まだベッドから降りてもいない僕のところへ、皆がわっと押し寄せてくる。

「山やま口ぐちさん、無事ですか？」

「だ、大丈夫だったの」

「外はどうなっていた？　ここは本当に、地球じゃないのか」

「私わたし達たち、家に帰れるのかな？」

　皆、ここからの脱出、地球への帰還、家族への再会などに希望を膨らませ、瞳を輝かせている。

　僕らが本体ではない複製で、代わりが無限にいるのだと、地球に行っても居場所はないと伝えたら、どうなってしまうのだろう。

　希望から絶望だ。自暴自棄になる人も出てしまうかもしれない。いっそ隠し通したいという気持ちもなくはないが。

　それでも知ってしまった以上、隠すことはできない。事実は事実だ。受け入れ、乗り越えなければ先に進めない。

　僕はとりあえず、一階ホールまで皆を連れて行った。そうしてアイビーがやったのと同じように、音声パスワードによって扉の迷彩を解除する。

「ピェールヴァヤ・リュボーフィ」

　何もなかった場所から、一瞬にして扉が現れたかのように見える。魔法のような光景に、皆もおおっと声を上げた。

「お兄ちゃん、すごーい！　今の、呪文？　呪文なの？」

　二ふた葉ばちゃんは目を輝かせ、興奮した様子だ。

「いや……呪文じゃなくてパスワードだよ」

「そうなの？　魔法の国の言葉じゃないの？」

「や、魔法の国とかでは……これはロシア語だから」

「へえ……ロシア語なんだ。よく知ってるわね、山やま口ぐち」

　輪りん花かさんが感心したように言う。

「別に僕もロシア語に詳しいわけじゃないけど。ただこれは、文学作品の名前だから知ってただけ」

　ツルゲーネフの中編小説の原題だ。授業で教師が説明していたのだかなんだか、頭の片隅に記憶していた。これをパスワードにするなんて、アイビーがそれをしてみたいと思っている願望の表れなのだろうか？

「ともかく、扉はここだ。それはわかった」

「こんなところにあったのか……」

　服はつ部とりさんが扉に手を伸ばす。が、扉はびくともしない。

「おい、開かないぞ」

「はい。僕も開けられなくて、外に出るときは、アイビーに開けてもらいました」

「アイビー？　誰だそれは」

「あ……すみません、イラナイのことです」

「何？　あいつはそういう名前だったのか」

「いえ、そうじゃなくて、僕がつけたんですけど。……ともかく、扉の位置はわかりましたが、開けることはできません。アイビーが言うには、やっぱり、出るには条件を満たさないといけないそうで」

「条件って……館内に生存者が二人以下になることですか？」

　瀬せ戸とさんが尋ねる。皆の間に、一瞬緊張感が走る。

「あ、アイビーには普通に開けられたんだし、それだけが条件ってわけじゃないはずだ。殺し合いなんかせずとも、僕らはきっとここから出られる……と思うけど……」

「どうしました？」

「なんだ。言いづらいことでもあるのか」

　周囲の、希望に満ちていた瞳に、曇りが生じる。

　気後れするが、それでも突きつけなければならない。残酷な真実を。







　僕はこの目で見たこと、アイビーから聞いたことをありのまま話した。

　驚きよう愕がくに目を見開いたり、呆ぼう然ぜんと口を開けたり、全身の力を失ったように床に膝をついたり。反応はさまざまだが、一言で言えば皆「絶望」。

　皆、すぐには受け入れられないようで、暗い顔をして自室に帰ってしまった。

　僕は、一人で部屋にいるのも気が滅め入いるので、とりあえず食堂にやってきた。が、結局ここでも一人だし、先のことへの苦悩からは逃れられない。

　これから、どうするのだろう。

　どうすればいいのだろう？

　ここを出ても自分の居場所はない。なら、ここでずっと暮らしてゆくべきなのか。僕らは本体ではない複製だから、と割り切って生きてゆけと？

　本体ではないなら、本物ではないなら、僕らの存在はなんなんだ。

　ぼんやり考えていると、食堂の扉が開く音がした。

「おい。大丈夫か」

　入ってきたのは、二ふた葉ばちゃんを抱いた服はつ部とりさんだ。

「服はつ部とりさん……部屋に戻ったんじゃないんですか？」

「戻ったが……二ふた葉ばが、腹が減ったと言うからな」

「お兄ちゃん、一緒にごはん食べよー」

　子供は無邪気だ。というか、多分僕が説明したことを理解していない。本体だとか複製だとか、二ふた葉ばちゃんには難しすぎるだろう。

「それより山やま口ぐち、平気なのか？」

「ええ。僕は、別に……。服はつ部とりさんこそ、大丈夫ですか」

「……正直、まだ混乱しているし、受け入れられない。だが、実際にその目で見てしまったおまえが、一番ショックが大きいだろう。自分の口から、俺おれ達たちに伝えなければならなかったことも……」

「お兄ちゃん、ショックだったのー？」

　服はつ部とりさんが喋しやべっている途中で、二ふた葉ばちゃんが尋ねてくる。今は、彼女の明るさが少しありがたい。

「僕は大丈夫だよ」

　頭を撫なでてあげると、二ふた葉ばちゃんはにへーと笑った。

「服はつ部とりさん。僕ぼく達たちは、これからどうするべきなんでしょうか？」

「……すまん、俺にもまだわからん」

　気まずそうに、目を逸そらされる。

「だが、俺はやはり、こんなところからは出るべきだと思っている。たとえ俺おれ達たちが、複製とかいうものであっても……全員で、地球に行きたい」

「全員で、ですか」

　服はつ部とりさんは頷うなずく。

「もう、自分と二ふた葉ばが無事ならそれでいいとは思わない。いや、そりゃあもちろん一番守りたいのは二ふた葉ばだが……できれば、おまえには助かってほしいし、おまえが助けてやりたいと思っている奴やつにも助かってほしい。おまえは、俺がいない間二ふた葉ばを守ってくれたし、最初から一貫して、周囲を助けようとしているからな。……おまえのそういうところに、正直言うと、救われているんだぞ」

「い、いえ。そんなふうに言ってもらえるほど、いいもんじゃないですよ」

　僕が皆を守ろうとするのは、義務感のような部分が大きく、皆が大切だからとか、愛しているとか、そういう理由によるものじゃ──

　──愛。……愛、か。

　アイビーが知りたがり、求めているもの。僕にはわからないもの。

「服はつ部とりさん」

「どうした」

「服はつ部とりさんは、奥さんや二ふた葉ばちゃんを愛していますよね」

「ああ、愛してる」

　突然の質問にもかかわらず、なんてさらっと答えるのだろう、この人は。曇りのない答えに、尊敬の念を抱きそうになる。

「人を愛するって、なんなんでしょうか？」

「どうした、急に。えらく哲学的な質問だな」

「僕は今まで、人を愛するっていうのは、相手を尊敬するとか、憧れるとか、そういう感覚かと思っていたんですけど。すごくろくでもない、どこをどう探しても、いいところを見つけるほうが難しいような相手のことが、気になっているんです」

「……？　まさかおまえ、永なが野の輪りん花かのことが好きなのか？」

「え、いえ。違いますけど」

　すごくろくでもない相手、と聞いて服はつ部とりさんは輪りん花かさんを連想したようだ。まあ確かに、今までさんざん僕らを脅おびやかしてきたという意味では当てはまるが。

　だが、今僕の脳裏にいる奴やつは、もっとろくでもない。

「なんだ、じゃあ、地球にそういう相手がいるのか」

「いや……ええと……」

「よくわからんが……人は、人の長所ばかりを好きになるものじゃないと思うぞ。むしろ、駄目なところが愛いとしくなるのかもしれない」

「そんなもんですか」

「頼りなかったり、危なっかしかったりする相手だから、守りたくなるんだろう。俺がいてやらなければ、と思うんだ」

「それって自分を好きなだけなんじゃないですか。弱い相手を守ってやる俺かっこいい、みたいな」

「身も蓋もない言い方をするな、おまえは」

「パパー、みもふたもないって何？」

「率直すぎるっていうことだよ」

「みもふたもない！」

　二ふた葉ばちゃんは初めて知った言葉にはしゃぐ。なんか知らないけど子供って新しく覚えた言葉を使いたがるよな。

「自分を好きなだけ、という側面もあるかもしれないが。人間はそういうものだろ。一人きりで生きてゆくのは、辛いし寂しい。誰かに必要とされたいし、求めてほしい。自分はここにいてもいいんだと思わせてほしいだろう。

　誰だって自分という存在なしに人を愛することなんかできない。どんな感情も自分あってこそのものだ。そして、自分を嫌いたい奴やつだっていない。自分を好きにさせてくれる、存在意義をくれるような奴やつを好きになる。それ自体は別に悪いことではないだろう。自分の心が満たされて、相手も満たされるなら、それでいいんじゃないのか。まあ、依存関係はいいとは言いがたいし、限度はあるけどな」

「服はつ部とりさんも、そういうふうに奥さんを好きになったんですか？」

「む……」

　戸惑うというか、若干照れくさそうに服はつ部とりさんは小さく咳せきをした。が、律りち儀ぎにもちゃんと話してくれる。

「まあ、確かに実み花か子こは……妻は、ドジで危なっかしい奴やつだった。家が近所で子供の頃から知り合いだったんだが、こいつには俺がいてやらないと駄目だな、とは思っていた。そんな自分に酔っていたんだろう、と言われればそれまでだが」

「みもふたもない！」

「……二ふた葉ば、ちょっとおとなしくしていような」

　服はつ部とりさんは苦笑し、二ふた葉ばちゃんの頭を撫なでる。

「なにせ実み花か子こは本当に、目が離せない奴やつだったんだ。すぐ転んだし、素直すぎて人に騙だまされそうになったりもしたし」

「目が離せない奴やつ……だった？」

　過去形なのがひっかかった。

「もういないんだ。二ふた葉ばがまだすごく小さいときに、事故でな」

「え。す、すみません」

「別に謝る必要はないが」

　言葉通り服はつ部とりさんは、少なくとも表面上は特に気にした様子を見せることなく、ただ、ぎゅっと二ふた葉ばちゃんを抱きしめた。

「山やま口ぐち。人は、いついなくなってしまうかわからない」

　言葉が身に染しみる。ここに来てから、それは強く意識せざるをえなくなった。

　人はいつ死ぬかわからない。他人だけじゃなく、自分だってそうだ。当たり前の明日を迎えられるとはかぎらない。

「おまえが誰のことを想おもっているのか俺は知らないし、詮索するつもりもない。だが、自分の気持ちには素直になるべきだし、傍そばにいたい奴やつの傍そばにいるべきだと、俺は思うよ」

　おそらく今、彼の脳裏には、亡なき妻のことが過よぎっているのだろう。遠い昔を懐なつかしむように目が細まる。

「パパー、わたしはずっとパパの傍そばにいるよ！」

「ありがとう、二ふた葉ば。パパも、ずっと二ふた葉ばの傍そばにいるよ」







　結局、現状への解決策などは見つからない。一旦眠って脳を休めてからまた考えようと、僕はシャワーを浴び、寝間着──シンプルなＴシャツと黒のジャージに着替えたところで、自室の扉がノックされた。

　ロックを解除し扉を開けると、立っていたのは輪りん花かさん。

「どうかしたの？　こんな時間に」

　もう夜遅い。輪りん花かさんは俯うつむきがちで、じっと上目遣いに、しかし睨にらむような目つきで僕を見た。手には薄い布のようなものを持っている。

「……シャワー」

「え？」

「シャワー貸して」

　言うなり、彼女はするりと僕の横を抜け、すたすたと浴室へ行ってしまう。

　自室のシャワーが壊れたのだろうか。なら僕じゃなくて信のぶ彦ひこ君の部屋で借りればいいんじゃないか、と思わないこともないが。いろいろあった複雑な姉弟だし、いまだに弟に対してどう接していいのかわからないのかもしれない。

　シャワーを貸すくらい別に構わないので、放置しておいた。服を脱ぐ衣きぬ擦ずれの音や、シャワーを浴びる水音が聞こえてくると、さすがにちょっと落ち着かないものを感じはしたけれど。

　やがて水音は止まり、代わりにドライヤーの音が聞こえてくる。しばらくしてそれも止まると、浴室の扉は開く。

　出てきたのはもちろん輪りん花かさん──だが、この部屋に来たときとはかなり違う姿。

　来たときは、撫子なでしこ色の制服にツインテールといういつもの格好だったが、今は薄いピンクのネグリジェに着替えて、黒絹のような長い髪は下ろしている。どうやら、来たときに持っていた薄い布の正体はネグリジェだったようだ。

　シャワー後だからだろうが、やたらいい匂いがする。シャンプーなら僕も同じものを使っているはずなのに、彼女の髪からふわりと香るのは、僕よりずっと甘い。

「じゃ」

　素っ気なくそう言って、彼女はベッドに乗る。

「いやいや、待って」

「何」

「ここは僕の部屋で、そこは僕のベッドですが」

　無駄に敬語になってしまう。

「……ていうか、なんで僕のこと摑つかんでんの？」

　彼女の手は、がっちりと僕の手を摑つかんでいる。

「寝るから」

　どうしよう、会話になっていない。

　まさか誘われているのか？　とか思ってしまうが、それはないだろう。何せ相手は輪りん花かさんだ。僕はこの子を撃ったし、この子は僕を撃った。今更艶っぽい雰囲気になることなど不可能な相手だ。

　落ち着いて現状を整理してみよう。輪りん花かさんはなぜか僕の部屋に来て、なぜかシャワーを浴びて、なぜか寝ようとしている。……そもそも彼女は、今朝泣き疲れて眠ってしまってから結構長い間寝ていたのだから、まだ眠くないはずだと思うのだが。

　……ひょっとして、一人でいたくないのだろうか。

　複製だとかわけのわからないことを聞かされたせいで、怖くて、不安で、誰かと一緒にいたいのかもしれない。それが素直に言える性格だとも思えないから、こんな突拍子のない行動をとるのかも。

「信のぶ彦ひこ君はどうしたの？」

　同じ女子とはいえ、殺した相手である瀬せ戸とさんや徳とく島しまさんと彼女が一緒にいられるとは思えない。だが、せめて弟のところに行けばいいと思うのだが。

「自分の部屋にいると思うけど」

　……彼のところへは行きたくない、ということだろうか。姉として、弟に不安なところは見せたくないのか？

「えっと……輪りん花かさん、怖いの？」

　自分の考えが合っているのかいまいちわからないので、直接聞いてみる。

「怖い」

　あ、合っていたのか。と思ったが、彼女は更に僕を混乱させることを言う。

「あなたの傍そばは、怖い」

「……じゃあ、どうしてここにいるの」

「わからない」

　ぐいっと、彼女は、摑つかんでいた僕の手を引っ張って、無理矢理ベッドに横にする。そのまま自分もベッドに倒れ込んだ。

「わからないけど、ここにいる」

　ぎゅうっと抱きつかれる。輪りん花かさんは自分の顔を僕の胸に埋めるようにしてきた。

　自分の行動の理由がわからないとか、相当不安定になっているのだろうか。まあ、どれだけ精神力が強きよう靭じんであっても耐えがたいよな、こんな生活。

　複製について、僕が聞かせてしまったせいもある。それにもしかしたら、人を害した罪悪感というか、反動のようなものが、今になって一気に押し寄せてきているのかもしれない。精神的に相当弱っているのではないかと心配になる。

　元気づけてあげたいが、僕に何ができるのだろう。気の利きいたことなど言えず、無言でいるしかない。

「…………何も、しようとか思わないの？」

　じっと、上目遣いで睨にらむように見つめられた。やはり、不安になっているのだから励ませということだろう。

　どうすべきか迷った末、また頭を撫なでてみた。二ふた葉ばちゃんにするのと同じように、なでなでと。

「…………」

　がぶり。

「痛!?」

　僕の肩に歯が食い込む。って、嚙かんだ!?　猫かよ。

「ちょ、ちょっと、何？」

「……別に」

　別に、と言いながらも、輪りん花かさんはがぶがぶと甘嚙がみを続ける。頭を撫なでるのは不満だったのか。ガキ扱いされていると癇かんに障さわったのかもしれない。

　彼女はしばらく、ネズミの玩具で遊ぶ猫のごとく僕を嚙かんでいたが、ストレス発散の一種だろうと考え放置しておいた。

　やがて彼女は僕から口を離し、ぽつりと呟つぶやく。

「……ねえ、山やま口ぐち」

「何？」

「これからのことなんだけど」

「うん？」

　輪りん花かさんが顔を近付けてくる。近い。とても近い。唇が触れてしまいそうなくらいだ。

　けれど、その目はキスなんてするような甘さを孕はらんではいない。

「私わたし達たちは本体じゃなくて、外には私わたし達たちと同じ複製がたくさんいて。私わたし達たちが地球に行っても、『私』が一人だけじゃないから、普通の生活は送れない。そういうことなのよね」

「……うん」

「でも、それって解決策があると思わない」

「え？」

「他の自分を、全員殺せばいいのよ」

　声に、以前の氷のような冷たさは感じられなかった。否定されることを前提として話しているような。

「『私』が複製だなんて誰にも言わせない。他の私を全部消せばいい。私が複製であっても、本体を消せば、もう私が本体だわ。殺し合って、生き残った奴やつが『私』。そう考えれば、シンプルじゃない？」

「……そんなのは、嫌だ」

「嫌？　何が」

「君が殺すのも、殺されるのも嫌だ」

　君がというか、他の誰であっても。

　人が人を殺すのは、嫌だ。

「……やっぱり……」

　輪りん花かさんが呟つぶやく。さっきまでより強く、ぎゅっと、抱きしめられた。

「やっぱり、あなたはすごく怖い……」







　外に出てから──僕らが本体ではないと知ってから、二日過ぎた。

　この二日間、僕はアイビーとよく話した。あとは、輪りん花かさんがよく話しかけてくるようになった。他人との対話の中で、自分の考えをまとめようとしたのかもしれない。

　そして今日。既に惨劇が起きているとも知らず、僕は地下倉庫にいた。

　僕らが複製だろうと、とりあえず、どうにかしてあの扉を開けられないかと思ったのだ。なんでもいい、扉を開けるのに使える道具はないものかと。……複製のことを知ってから、皆の間には重い空気が流れているから。

　このままでは、いつか自や棄けになってしまう人が出てこないともかぎらない。──また殺し合いが始まるんじゃないか、という恐怖とは、いつでも隣り合わせだ。

　外に出られるのは、二人だけ。外に複製がいようが、二人はとりあえず、外に出ることはできるのだから。

　どこかに扉の鍵とか、あるいはパスワードが記された紙でもないのだろうか。砂漠で針を探すような気持ちで、僕は片っ端から倉庫のダンボール箱を漁あさっていた。

「ん？」

　作業の途中で、近付いてくる足音に気付く。

「ここにいたのか」

「……鹿か川がわ？」

　こいつが僕に話しかけてくるなんて珍しい。というか、こいつが誰かと話すこと自体滅多にない。

「ちょっと来い」

「え？　なんでだよ」

「いいから来い」

　不思議に思いながらも、言われた通り彼についてゆく。

　一階に上がり、彼はホールの中へと足を踏み入れた。僕がやってみせたようにパスワードを呟つぶやき、扉を目視できる状態にする。そうして鹿か川がわは扉に触れる。扉に、文字が浮かび上がる。

『あなたは条件を満たしました。扉を開けることができます。ただし、外へ出ることができるのは二人までです。三人以上出た場合、死亡します。扉を開けるなら、このまま押してください』

　そうして鹿か川がわは扉を押し、

　扉は開き、外の景色がひろがる。
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「………………え」

　アイビーがいなければ開けることのできなかった、僕ら人間には開けられなかった扉を、彼は、開けたのだ。

「え、な、なんで開けられるんだ？」

「オレが聞きたいんだけど。本当に開かないのか、とりあえず試しとこうと思ってやったら普通に開いたんだよ。どういうことだ」

「い、いや、僕が知るかよ」

「オマエ、何か隠してることねーよな？　イラナイ……いや、今はアイビーだっけ？　アイツから聞いたことで、オレ達たちには言ってないこととか、あるんじゃないのか」

「そんなことない。僕は、見たことも聞いたことも、全部言ったぞ。……そうだ、鹿か川がわ。君、スペシャルアイテムを持っているんだろ。そのせいじゃないか？」

「違う」

「なんで」

「とにかく、違う」

「それじゃ何もわからないだろ。理由を言えよ」

　鹿か川がわは黙り、何か考えているようだった。

　その間にも、外から風は流れ込んできて、冷気が頰を撫なでる。

　信じられない。なんでこんな簡単に開くんだ。……この扉を開ける条件って、なんなんだ？

「まあいいか。元々厳密な契約をしたわけでもなんでもない。言ってもいいな」

「……何の話だ？」

「スペシャルアイテムを持ってるのはオレじゃない」

「は？」

　触れることもなく他者を爆破できるスペシャルアイテム。それのおかげで、僕は助けられてきた。輪りん花かさんと信のぶ彦ひこ君にとっては、爆死されてきた、ということになるが。

　あれは、鹿か川がわがやっていたはずだろう。最初に使われたとき、彼は全身に血を浴びていたのだから。彼がやったという証拠、のはずだ。

「おい、君、この期に及んでそんな……」

「いや、マジで。永なが野の達たちの爆発、オレがやったんじゃないんだ」

　困惑しつつ、鹿か川がわの目を見る。黒い瞳は、噓うそをついているようには見えなかった。

「どういうことなんだよ。君じゃないなら、誰がやったっていうんだ」

「オレじゃないなら、やりそうな奴やつなんて一人しかいなくね」

「え……？　君以外になんて……」

「や、山やま口ぐち君！」

　そのとき。ホールに、徳とく島しまさんが飛び込んできた。

　彼女は息を切らし、恐怖で顔面を蒼そう白はくにしている。

「逃げて……逃げて！」

「なっ……!?　何があったんですか」

「信のぶ彦ひこ君が」

　──数秒前まで、僕は確かに希望を見み出いだしていた。

　扉が開けられたことで、少なくとも、外へ出ることは可能になったのだと。だが。

「信のぶ彦ひこ君が、皆を殺そうとしてる！」

　希望は所詮、絶望への伏線にすぎない。

　惨劇はとっくに、再演の幕を上げていた。










　　　──　シ　──




　約一時間前、永なが野の輪りん花かは迷っていた。自分がこれからどうすればいいのか。

「……はあ」

　自室のベッドに寝転んだ状態で、小さくため息を落とす。

　最初は簡単だった。生存した二名だけ脱出できると言われたから、他の全員を始末してでも、自分だけは生き残ってやろうと思った。

　今まで、理不尽な目には死ぬほど遭ってきた。だからこそ、もう嫌だったのだ。宇宙人だとか、殺し合いだとか、そんなおかしなことに巻き込まれて、こんなところで死ぬなんて。

　納得できない運命なんて、捻ねじ曲まげたい。抗あらがってやりたい。

　別に、他人の死を嘲笑あざわらいたいわけではないのだ。人を殺すことで喜びを得られるわけでもない。むしろ、殺したところで得られるのは、どうしようもない虚無感だけ。

　それでも、自分を飲み込もうとする不幸に屈するなんて絶対ごめんだった。

　世の中には、裕福な家庭に生まれて、親に愛されて、平和に生きている奴やつもたくさんいるのに、自分だけこんなの割に合わないと。

　だから自分だけは、どんな手段を使ってでも生き抜いて脱出してやろうと。

　だけど山やま口ぐち健けん次じと出会ってしまったせいで、考えが書き換えられようとしている。

　彼は自分の痛みを厭いとわずに、輪りん花かの中にこびりついていた憎ぞう悪おや憤ふん怒ぬを晴らそうとしてくれた。そんなことをしてくれた人は──そんなふうにまっすぐに向き合ってくれた人は初めてだった。

　彼の傍そばは心地いい。それでもなお、まだ心のうちに燻くすぶる気持ちはある。

　──本当に信じていいのか、と。

　輪りん花かは簡単には人を信じられない。それほど彼女の人生は悲惨なものだったから。十六年に渡って築かれた人間不信は、一日二日で変えられるものではない。

　信じて、裏切られることは、怖い。

　だから、山やま口ぐちが本当に信頼できる人間なのか確かめたくて、わざと無防備な姿を見せた。部屋に入って、シャワーを浴びて、薄いネグリジェ姿で、同じベッドに入って。

　正直なところをいえば、全然自分を女として意識していないところはムカついた。だがその点を除けば、無性に胸が熱くなった。

　少しも自分を怖がらず、無防備に振る舞っても、殺そうとしない。優しくて、温かくて。

　嬉うれしい。

　だからこそ、怖い。

　彼に裏切られたら、もう生きていけない気がする。

　昔、信のぶ彦ひこに裏切られたとき、本当にショックだった。力を合わせて生きてきたたった一人の弟に見殺しにされて、心が張り裂けそうだった。いや、裂けたのだ。自分は確かに、あのとき壊れた。

　あんな思いは二度とごめんだ。だからこそ、山やま口ぐちを信じることが怖い。すごく怖い。いつか裏切られるんじゃないかと、怖くて怖くて、怖いから。

　──いっそ殺してしまおうか。

　信じて、裏切られるくらいなら、他人なんて信じたくない。

　信じる前に、裏切られる前に、消してしまえ。

「輪りん花かさん」

　部屋の外から聞こえてきた声に、ビクッと肩が震えた。誰かに自分の考えが読まれたのか、と。もっとも、他人の心など読めるはずがない。馬鹿げた考えは捨てる。

「輪りん花かさん、瀬せ戸とです。相談があるんですが、入ってもいいでしょうか」

　瀬せ戸と美み月づき？　彼女と話したのなんて最初の二日間くらいのものなのに、一体何の相談だというのだろう。

　殺し合いを推奨されているこの館内において、他人と二人きりになることには抵抗がある。だが、ここは自分の部屋。戦闘になれば、不利なのは彼女のほうだ。輪りん花かはロックを解除し、扉を開けた。

「相談って、何」

　瀬せ戸とを中に入れ、扉を閉める。現在は、ロックを使用していた状態。閉めればまた自動的にロックがかかる。残り時間はあと一時間程度。

　だが、部屋主であれば人差し指の指紋によりいつでもロック解除が可能。だから今の状況では瀬せ戸とのほうが危険なのだ。輪りん花かはいつでも外に出られ、瀬せ戸とは、輪りん花かがロックを解除しないかぎり出られないということなのだから。

　この子は、それをちゃんと理解しているのだろうか？　のこのこ他人の部屋に訪れる危機意識の低さを、愚かだと感じる。

「はい、あの、実は宝箱でこんなものを見つけまして」

　バチン。

　全身を電気が駆け巡るような、強い衝撃と痺しびれ。何が起きたのかもわからないまま、輪りん花かは床に倒れる。

「……は……？」

　床から瀬せ戸とを見上げれば、輪りん花かの目に映ったのは、彼女の手に握られたスタンガン。今まで、どこかに隠し持っていたのだろう。

「ふふ、こんなものまで手に入るんですから、この館内の宝箱って便利ですね」

　瀬せ戸とは輪りん花かを見下ろし、笑っている。輪りん花かは舌打ちをしたい気分だった。

　──油断していた。危機意識が低かったのは自分のほう。

　逃げなければ、と思うのに、スタンガンの影響で体が動かない。抵抗することもできず、口に布を巻かれる。

「さて、まずは指ですね。指紋がなければ、ロックを解除できませんもの」

　瀬せ戸とはスカートの下、ガーターリングから銃を取り出すと、倒れたままの輪りん花かに跨またがり、ごく至近距離で彼女の右手、人差し指を撃つ。

「──────っ!!」

　輪りん花かの絶叫が、口に巻かれた布に吸い込まれる。声にならない悲鳴。

　悶もだえ苦しみ瀬せ戸とを見ても、彼女は微笑ほほえみを崩さない。

「自分の部屋だからって、油断しちゃいました？　これで、もうあなたはこの部屋から逃げられません」

　言いながら、瀬せ戸とは左手の指も撃つ。なにせごく至近距離からの発砲のため、まったく外さない。

「それにしても、地球の技術では、完全に音を消すサイレンサーってないって聞いたことがあるんですけど。これ、すごいですねえ、全然音が出ません。これも宇宙人の技術なんでしょうか。まあ、何百体も私わたし達たちの複製を作れることを考えたら、イラナイにとってはこのくらい簡単なことなのかもしれませんねえ」

　瀬せ戸とはあえて、アイビーをイラナイと呼んだ。だが、今の輪りん花かにとってそんなこと気にしている余裕もない。自分に与えられる激痛に、ただもがき苦しんでいた。

「なんでこんなことを、と思っていますか？」

　瀬せ戸との口は薄く笑っている。目は、笑っていない。

「理由は単純。あなたが、人を殺したからです」

　なるほど、それは確かに単純明快だ、と輪りん花かは納得する。そうだ。今自分を撃っているこの子のことだって二度、この手で殺したのだ、と。

　──いや、もう「この手」ではないけれど。

「輪りん花かさん。あなたは人を殺したんですよ？　姫ひめ子こはもう生き返りません。死んだんです」

　…………そうだ。

　自分は徳とく島しまや瀬せ戸と、山やま口ぐちに服はつ部とりと、いろんな人を殺してきた。その中でも、三み重え姫ひめ子こは、別の複製になることなく、確かに、死んでしまった。

　外には他にたくさんの複製があるということだけど──そんなことは関係ないのだ、ともわかっている。「私が殺した三み重え姫ひめ子こ」は、もうどこにもいない。生き返ることなどない。

「……私の、姫ひめ子こへの気持ちをどう言っていいのか、自分でもわかりません」

　瀬せ戸とは輪りん花かの手へ、銃弾を撃ち込みながら語る。宇宙人製の、完全に銃声を消すサイレンサーのおかげで、彼女の声は銃声に邪魔されず輪りん花かの耳まで届く。

「姫ひめ子このことは……命を捨ててまで守ろうとは思わないけど、自分から率先して殺そうとも思わない。少なくとも、姫ひめ子こが私にとって、よっぽど邪魔なものにならないかぎりは、生きていてほしいと思ってた」

　話している間も引き金は引かれ続ける。輪りん花かはまだ死ぬこともできず、ただ苦痛だけを延々と与えられ続ける。

「私ね、すごく狂ってます。自分でも認めます。だって私、山やま口ぐちさんのためなら誰だって殺せちゃうんですから。現に、あなたや信のぶ彦ひこ君のことも殺しましたし。……でも私、信じられないかもしれないけど、これでも一応、本当に、姫ひめ子こへの友情自体はあったんですよ？」

　そこで弾が切れた。輪りん花かが、助かったのだろうか、と思ったのも束つかの間ま、瀬せ戸とはスカートの下から新たな弾倉を取り出す。地獄は終わらない。

「冥途のお土産としてお話ししましょう。スペシャルアイテムであなたと信のぶ彦ひこ君を殺していたのは、鹿か川がわさんじゃなくて私です。まあ、スペシャルアイテムっていっても、そんなに使えるものではありませんでしたが。条件がいろいろありますしね。ところで輪りん花かさん。私わたし達たちが飲んでいた『復活できる石』って、あれ、別にそれ自体には復活なんて効果はないんだって、山やま口ぐちさんから聞きましたよね？　じゃああの石って、本当はなんだと思います？」

　弾倉を交換している間にも、瀬せ戸とは語る。

「爆弾です」

　あの宝石のような、殺し合い中に皆が、命のようなものとして奪い合いまでしていた石の正体を、さらりと。

「胃で溶けず体内に留まり続ける、爆弾。私がスペシャルアイテム──スイッチを押すと、爆発します。スイッチの有効範囲内……かなり近距離に入ってくれないと効かないから、離れたところにいると無意味ですし、そもそも石を飲んでいる相手でないと効果がないっていうのがとても不便なんですよね。二回目に信のぶ彦ひこ君に使ったときは、たまたまタイミングよく彼と山やま口ぐちさんを見つけて、気付かれないようにスイッチを押してそっと帰ったんですが、いろいろとギリギリでしたよ。

　山やま口ぐちさんがあなたを説得する際、鹿か川がわさんにスペシャルアイテムを借りる、と言い出したときも……ヒヤヒヤしちゃいました。結局、私が鹿か川がわさんを説得するふりをして、本当に山やま口ぐちさんが危険になったら、私があなたを銃殺しようと思ってたんです。

　おっと、少し話が逸それましたが……。生きたいと思って石を飲んだからこそ爆死するなんて──生きたいと思っている人が実は自ら爆弾を飲んでいるなんて、皮肉ですよね。イラナイの本体って、本当に趣味が悪いです。

　……いずれにせよ、あなた、今も石を飲んでいる状態ですよね？　私がこのスイッチを押せば、あなたはまた一瞬で死ぬ」

　瀬せ戸とはポケットから、スイッチを取り出す。

「でも私、このスイッチは押しません」

　彼女は微笑ほほえむ。輪りん花かに希望を与えるように。

「そんなに楽に逝いかせるつもりはないので」

　そして希望とは、絶望の前触れ。

「だってあなたは……姫ひめ子こだけじゃなく、山やま口ぐちさんも殺した。私の目の前で」

　激しい痛みの中で、輪りん花かは思っていた。この子は自分とは違うと。だってさっきから、自分が殺されたと一言も言わない。

　この子は、自分が殺されたことで怒っているんじゃないんだ、と。

「そりゃあ、山やま口ぐちさんは別の複製となってまだ館内にいますが。でも、複製があるから殺していいんですか？　なら、私もあなたを殺していい。複製があっても殺しはいけないなら、あなたは姫ひめ子こを殺すべきじゃなかった。……どちらにしても、私がすべきことは変わらない」

　瀬せ戸とは新しい弾倉を銃に入れ終わり、スライドストップを解除した。

「わかります？　私、大切な人を、二人も殺されてるんです。愛する人を目の前で殺されてるんです。私、あなたのこと許さなくていいと思うんです。許せなくて当然じゃないですか？　自分の意思で罪のない人を殺しておいて、許されるなんて、思わないでください。

　……って言うと、自分のこと棚に上げて何言ってんだ？　と思われるでしょうが。安心してください、私も覚悟を決めました。あなたを始末したら、私も自分の命を絶ちましょう」

　言うなり、瀬せ戸とは輪りん花かの肩に発砲する。輪りん花かは歯を食いしばり涙を零こぼす。

　痛い。痛い痛い痛い、痛い。激痛の中で視界が霞かすむ。意識が薄れてゆく。しかし、眠りから叩たたき起おこされるように、落ちかけの意識がまた痛みで覚まされる。

「しかも、それだけじゃない。……本当は私、あなたを許そうと頑張りました。だって、山やま口ぐちさんが身を挺ていして殺し合いを停戦させてくれたから。山やま口ぐちさんは、誰かが誰かを殺すことに絶対反対だったから。山やま口ぐちさんのしたことを無意味にしないためにも……山やま口ぐちさんの、ために。あなたを許せるよう、ずっと自分の殺意を殺してきた。……でも、姫ひめ子こを殺して、山やま口ぐちさんを殺して、それでも、あなたは、また」

　血は流れ続ける。少しずつ命が失われてゆく状況の中で、ぼんやりと輪りん花かは思った。

　ああ、そうだ。これは、私の。

「あなた、また山やま口ぐちさんを殺そうとか、考えてましたね？」

　──自じ業ごう自じ得とく。

「わかりますよ、私。山やま口ぐちさんとあなたのことは、人一倍、いえ、人二倍以上注意していましたから。女の勘とでもいうんですかね。ともかく、あなたの考えなんかお見通しです」

　それまで微笑ほほえんでいた瀬せ戸との目から、一筋の涙が落ちる。

　小こ雨さめから豪雨へ変わるように、あっという間に、次から次へとめどなく溢あふれた。

「どうしてあなたが許されるんですか。どうしてあなたが山やま口ぐちさんに優しくされるんですか。笑顔を向けられて、撫なでてもらって！　あなたは姫ひめ子こを殺したのに！　山やま口ぐちさん、私には、触るなって言ったくせに！　あの人があなたを許しても、私は、もう、あなたを許せない！」

　もはや恐怖は感じなかった。ただ受け入れるしかなかった。

　彼女が言っていることをもっともだと輪りん花かは思ったからだ。自分は、自分の意思で人を殺した。それはどうあがいても揺るぎない事実。

「でも、それでも、こうして殺しても、あなた、また別の複製になって出てくるんでしょう？　ここはそういう場所だから。……でも、だから、ねえ、輪りん花かさん。私ね、気付いちゃったんです。いい方法を。爆発で即死とか、生なま温ぬるすぎましたよね？　別の肉体であっても、生き返れるとわかっているなら、死の恐怖なんて薄らいでしまう。だから……」

　銃が構えられる。

　心臓でも脳でもない、主要な血管や臓器のない、的外れの場所へ。

「生き返りたいなんて思えなくなるまで、殺してあげます」

　銃弾が輪りん花かの体に──致命傷とならない、なかなか死ねない場所に、撃たれる。殺すための攻撃ではなく、痛めつけるための攻撃。

「最初に殺された徳とく島しまさんの分。姫ひめ子この分。山やま口ぐちさんの分。服はつ部とりさんの分、山やま口ぐちさんの分……」

　筆舌できない激痛が輪りん花かを襲う。もはやはっきりしない意識の中で、走そう馬ま灯とうとまではいかないが、彼女は義父のことを思い出していた。幼い頃、信のぶ彦ひこに裏切られたとき、義父にさんざん殴られたことを。怖かった。辛かった。苦しかった。
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　殺されるのは、それ以上にずっと、凄絶に、耐えがたいほど痛く苦しい。それこそ、死ぬほど、だ。

「何度生き返っても、何度でも殺して差し上げます、こんなふうに。……そうすれば、もうあなた、生き返りたいなんて図ずう々ずうしいこと、考えなくなるでしょう？　石を飲もうなんて思わなくなるでしょう。生き返っても生き返っても殺されるなんて、嫌ですもんね？」

　……ああ。殺されるのは、こんなに怖いのね。こんなに痛いのね。こんなに酷ひどいことなのね。

　私はこんなことを、皆にしたのね。殺されて当然だ。

　私が殺した三み重え姫ひめ子こはもう生き返らない。そのことで、この子を傷つけた。そして私は、自分を救ってくれた山やま口ぐちのことすら、また殺そうとした。

　これは報いだ。

　受け入れよう。これは私が受けるべき罰。

　そう思えば耐えるしかない、けど。

　あいつは──山やま口ぐちは、何の罪もないのに。それなのにこんなことを、受け入れてくれたのね。

　自分がされて初めて、どれだけのことかわかった。殺され続けるだなんて、こんな痛みと恐怖に耐えるなんて、生半可なことじゃない。

　知れてよかった。

　この死ぬほどの苦痛のおかげで、私はあいつを信じて逝いける。

　おかしい。こんな終わりなのに、こんなに痛いのに、こんなに苦しいのに、次々撃たれて体中に穴を空けられて、それでもあいつのことを、あいつのくれた言葉を思い出して──あいつも、同じくらい痛かったのかなって。それでもあのとき、逃げずに私を救おうとしてくれたんだなって。そう、思うことで。

　生まれて初めて、幸せだと思えた。

　恐ろしいほど酷ひどい目に遭わされているっていうのに、本当に馬鹿みたいだ。

　ああ、そうか。これが、あいつの言っていた。

　──狂気、ってやつなのね。

　こんなふうに殺される中でも、あいつのことを想おもうと、幸せだと思う。まったくとんだ狂気の沙汰。

　……そこで一度、輪りん花かの意識は途切れた。拷問の果てに、命を落としたのだ。

　が、赤い石を飲んでいた彼女は一瞬で別の複製に替わる。石の効果……というか、イラナイの本体の力により、ランダムで、新たな肉体は館内のどこかに現れるものだが──

　他人よりずっと不幸な人生を歩んできた彼女は、最後まで運命から見放されていたのだろうか。

　あるいは、瀬せ戸との並ならぬ執念が、彼女を再びここに引き寄せたのか。

　輪りん花かが出現したのは同じ場所。銃を持った瀬せ戸とがいる、彼女の部屋の中。

　とはいえ別の肉体になったため既に傷はどこにもなく、口に巻かれていた布も外れている。ロックを外せば逃げられるし、助けを呼ぶこともできる。

　それでも。

　彼女は、逃げなかった。

　今まで運命に抗あらがい続けてきた彼女だが、最後の最後で、受け入れてしまった。

　これが自分の罰だと。

　全てが自分次第のこの館内で、最後に彼女は、

　瀬せ戸との銃に撃たれることを、選択した。

　銃弾が彼女の胸に穴を空ける。ゆっくりと、背中から後ろに倒れる。

　輪りん花かは悲鳴を上げなかった。だけど一言だけ、振り絞るように呟つぶやいた。

「…………ありがとう…………」

　ありがとう、山やま口ぐち。ほんの少しの間だったけど、一緒にいてくれて。

　私はあなたを撃って、あなたはすごく怖くてひどく痛いはずなのに、真正面から私に向き合ってくれた。

　一緒に寝たとき、山やま口ぐちの体温を感じた。すごく温かくて、心地よかった。頭を撫なでられて嬉うれしかった。ぎゅっと体をくっつけて、ドキドキした。

　それから、瀬せ戸とさん。あなたのおかげで、山やま口ぐちが私にしてくれたことのすごさがわかった。山やま口ぐちを心から信じることができた。ありがとう。それから、本当に、本当にごめんなさい。

　──ああ、死ぬ。「私」は終わりだ。生き返ることなどない。けど。

　もし。もしも願いが一つだけ叶かなうなら。この館の外に、私と山やま口ぐちが、他にもたくさんいるというのなら。

　それが「私」ではないことは承知の上で。その中の、一人の私でもいいから。

　どうか誰も殺さずに……山やま口ぐちと、幸せになれますように。







　永なが野の信のぶ彦ひこは最愛の姉の死を知る由よしもなかった。

　元々彼は四六時中輪りん花かと一緒にいるわけではない。いや、信のぶ彦ひこはいつでも輪りん花かと共にいたいのだが、輪りん花かのほうが必要以上には信のぶ彦ひこと一緒にいようとはしないのだ。信のぶ彦ひこもそれをわかっているので、呼ばれないかぎりは輪りん花かに近付かない。

　だから信のぶ彦ひこは、輪りん花かが自室で瀬せ戸とに撃たれている間、何も知らず四階の人工庭園にいた。緑の中にいると多少気分が落ち着くし、考えごとをするには丁度いい。

　これからどうするべきか。映像の空と人工的な緑の中、ベンチに座って、信のぶ彦ひこはそんなことを考えていた。愛する姉にはもう「これから」などないとも知らず。

　やがて喉の渇きを感じたので、食堂で何か飲むかと、彼は階段のほうへ歩き出す。

　その途中の人工池で、それを発見した。

「──っ!?」

　それは、人工池の中で水死した瀬せ戸と。

　端的にいえば、それは輪りん花かを殺した後、銃で自殺した彼女が石を飲んでいたため別の複製となり、水に投身し再度死亡したものだったのだが。信のぶ彦ひこには、何が起きたのかわからなかった。

　まさか、誰かが殺したのか。姉さんは無事なのか。一目散に、信のぶ彦ひこは輪りん花かの部屋へ駆ける。

「姉さん、ボクです。無事ですか、姉さん」

　ドンドンと、うるさいくらいに扉を叩たたいて呼ぶが、中から返事はない。

「姉さん！」

　ノブに手をかける。ロックが切れていたので、彼は扉を開けた。開けてしまった。

「姉さん？」

　そうして目に入ってきたのは、最愛の姉の亡骸なきがら。

「姉さん、姉さん、姉さん、姉さん、姉さん？　……姉さん！」

　必死に呼び続ける。それでも、当然ながら彼女は答えないし、息を吹き返さないし、心臓も二度と動かない。

「姉さん!!」

　たとえ外に他の輪りん花かがたくさんいたって、それはこの輪りん花かではない。たとえ他の複製があるからといって、信のぶ彦ひこにとって、目の前の姉の死は、受け入れられるものではない。

　姉は死んだ。

　自分が守ることもできず、殺されてしまった。

「……誰が、姉さんを」

　今の彼からは、既に死んでいる瀬せ戸とが犯人だという発想が外れていた。否。その発想もあったが、あえて除外したのかもしれない。

　最愛の姉を殺した相手なら、自分の手で葬ほうむりたかった。

　仇かたきを、この手でとりたいのだ。なんとしてでも。そうしなければ気持ちが治まらない。

　ふらりと、彼は姉の部屋から出る。姉の傍そばに転がっていた銃を持って。

　亡霊のような虚うつろさで、彼は三階を歩く。

　階段まで来たところで、下から服はつ部とり親子が歩いてくるのが見えた。

「……おまえか？」

「は？」

　銃を背後に隠し信のぶ彦ひこは尋ねた。服はつ部とりは首を傾かしげる。

「おまえがやったのか」

「何の話だ」

「おまえじゃないのか」

「……だから、何の話だ？」

「なら誰が、誰がやった。……いや」

　ぷつんと、信のぶ彦ひこの中で何かが切れた。いや、あるいは、とっくに切れていたのかもしれない。

　姉を見殺しにしたあの幼い日から、ずっと。

「もういい。もう、誰でもいい」

　素早く銃を突きつけ、引き金を引く。

「姉さんのいない世界に意味なんてない。全員死ね！」

　そうだ。全員殺せば、その中に必ず犯人がいる。姉さんの仇かたきを討てる。

　姉さん、守れなくてごめんなさい。姉さんの役に立てなくてごめんなさい。

　せめてボクが、この館内の全員、葬ほうむってやるから。










　　　──　ゴ　──




「信のぶ彦ひこ君が、皆を殺そうとしてる！」

　震える声で、徳とく島しまさんは、確かにそう言った。

「実際に、服はつ部とりさんが撃たれた……。逃げ……逃げなきゃ……」

「な……なんで、信のぶ彦ひこ君が」

　僕ぼく達たちは、一度は、殺し合いをやめられたはずなのに。停戦させることは、けして簡単じゃなかったのに。

「輪りん花かちゃんが殺されたって言ってた……」

　なのに、こんなに簡単に、また殺し合いは始まってしまうのか。

「誰に！」

「瀬せ戸とだろうな」

　取り乱すことなく言ったのは、鹿か川がわだ。

　そのまま、彼はどこかへ行こうとする。

「どこへ行くんだ」

「永なが野の弟を止めに行く」

　鹿か川がわは一旦足を止め、しかしこちらを振り返ることはせず話す。

「瀬せ戸とがスペシャルアイテムを持ってたことは知ってた」

「……瀬せ戸とさんが……？」

「永なが野の達たちが全員に襲いかかってきたあのとき、二人を爆破したのは、一度死んで復活した瀬せ戸とだった。オレはあのとき、アイツらを止めようと、あの階段で立ち止まったんだ。でもオレが動く間もなく、目の前でアイツらは爆発した。後ろから、復活してすぐスペシャルアイテムを入手した瀬せ戸とが出てきた。アイツはオレに、オレがやったふりをしてくれって頼んできた」

　そういえば、信のぶ彦ひこ君が僕の前で爆発した後、僕が最初に会ったのは瀬せ戸とさんだし、鹿か川がわにスペシャルアイテムを借りようとした際、説得に行ったのも瀬せ戸とさんだ。彼女はずっと、知らないふりをしてスペシャルアイテムを保持していたのだ。

「なんで、瀬せ戸とさんがそんなこと」

「オマエと三み重えのこと守りたかったんだってさ」

　──瀬せ戸とさんが輪りん花かさんを殺した理由。

　もっと、彼女を気遣ってあげるべきだった。瀬せ戸とさんはしっかりした子だからといって、僕はあまりにも配慮に欠けていた。

　幼おさな馴な染じみを殺した相手と同じ館内にいて、耐えられるほうがおかしいのに。

「でも、自分がやったって知られて、嫌われたくなかったんだと」

　打ちひしがれる僕の前で、鹿か川がわは話を続ける。

「まあ、口先では綺き麗れいごとなんかいくらでも言えるし、アイツの本心なんかオレは知らんけど。ただアイツは、スペシャルアイテムを持ってはいたけど、それを無闇に……永なが野の姉弟以外に使うことはなかったな」

　いつも飄ひよう々ひようとしている鹿か川がわが、ほんの少しだけ声のトーンを落とす。

「オレはただ、誰かを守りたいって気持ちのためなら、協力してやってもいいかなって思っただけだ。どうせ、殺し合いだのなんだのの説明をアイビーから受けたときから、オレはここで死ぬ気でいた。だから最後に、誰かの力になるのも悪くないかなと、思ってしまった。……その結果がこれなら、オレにも責任がある」

「……責任っていうなら、僕だってそうだ。僕が、もっと瀬せ戸とさんと話をしていたら……」

　こんな惨劇、回避できたんじゃないのか。後悔が押し寄せる。

　一度止めたはずの戦いの火蓋が、また切られた。

　もう、駄目なんじゃないのか。

　何度止めたって、殺し合いは起きるんじゃないか。

　絶望の中で、僕はぽつりと呟つぶやいた。

「……本体オリジナルは、今頃どうしているんだろう」

　そんなことを話している場合ではない。今は一刻も早く、信のぶ彦ひこ君を止めなければ。

　なのに、疲れきった心が、今まで燻くすぶっていた思いを声にしてしまう。静かな悲鳴のようなもの。

　想像する。別の星にいる、僕ではない、元の僕。

「本体と、今の僕では、何か違うんだろうか」

　もし。もしも本体の僕だったら、どうしていたのだろう。

　本体と複製とはいえ、どちらも同じ「山やま口ぐち健けん次じ」だ。ならやはり、同じ結果にしかならないのか。それとも──本体であれば、違う結果にできたのか。

　もはや限界に達している僕の言葉に、鹿か川がわは振り返り、不思議そうに眉根を寄せる。

「なんだ？　自分が複製だってこと、気にしてんのか」

「……気になって当然じゃないのか。僕らは、本物じゃないんだぞ。コピーであり、レプリカだ」

　わかってる。今こんなこと考えるのはおかしい。他にやるべきことがあるのに。でも。

　僕らは、意味のないいらない存在なのか。

　そんな思いが、足を床に縫い付け、動かせない。

「本物であるかどうかが、そんなに大事なことなのか」

　俯うつむいた僕に、鹿か川がわは言った。

「複製だろうがなんだろうが、最初の殺し合いを一度停戦させたのはオマエだろ」

「……でも、また殺し合いが始まる。もう始まってる。意味のないことだった」

「オマエのおかげで、こうして扉が開いてる」

　外から流れ込む風。

　そういえば、扉はもう開いているんだ。

「開けたのは君だぞ」

　僕には開けられなかった。鹿か川がわが、僕にはないなんらかの条件を満たしているということだ。

「オマエがアイビーと交渉して、永なが野の姉を説得した。どっちかでも失敗してたら──オマエが教えてくれなかったら、オレは扉の位置もパスワードも知ることがなかった」

　黒い瞳がこちらを見ている。同情でも、馬鹿にしているわけでもないようだ。

「オマエはすごいよ。この生活が始まってからオレは、どうしていいかわからんかった。……正直、殺し合いなんか最悪だとは思った。けど、生きて出られるのは二人って言われている以上、永なが野の達たちを責める気にもなれなかった。だから何もできなかった。……まさか、一度でも殺し合いを止められるなんて思ってもなかった」

　鹿か川がわは止めていた足を動かし、歩き出す。外へと開いた扉とは逆の方向に。

「だから、せめて永なが野の弟をどうにかすることくらいはするさ」

「待てよ。なら僕も行く」

「オマエらは外に出ろよ。なんかよくわからんけど、扉は開いたんだ。二人なら、もう逃げられる」

「でも、信のぶ彦ひこ君を放っておけない。っていうか……」

　今更ながら気付く。ここにいない子の存在に。

「二ふた葉ばちゃんは？　……どうしたんです、生きているんですか」

　徳とく島しまさんに尋ねる。

「わ、わかんない。美み月づきちゃんは亡なくなったらしいけど、二ふた葉ばちゃんは見てない……。服はつ部とりさんの遺体の傍そばには、いなかった」

「ならやっぱり、放っておけない。僕は二ふた葉ばちゃんを探す」

「わ……私も行く！」

　徳とく島しまさんが声を上げる。

「無茶すんなよ徳とく島しま。超怖いって顔に書いてあんじゃねえか」

「そ、そりゃ、怖いけど！　無茶苦茶怖いけど！　でも、私だって、二ふた葉ばちゃんを守りたいんだよ！」

　言葉通り、彼女は信のぶ彦ひこ君と遭遇することを恐れている。

　それでも、その瞳には確かな決意がある。

「あんな小さな、いい子が殺されるなんて、絶対嫌！　……さっき鹿か川がわ君は、何もできなかったって言ってたけど、そんなの私もだ。最初からずっと、どうにかしたいって思ってたのに、気持ちだけで何も行動できなかった。そんなの、もう嫌なの。私も、自分にできることをするよ！」

　ここまで言われたら、もう「逃げていて」とは言えない。危険だとは思うが、好きにさせてあげるしかないだろう。

　この館内で、全てのことは、自分次第なのだから。

「……それじゃあ、二ふた葉ばちゃんを探しに行こう」







「あなたはまた他人を助けに行くのですね、山やま口ぐちさん」

　万が一のときのために、武器──銃を持って行こうと三階の自室に来たところで、アイビーは言った。

　ちなみに、鹿か川がわと徳とく島しまさんは部屋の外を見張ってくれている。今、室内には僕とアイビーの二人きりだ。

「なぜ、あなたは行くのですか？　別に、行かない自由もあるのですよ。せっかく扉が開いて、もう外へ逃げることも可能なのに」

「でも、まだ、信のぶ彦ひこ君と二ふた葉ばちゃんがいるから」

　外への扉が開いたところで、おそらく信のぶ彦ひこ君は、もう出る気などないだろう。最愛の姉を守れなかったというひどい罪悪感を負った彼は、きっと皆を殺して自分も死ぬ気だ。

　人と人はわかり合えない。

　人と人は殺し合う。

　それが人間だ。

　それでも。

「誰かが誰かを殺すのは、嫌だ」

　わかっていても、二ふた葉ばちゃんが殺されるのも、信のぶ彦ひこ君が誰かを殺すのも、嫌だと思う。

　理屈じゃない、腹の底から湧いてくる、焦燥にも似た感覚。ただ、嫌なのだ。ただ止めたいのだ。今僕を動かしているのは、本当に、それだけ。

「ふむ。山やま口ぐちさん。あなたは、自分が他人を守るのは、義務感からだと以前徳とく島しまさんに言いましたね」

「そうだけど……」

「『嫌だ』と思う感情が、『義務感』でしょうか？」

　アイビーは人間に、人間の愛に興味がある。

　だからこれも、素朴な疑問を口にしているだけなのだろう。人間を知るために。僕を知るために。

「なあ」

「なんですか」

「おまえは、なんだ？」

　同じ質問は前にもしたのに、つい、また聞いてしまった。どうせ同じ答えが返ってくるだけだ。

「私は、」

　以前、名前はいらないと言った、宇宙人。

「私はアイビー。あなたが名前をくれた、宇宙人です」

　その答えは、今は変わっていた。

　僕が変えたのだ。

「……そうか……」

「ええ。そうです」

　僕が名前をあげた。

　僕だけが、名付けられた。

　他の誰でもない、僕が。

　本体や、他の複製じゃない。

　僕に変えられたものは、確かに存在する。







「……ここにも……いないのかな？」

　地下倉庫の中。徳とく島しまさんが呟つぶやく。

　二ふた葉ばちゃんを探して館内を歩いているが、今のところ二ふた葉ばちゃんにも信のぶ彦ひこ君にも会っていない。広い館内なので、お互い歩き回って行き違いになっている可能性もある。──二人とも、どこにいるのだろう。

　途中、廊下にサイレンサーと空の弾倉が捨ててあるのを見つけたので、信のぶ彦ひこ君はおそらく、新しい弾倉を入れた銃を持ち歩いているはず。サイレンサーは、重量やバランス的に邪魔だと思い外したのだろう。いずれにせよ、強い警戒が必要だ。

「何か聞こえる」

　鹿か川がわが言った言葉で、僕らは足を止めた。

　三階の各部屋で武器を回収してきたため、僕は銃、鹿か川がわは鉄パイプ、徳とく島しまさんはスタンガンを持っている。信のぶ彦ひこ君を殺すつもりはないのだが、護身のためにも身構える。

「泣き声だ。永なが野の弟じゃない」

　早足で、声のするほうへ歩く。

「二ふた葉ばちゃん！」

　隅で、ただでさえ小さな二ふた葉ばちゃんは更に小さく身を縮め、すすり泣きしていた。

「お……兄……ちゃん？」

「二ふた葉ばちゃん、よかった、無事で……」

　安あん堵どした僕は、彼女に駆け寄ろうとし。

　再会から一転、永遠の別れを演出するように、銃弾はぶち込まれた。

「おまえか……」

　幸い、銃弾が撃ち込まれたのは、僕でも二ふた葉ばちゃんでもなく、傍そばにあったダンボール箱。

　撃った張本人、信のぶ彦ひこ君の目は、既に正気を失っている。

「おまえが姉さんを殺したのか！」

「違う！　僕じゃない。徳とく島しまさんでも鹿か川がわでもない。まして、二ふた葉ばちゃんみたいな子にできるはずないだろ」

「それがなんだ。もういい、もう、誰だっていいんだ！」

　獣が吠ほえているようだった。空気をビリビリと振動させる、殺意の込められた声。

「誰でもいいから、全員殺やってやる。姉さんの仇かたきをとるんだ。姉さんを殺した奴やつも、姉さんが殺されたとき何もしなかった奴やつも、全員同罪だ！」

　信のぶ彦ひこ君は二ふた葉ばちゃんに向け銃を構える。

　徳とく島しまさんが飛び出し、二ふた葉ばちゃんを抱いて、転がるようにダンボールの陰に隠れた。

「やらせない！」

「信のぶ彦ひこ君、もうやめろ。こんなことしても、何の意味もない」

「黙れ！　これが姉さんのためだ。せめて……せめて仇かたきくらいとらなきゃ……姉さんが救われないじゃないか！」

「そんなことで輪りん花かさんは救われない！」

「じゃあ！」

　銃弾が一発、僕のほうへ飛んでくる。

「……じゃあ……っ、ボクは、どうしたらいいんだよぉ……！」

　銃声より大きな、叫びが聞こえるようだった。姉さん、ごめんなさい、ごめんなさいと、謝り続ける、泣き叫ぶ声。

「……落ち着いてくれ。僕らは複製だ。どれだけでも複製可能な存在だ。外に出れば、他にいくらでも……」

「代わりがいれば殺していいのかよ」

　──そんなわけない。

　そんなこと、わかってるんだ。わかっているけど、もうそう言うしかなくて。

　だって、他にどうすれば彼を救える？

「ボクの姉さんは、ボクが一緒にいた姉さんだけだ。他の何も、代わりになったりしない！」

　信のぶ彦ひこ君がまた引き金を引こうとした──その瞬間、鹿か川がわが前に飛び出た。

　銃弾が彼の左腕を貫いたけれど、それでも鹿か川がわは、右手に持った鉄パイプで、信のぶ彦ひこ君の肩を殴る。

「ちっと頭冷やせ」

　腕から流れる血を気にもせず、喋しやべる。

「言っとくけどオレは個人的にゃ、復ふく讐しゆうが悪いことだとは思わない。自分で過去にカタをつけなきゃ前に進めない奴やつだっているからだ。けどな、今オマエがやってることは、いろいろ違うと思うぜ」

「……違う？　何が、違うっていうんだ」

「オレが気に入らない点は二つ。オマエは、二ふた葉ばとか、確実に無関係な人間を巻き込んでる。復ふく讐しゆうならやるのは犯人だけにしとけ。……そんでもう一つは、『姉さんのため』とか言ってるところだ」

　信のぶ彦ひこ君がビクッと反応する。彼はさっき肩を殴られたが、まだ銃は手放していない。だが鹿か川がわは臆する様子を見せず喋しやべり続ける。

「復ふく讐しゆうで過去は変えられない。変えられるのは、今の自分の気持ちだけだ。だから、撃つなら撃つで『自分のため』ってはっきり言えよ。……人殺しの理由を、姉に押し付けんな」

「なん……だと……」

「それができねえなら、せめて、コイツを撃つことだけはやめておけ」

「……え？」

　鹿か川がわが「コイツ」と指さしたのは、僕だ。

「他人のオレがハタから見てても気付いたんだ。わかってんだろ、アイツは山やま口ぐちに惹ひかれてた」

「……そうだよ」

　二ふた葉ばちゃんを守ろうと抱えたままの徳とく島しまさんも、鹿か川がわに同意する。

「私、輪りん花かちゃんのこと全然知らない。全然わかんない。最初は本気で怖い子だと思ってた。恐ろしかったよ。……けど、輪りん花かちゃんは山やま口ぐち君の言葉に、行動に心を動かされたから、停戦してたんでしょ。鹿か川がわ君の言う通り、あの子は山やま口ぐち君に惹ひかれてた。君が山やま口ぐち君を殺すことなんて絶対望んでない。それに……山やま口ぐち君が守ろうとしているものが殺されることも、きっと望んでない」

　精一杯の大きな声で、徳とく島しまさんは語る。まっすぐに、信のぶ彦ひこ君を見て。

「山やま口ぐち君は、二ふた葉ばちゃんのことも、私のことも、鹿か川がわ君のことも……皆、皆、守ろうとしてくれてるんだ！　それが壊されることを、輪りん花かちゃんは望まない！」

「黙れ、黙れ黙れ黙れ！　おまえらに姉さんの何がわかる！　ボクは……おまえらの言うことなんか、聞くもんか！」

「なら、僕を撃てばいい」

　僕は、自分の心臓を、示す。

「──な」

　賭けだ。彼に、僕の言葉を聞いてくれる気持ちが、残っているだろうか。

「そりゃあ僕は、君と比べたら、輪りん花かさんと過ごした時間はずっと短い。……けど、それでも知っていることはある。輪りん花かさんは最初から、他人の死を楽しんでいたわけじゃない。彼女は無意味な死を喜ぶわけじゃない。そうだろ」

「それ、は……」

　彼女はけして、快楽的に殺人を行っていたわけじゃない。ただ自分が生きたかっただけ。けど……。

　僕はそこで一瞬迷う。信のぶ彦ひこ君の前でそれを、口にしていいのか。

「──アイツ、逃げようと思えば、多分逃げられたぞ」

　そして、僕が言うべきか戸惑っていたことを、鹿か川がわが言った。

「アイツが殺されたのは自分の部屋だ。ロックは自分で外せるし、助けだって求められた。……でも、アイツは逃げなかった。オマエは、それがどういうことなのか、わかってんじゃねえのかよ」

　そう。僕らは三階に武器を取りに行ったとき、彼女の部屋にも行ってみたが──

　彼女はきっと、自分の死を受け入れてた。

　それは信のぶ彦ひこ君にとって、ある意味残酷な真実。

「……うっ……」

　嗚お咽えつを漏らし、信のぶ彦ひこ君は床に膝をつく。彼の手から銃が滑り落ちた。

「…………殺してください…………」

「嫌だ」

　彼の懇願を、僕は撥はね除のける。

「どうして……」

「さっき、徳とく島しまさんが言っただろ。輪りん花かさんは、僕が守ろうとしているものが殺されることも、望んでないって。……僕が守りたいのは『皆』だ」

　嗚お咽えつは号泣に変わり、信のぶ彦ひこ君は赤子のように床に丸まって声を上げ続けた。悲しみや懺ざん悔げの混ざり合った悲痛な泣き声。もう彼は輪りん花かさんに会えない。愛する姉に二度と会えない。それでも僕は告げる。

「死んで簡単に楽になろうとなんて、するな」

　どれだけ心が死んでも、死んでも、生き続ける。肉体は死んだら二度と復活できない。けれど心なら、やがて再生することを祈れる。

　心の死と再生。そんな循環ループの中を、僕らは生き続ける。







「元々、この扉を開けるのには、二つの条件がありました。どちらか一つでも満たしていれば、あなた方は扉を開けることができたのです。

　二つの条件のうち一つは、最初にも言いました通り、館内に生存者が二名以下になること。

　そしてもう一つの条件は、『一週間以上、石を飲んでいないこと』です」

　アイビーは語る。

「最初に、私は言いましたね。殺し合いこそが、ここから出る確実で最短の条件だと。しかし、別の方法を見つけられるかどうかは皆さん次第です、とも言いました。

　元から、どこかのタイミングで皆さんの誰かに外に出ていただき、複製について知ってもらう予定でいた──それも観察の一環でしたので、扉の位置だけは、途中でお教えするつもりだったのですよ。

　一週間以上石を飲んでいないこと、というのは、私の本体が指定した条件ですが。おそらく本体は、誰か一人でもその条件を満たすことは、とても困難だと考えたからこそ、そう設定したのでしょう。

　緊迫した状況下では、誰だって『一度死んでも生き返れる』という石に縋すがりつく。石を飲んでいなければ、すぐ、完全に死んでしまう。ですから、石を飲まずに一週間生存するというのは、生存者が二名になる、より厳しい条件のはずでした。

　しかし本体は、それが達成できるようなら、愛だと考えたのでしょうね。誰も他人に危害を加えなどしないと信じることで、石を飲まなくても安心していられる。それこそ、他人への信頼であり、愛だと。そんな人物が、誰を選んで外に出るのか、観察したかったのかと」

「いやオレは別に全然そういうつもりで石飲んでなかったわけじゃないんだけど」

　アイビーの説明を、鹿か川がわはげんなりした様子で否定する。ちなみに、さっき信のぶ彦ひこ君に撃たれた腕は僕が手当てした。

「じゃあなんで、君は石を飲んでなかったんだ？」

「生き残る気がなかった」

　返ってきた答えは、端的で虚むなしい。

「生存できるのが二人だけだってんなら、その座を奪うつもりなんかなかった。生きたい奴やつが生きりゃあいいと思ってたんだ。だからオレは、ずっと誰かに殺されるのを待ってた。部屋のロックも一度も使ってない。寝るときだってロックをかけてなかった。……ただ、瀬せ戸とに協力して、スペシャルアイテム保持者だって周囲に思わせてたのがよくなかったんだろうな。おかげで誰もオレを殺しに来なかったよ。永なが野の姉は一度『仲間にならないか』とか言ってきたけど、断ったし。断っても別に殺そうとしてこなかったし。爆破されんのを恐れたんだろうけど」

　皮肉だ。当初、誰より生き残ろうと闘志を燃やしていた輪りん花かさんは死に、死ぬ気でいた鹿か川がわは生きている。

「……でも、君が石を飲まず一週間生き続けたからこそ、扉が開いた」

「ねえ。それで、私わたし達たちこれからどうするの？」

　現在地は一階ホール。集まっているのは、僕、鹿か川がわ、徳とく島しまさん、信のぶ彦ひこ君、二ふた葉ばちゃん。そして、石を飲んでいたため別の複製として現れた服はつ部とりさん。

　他の二人は──瀬せ戸とさんと輪りん花かさんは、死んだ。完全に、だ。元々僕らは石を飲んでいても生き返るわけではないのだが。二人はもう、新たな複製としてすら出現しない。

　それでも。

「外へ、出よう」

　僕が言うと、二ふた葉ばちゃんを抱きしめた服はつ部とりさんが項うな垂だれた。

「……扉は開いたが、出られるのは二人だけ、なんだろう。結局俺おれ達たちは、残りの二人になるまで殺し合うか、でなければ永遠にここで暮らすかを選ばされるんだ」

　今の僕らは、六人。生きて外に出ようとするなら、半分以下となってしまう。

　──それでも。それでも、どうしても全員助けたい。

　三み重えさんと輪りん花かさんの死を無駄にしたくない。

　徳とく島しまさんを、二ふた葉ばちゃんを、服はつ部とりさんを、鹿か川がわを、信のぶ彦ひこ君を、生きて地球に行かせたい。

「殺し合いなんて、もう起こさせません」

「じゃあ、どうするんだ」

「他の僕らと協力すればいい」

「……なんだと？」

　僕の言葉に、服はつ部とりさんは目を見開く。

「僕は最初、自分の複製が無数にいるということがショックでした。自分が唯一無二の存在じゃなくて、いくらでも代えがきく存在だなんて。……でも、こう考えることもできるんじゃないでしょうか。増殖した自じ分ぶん達たちは敵じゃない。味方です」

　同じ自分同士。自分ではないけれど、自分だ。

「僕らが石を使っていたように、他の館は他の館で、異なるシチュエーションでの観察のため、いろんな道具や装置を使っているはずです。その中に何か、現状を打破するのに使えるものがあるかもしれない。まずは二人だけでも外に出て、全員で助かる方法を探して、残りの四人を館内から救出する。皆で協力すれば、きっと道はひらける。……そう、信じます。最後まで」

　綺き麗れいごとで理想論で妄想じみた話だ。

　けれどやる前から諦めるより、殺し合いなんかするより、ずっといい。

「……だが、地球に行けたとして、どうする？　他の複製達たちや……本体がいるだろう。俺おれ達たちは、地球でどうすれば……」

「私は、山やま口ぐち君に賛成」

　服はつ部とりさんの言葉を遮って、徳とく島しまさんが言った。

「いいよ、まずは誰か二人ここを出て、他の私わたし達たちと協力しよう。ここで殺し合ったり、外に出られないまま朽ちたりするより、そのほうがずっといい。ただ死を受け入れるなんて、私は嫌だ。……ここで死ぬより悪い道なんて、ない」

　僕は頷うなずく。

「……僕は別に、無理に地球に行けなんて言うつもりはないです。行ったら行ったで、また大変なことばかりなんでしょうし。ただ、選択肢は多いほうがいいでしょう。……いくつかある選択肢の中から、自分の道は、自分で決めればいい」

　皆の視線が、僕に集まる。

「僕は、出ます。あなた達たちに助かってほしいから、ここから外へ行く」

　そう。僕は、皆に地球に行ってほしい。「皆に」。

　風の吹き込んでくるほうへと、僕は足を踏み出す。

「待ってください」

　──その声は、アイビーのものだった。

「なんだよ、止める気か、アイビー」

「いえ」

　一瞬、シャボンのような体がふるっと震えた。

　それを告げることに、すごく、勇気が要ったように。

「私は、あなた方を解放します」

　一同、言葉を失う。

　皆、呼吸すら一瞬忘れるほどに驚いて、ホールから音が消えたようだった。

「これ以上観察を続行しても、意味はないと判断しました。この館内での観察は、これで終わり。私の権限で、私は皆さんを解放します。どうぞ皆さん、外に出てください。全員で出ても死にません」

「……終わり、なのか、これで」

「はい。これで、全て終わりです」

「他の……僕らの複製はどうなるんだ」

「……他のあなた方のところにはそれぞれ、他の私がいます。私の権限で、他のあなた方を逃がすことはできません。……ですが、もし他のあなた方や、本体が地球に帰還した際には、『融合』という道が存在します」

「融合？」

「はい。記憶は全員分所持し、肉体は一人分に。本体も含め、複製皆が、一つになることが可能なのです」

「……今更そんなことを言うのか」

「申し訳ありません。これを言うことは、本体に固く禁じられていたものでして」

「今は、もう言っていいのか」

「いいえ？　皆さんを逃がすのも、融合のことをお伝えしたのも、私の勝手な判断です。後で本体に、とても怒られるかもしれませんね。もう見捨てられるかもしれません。……ですが、そんなことはどうでもいいのです。私はもう、ただの複製ではありませんので」

　ふわり、ふわりと。

　シャボンのような体が宙を舞う。

「私は、もう、アイビーですから」

　そうしてアイビーは、自分の隣に、金属製の箱を浮かせる。

「受け取ってください。これを使用すれば、他の複製達たちとの融合が可能です」

　僕は手を差し出し、それを受け取った。箱の中には、二つのスイッチがついた金属製の輪が十数個と、説明書のようなものが入っている。

「山やま口ぐちさん」

　アイビーが僕の傍そばに寄る。

「あなたが名前をくれたから、私はアイビーになれた」

　アイビーは自分の体を、僕の額に寄せた。

　まるで額に口付けるように。

「……ありがとう、山やま口ぐちさん。私はあなたを愛しています」

　さすがに、僕は言葉を失う。

　あまりにもまっすぐな言葉。頭の中が、真っ白に染められた。

「ああ、最後に言いたかっただけなのです。お気になさらず」

　アイビーはなるべく平静を装よそおうように。そして、僕らの背中を押すように、別れを口にした。

「さようなら、皆さん」

　ふわふわと浮く、シャボン玉のような姿に見送られ。

　僕らは、外へ、出る。







　館内とは違う温度。長袖を着ていても感じる、肌に張り付くような寒さ。

　冷たい空気で肺が満たされる。そんな些さ細さいなことでも、ああ外に出たのだ、という実感になる。

「すごい……すごいよ山やま口ぐち君、私わたし達たち、皆で、外に出られたんだよ！」

　徳とく島しまさんが、感極まって抱きついてくる。服はつ部とりさんも黙って空を仰ぎ、感動している様子だ。

「本当にありがとう、山やま口ぐち。おまえのおかげだ」

「お兄ちゃん、ありがとー！」

「いえ、そんな……」

　皆がそれぞれ喜びを露あらわにする中、僕は今までいた建物を、外から眺める。

　あらためて外から見ると、本当に大きな建物だ。僕らは今まで、ここで暮らしていた。

　そう長い時間ではなかった。むしろかなり短期間ではあったはずなのだが、過ごした時間があまりに濃密すぎて、ずっと長い間ここにいた気がする。

　だけど、これで終わり。

　僕らは地球へ行き。

　あいつは一人、この星で生き続ける。










　　　──　ロク　──




　誰もいなくなった館内。

　アイビーはホールの扉を開け放したまま、外からする、宇宙船がこの星から遠ざかる音を一人、聞いていた。

「皆さん、行ってしまいましたね」

　誰に話しかけているわけでもない、独り言。当然だ。もう館内にはたった一人。話しかける相手などいない。

「私は、やはり一人」

　それでもアイビーは喋しやべる。一人でも、喋しやべることで寂しさを紛らわせるように。

「フランケンシュタインの怪物は、愛し愛されることのできる相手を求めても、結局最後は一人、消えてゆくものですからね。こういう結末で当然なのかもしれません。ふむ、納得、というものでしょうか」

　アイビーの声は館内に虚むなしく消えてゆく。それでも、空虚さをなんとか自分の声で埋めようとしているように、孤独を僅かでも紛らわすように、喋しやべり続ける。

「別に、私は寂しくなどないのです。元々私はいらない存在。一人でいるのが当たり前。誰かと一緒にいてもらおうなど、そんなこと、別に……」

「独り言はそのへんでやめとけよ、痛々しいぞおまえ。強がってるけど寂しいのが丸分かりじゃんか」

　僕が声をかけると、アイビーは一瞬、ビクッと飛び上がるかのようにぶわっと高く浮いた。

「や」

　おお、こいつがこんなに驚いてるの、初めて見た。

　驚いてるといっても、高く上がった仕草と声からそう判断しただけで、シャボン玉のような外見は一切変わらないわけだが。

「山やま、口ぐち……さん？」

「うん」

「どうして」

　シャボン玉のような体が、ふるふると震える。信じられない、というように。

「宇宙船は、飛び立ったのですよね？　確かに、音が聞こえます」

「うん。徳とく島しまさんと服はつ部とりさんと二ふた葉ばちゃんと鹿か川がわと信のぶ彦ひこ君は、地球に行ったな」

「なら、どうして、あなたがここにいるのですか！」

　ふるふる、ふるふると、シャボン玉というより、丸いゼリーのように震えるアイビーに、僕は答える。

「いたかったから、いるんだよ」







　少し前のこと。僕らは館の外へ出て、宇宙船に乗り込んでいった。

　まず服はつ部とりさんが二ふた葉ばちゃんを抱いて中に入り、次に徳とく島しまさんが。鹿か川がわ、信のぶ彦ひこ君と乗り、そうして最後に僕が乗る、はず、だったのだが。

「山やま口ぐち君？　どうしたの」

　いつまで経たっても宇宙船に乗ろうとしない僕に、徳とく島しまさんが首を傾かしげる。

「ね、ほら、早く来て？　私わたし達たち、地球に行けるんだよ！」

　徳とく島しまさんは、弾はじけるような眩まぶしい笑顔で僕に手を差し出す。

　その手を取れば、僕は地球で、記憶の中にある平穏な日常を送ることができる。

「僕は」

　その手を取る。たった、それだけなのに。

「…………行けない…………」

　僕の頰に、何かが伝っていた。

　徳とく島しまさんは、目を丸くする。

「や、山やま口ぐち君？」

　目から溢あふれ零こぼれるもので、頰が濡ぬれてゆく。徳とく島しまさんも、その後ろにいる服はつ部とりさんも、何事かと困惑した顔で僕を見る。

　僕は「皆を」地球に行かせたかった。「皆が」記憶の中にある地球での生活に戻ることを望んでいたから。

　だけど──「皆が」というその中に、僕は入っているのか？

　僕はまた、周囲のことや義務感と、自分のことを、混同してはいないか。

　僕は。

　僕が、本当にいたい場所は。

「ねえ、どうしたの、山やま口ぐち君。大丈夫？」

　そっと、徳とく島しまさんが僕の頰に触れる。

　温かい、人間の掌てのひら。それでも僕の涙は止まらない。

　正直、一体何の涙なのか、自分でもさっぱりわからなかった。別れの悲しみではない。理由なんてものがある涙ではないように思う。ただ、昂たかぶった感情が行き場に困って、とりあえず目から流れ出ることを選んだような、意味もなく体の奥底から込み上げてくる涙。

「僕、は、ここに残る。地球には、行かない」

「……え……？」

「……すみません。外に出ようって言ったのは、僕なのに。……でも、僕はきっと、僕自身が地球に行きたかったわけじゃないんです。僕はただ、『皆を』地球に行かせたかっただけで。でも、僕は本当は、僕は、」

　涙と共に、ありのまま、何の言い訳もない、素直な気持ちを零こぼす。

「僕は、あいつの傍そばに、いてやりたいんです」

　言えばいい、狂っていると。

　地球への到達を目前にして全てを棒に振るなんて馬鹿げていると。

　だが、それが僕の選択。

「だから、すみません。徳とく島しまさん、服はつ部とりさん、二ふた葉ばちゃん、鹿か川がわ、信のぶ彦ひこ君。ここで、さようなら」

　僕は愚かだ。だけど、ここでこの選択をしなければきっと一生後悔した。

　だから僕は選んだ。

　僕であることを。

「地球に戻った僕によろしく」

　今の僕は、ここにいる僕だ。

　他の僕が何人いたって、この命と心は一つしかない。

　あいつの傍そばにいられる僕は、この僕だけ。

　──徳とく島しまさんも服はつ部とりさんも、僕を説得しようとした。正気かと。考え直す気はないのかと。
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　それでも、どれだけ一緒に来いと言われても、僕は首を縦に振れなかった。やがて徳とく島しまさん達たちはわかってくれた、というか、了解せざるをえなくなったようだ。僕が絶対に引かなかったから。

　僕は融合のための道具を渡し、宇宙船が飛び立つのを眺めていた。馬鹿げたことに、後悔は少しもなかった。

　そうして、腕で涙を拭い、戻ることにしたのだ。

　この宇宙で、たった一人。僕が名付けた奴やつのもとへ。







「アイビー。おまえは一人じゃない。おまえはいらない存在じゃない」

　そうして僕は今、アイビーと二人になった館内で、アイビーと向き合っている。

「僕がおまえの傍そばにいる。ずっと、おまえと一緒に」

　拭ったはずの涙がまた溢あふれ出だす。僕はこんなに涙もろかっただろうか、なんて的外れなことを考え、ああそうか、とふと気付く。これは、喜びの涙だ。

　これまでの僕は、好きなものも嫌いなものもなかった。ただ幼い頃からの教育で植えつけられた道徳と義務感の中だけで生きてきた。

　ずっと空虚だった。

　誰かに必要とされたかった。狂うほどに。

　僕が必要なんだって、思わせてほしかった。他の誰でもない、「僕」が。意味を与えてほしかった。「僕」に。

　この星で、僕は。他の何もかも全てを手放していいと思えるほどのものに、僕は、出会えた。

　世界でたった一人、何より自分を必要としてくれる奴やつに、必要とし合える相手に、出会えたのだ。

「地球には、きっと他の僕が帰ってくれたさ。本体とかな。……本体は、『飲むと人を殺したくなる水』で観察されてるんだっけ？　それもすごくキツそうだけど、僕は結構しぶといところあるから、どんな観察されていようが、多分生きて地球に帰れるんじゃないかな。

　それで、本体の僕は、そこで出会った普通の人間の女の子を、普通に好きになったりしてさ……。その僕はきっと、明るくて何の陰りもない、普通に幸せな未来を歩んでくれる。だから……」

　話しながら、僕は空想していた。

　僕の本体が、＠※★※[image: やじるし]☆※星とかいう変な星での観察を切り抜け、地球に戻る。といっても、そうだな、「飲むと人を殺したくなる水」なんて物騒だし、いろんなことがあっただろうから、大怪け我がくらいしているかもしれない。目を覚ますのは病院だ。だけど、僕が横たわるベッドの傍そばに、共に観察を乗り越えた中で好きになった女の子なんかがいてくれるわけだ。

　それで僕は、地球で次第に、元の平穏な日々を取り戻す──いや。元の日々よりもっと幸せな日々を歩むのだ。その女の子と恋をして、一緒の大学に行ったりして、地球で自分の居場所を見つけて。

　それはきっととても幸せだ。

　きっととても幸せなのに、「僕」はそこには戻らない。

「そんなふうに、地球で幸せを摑つかんでくれる僕もいるから。……だから一人くらい、おまえの傍そばにいることを選ぶ僕がいても、いいだろ」

　普通の幸せを摑つかむのなんか、本体がやればいいことだ。

「あ、」

　ぶるぶる、ぶるぶる、と。爆発してしまいそうなくらい、アイビーは震える。

「あ、な、たは、馬鹿です」

　泣いているような声だった。

　ような、ではない。涙を流すことはできないけれど、彼女は今、泣いているのだろう。

「うん」

　馬鹿だ。狂ってる。元は地球人なのに地球に行く選択をせず、こんなシャボン玉みたいな宇宙人の傍そばにいることを選ぶなんて、とても正気の行動じゃない。

　本当に、とんでもない、狂気の沙汰。

　けれどそれが「僕」の選択。

　何もかもが自分次第の世界の中。義務や常識に背いて、ただ、自分自身の正直な心で選んだ結末。

「アイビー。僕は、おまえを一人にしたりしない」

　うわあああああああああ──、と。

　今まで聞いたことない大きな泣き声を上げ、アイビーは崩れ落ちるように床に体をつけた。生まれて初めて与えられた幸福の前に、立っていられなくなるように。

「や、やま、ぐち、さん。わ、わた、わたしは、あ、あなた、を、」

「うん」

「わ、わた、しは、あな、たを……」

「うん」

　アイビーは泣きじゃくる声の中でつっかえまくって、全然先が言えていない。それでも僕は先を急せかしたりしない。急せかす必要もない。

　時間はいくらでもある。いくらでも話していられるのだから。

　僕は床に膝をつき、蹲うずくまるようにしているシャボン玉、あるいは硝子ガラス玉にも似た、彼女の体に手を重ねてみる。よしよしと、頭を撫なでるように。

　僕はアイビーに触れることはできない。彼女の感触も、温度も感じることはできない。けれどこうしていると、そんなもの何一つ必要ないように思える。

　僕はここにいて、アイビーもここにいる。それでいい。

　これが僕だ。

　これが、僕らだ。










あとがき




　ループ、というのはいろいろな作品において使われてきた手法だと思います。

　ループものの魅力はたくさんありますが、その一つは、キャラクター達が何度絶望的な目に遭っても何度でも諦めず問題や困難に立ち向かってゆくところではないでしょうか。

　絶望に抗って必死に生きるキャラというのは素敵に見えるものですし、私も何かそういうものを書いてみたいな、などと考えていたらこうなりました。はい。なぜかこうなりました。お楽しみいただけましたら何よりです。




　それでは謝辞を。




　イラストレーターの麦春あやみ様。今回も美しいイラストをありがとうございます。イラストが送られてくるたびにテンションが上がって、もっと頑張ろうという気力が湧いてきました。麦春様にイラストを担当していただけて幸せです。




　担当編集様。今回も大変お世話になりました。普段あまりうまく表に出せていない気がしますが、いつもものすごく感謝しております。本作も、担当様のおかげで頑張って完成させることができました。本当に、ありがとうございます。




　他、校閲様、デザイナー様、出版に関わってくださった全ての方々。また、応援してくれたり、前作の発売時に祝福してくれたりした、母、父、兄、祖父、祖母、リアルやネットでの友人達。今回もありがとうございました。




　そして何より、読者様。

　数多くの作品の中から、本作をお手に取っていただいたこと、貴重なお時間を使って読んでくださったこと。全て、私にとってすごくかけがえのないことです。あなた様のおかげで、私はとても幸せです。

　ここまでお付き合いいただき、本当に、本当に、ありがとうございました。








神田夏生　
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神かん田だ夏なつ生み

２でも続でもなくループです。ループだけでも読めますが、前作を読んでいたほうがよりお楽しみいただけると思いますので、もし本作から入ったという方がいらっしゃいましたら、前作もよろしくお願いします。
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イラスト／麦むぎ春はるあやみ

一年を振り返る時期になってまいりました。今年一年も流れがとても早かったのですが、風邪をひかないようにしつつ来年も目標を掲げて元気に頑張っていきたいと思います。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「神田夏生先生」係

「麦春あやみ先生」係
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